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　少し毛色の変わった幼おさななじみがいる。

　黒髪に茶色い眼めの人間の群むれに、突然赤毛に金色の眼の人間が生まれたのは、たしかに驚おどろきの事態だったと思う。はっと目を引く鮮せん烈れつな色は、明らかに自分たちとは違うから。

　子どもだったあのころ、その違いを過か剰じように恐れる人々と毎日闘たたかっていた。

「都みやこから出てけよ、赤あか鬼おに！」

「おまえら鬼がいると不幸が寄ってくるって、みんな言ってるぞ！」

　ツツジが咲く神社から、悪たれどもの声が響ひびく。

　石段の途と中ちゆうでその声を聞いた未み雲くもは、いやな予感が的中したことに奥歯を嚙かんだ。

　階段を駆かけ上がり境けい内だいに飛び込むと、棒きれを持った集団が、げっと言って振り向く。

　彼らの中心には、全身泥どろで汚れた少年が、燃えるように赤い髪を束たばねた頭を抱かかえ、うずくまっている。

　大だい内だい裏りに出しゆつ仕しする父に届け物をするため、ほんの少しそばを離れただけでこれだ。

「こらーっ、あんたたちーっ！」

「やばい、鬼おに嫁よめだ。弱虫亭てい主しゆを助けに、鬼嫁が来たっ」

　鬼嫁。

　その迫はく力りよくの名で呼ばれるには、少女はあまりに体が小さく華きや奢しやだった。少女──巴ともえ未雲は黒髪をなびかせ、赤毛の少年を殴なぐろうとするふとっちょに跳とび蹴げりを食らわせる。

「伐ば叉さ羅ら！　大丈夫？」

「未雲。今日は出かけてたんじゃ……」

　悲ひ鳴めいを上げて吹っ飛んだふとっちょと、駆けつけた未雲を見くらべ、金色の眼を瞬しばたたかせる美しい少年──伐叉羅は、未雲より二つ年上の十二歳だ。

　鬼と、鬼嫁。

　まだ子どもの二人がそう呼ばれていたのには、こと男女の関係に保守的な考えを持つこの国──耶や眞ま土との風ふう紀きが、大きく起因している。

　結婚もしていない男女が四六時中一緒にいれば、夫婦も同然というわけだ。

（バカバカしい。ただ一緒にいるだけじゃない）

　鬼嫁は抵抗しない「弱虫亭主」をなぶり者にする悪党どもを、次から次へと倒たおしていく。

「ぼ、暴力女め……おぼえてろ、親に言いつけてやるからな！」

「勝手にすれば。寄ってたかって伐叉羅をいじめてんじゃないよ、この卑ひ怯きよう者ものっ！」

　未雲はふとっちょに、首を切るまねから、親指を下に向けるしぐさをしてみせる。

「魔ま物ものの世界に落ちてしまえ」という、挑ちよう発はつの意味を持つしぐさだ。

　鬼が最初にやりはじめたなど起き源げんには諸しよ説せつあるが、不吉なのでやってはいけないと大人おとなから禁じられている。

　気が小さい少年たちは、未雲の恐れ知らずな態度に、「うわぁ」と引いていた。

　なんとでも言えばいい。どうせ未雲の評判は元から芳かんばしくない。

「伐叉羅は鬼じゃない。あんたと同じ人間だって、いいかげん理解したら？」

「俺とこの赤鬼が同じぃ？　気味悪いこと言うな！　同じっていうなら魔物とだろ。……なあおまえら、鬼と鬼嫁が将来ほんとの夫婦になって、鬼おに子ごが生まれたらおもしろいよな。まあ、そいつも必ずいじめられるんだろうけどな！」

　その言葉に全員が爆笑したとたん、また怒いかりが燃え上がる。

「っ……、このっ」

「ひーちゃん！」

　走りだそうとした未雲の、腰こしを抱きかかえて止めたのは伐叉羅だ。

　ひーちゃんとは、未雲の未がヒツジとも読めることから、伐叉羅がつけたあだ名である。

「離してっ。あいつらもう一、二発ぶん殴らなきゃわかんないんだよ！」

「俺がヘマして捕つかまったのが悪いんだ、だからもう──あがっ!?」

　振り向きざまの一撃だった。

　電でん光こう石せつ火かで繰くり出された未雲の頭突きが、伐叉羅の眉み間けんに命中したのだ。

　伐叉羅が膝ひざをついて頽くずおれた隙すきに、「夫婦げんかが始まった」と嘲ちよう笑しようしながら、悪たれどもは一いち目もく散さんに逃げていってしまう。

「ひーちゃん……頭突きするならするって言ってからに」

「ばかっ、やられたらやり返しなよ！　あんたがそういう軟なん弱じやくな態度だから、あいつらもつけ上がんじゃないのっ」

「ご、ごめん」

「なんで謝あやまんの。乱暴したのはわたしで、伐叉羅じゃないでしょ？」

「……ごめん。でもやり返せないよ。俺、痛いのは嫌きらいなんだ」

　赤い睫まつ毛げが悲しげに伏せられ、未雲はしまった、と慌あわてる。

「え。今のそんなに痛かった？　ごめん！　ごめんね伐叉羅」

「大丈夫だよ。これがひーちゃんの愛情だってわかってるから。ただ今のはちょっと打ち所が悪かっただけで」

「ねえ、やっぱり痛かったんでしょ？」

「大丈夫だって。……それより腹が減ったよ」

　笑いながら、伐叉羅はツツジの花をぷちりと摘つみ、未雲にも「はい」と一つ差し出す。

（こんなので、ごまかされないんだから）

　頰ほおを膨ふくらましつつ、未雲は伐叉羅と並んで甘い花の蜜みつを吸う。

　しかし伐叉羅の目が、今にも泣きそうに潤うるんでいるのも知っていた。

「バサラって典てん竺じくの言葉で金こん剛ごう石せきって意味なんでしょ？　金剛石はこの世で一番強い石っていうし、この金剛国の名前の由ゆ来らいなんだって、おばさんが自じ慢まんげに言ってた。……あんたはそういう最強の名前をもらったんだから、泣かないの。耶眞土男子でしょうが」

　小こ袖そでの袂たもとで頰をぬぐってやると、伐叉羅は「ありがとう」と気き丈じように笑う。

「平気だよ。あいつらにも痛くない場所しか殴らせてないし。……でもどう庇かばっても胸だけは痛むんだ。やり返したらあいつらもきっと痛がるだろ。それは、かわいそうだ」

「あんたって、どこまでお人ひと好よしなの？」

　呆あきれてしまうが、伐叉羅が報ほう復ふくしない理由もわかる。

　背が高く手足も長い彼の身しん体たい能力は、同じ年ごろの子にくらべて並なみはずれて高く、勝負にならないのだ。

　それが赤い髪と金色の眼を持って生まれたことと、関係があるかはわからないけれど。

「……あんたといると、すぐ手が出るわたしが、すっごく悪わる者ものみたいに思える」

「そんなことない。未雲は正義の味方だ。俺の一番の英えい雄ゆうだよ」

　ぽかんと口を開けた未雲は、微笑ほほえむ伐叉羅に半はん眼がんになる。

「なにそれ」

「素す直なおじゃないなあ。本当だよ、未雲はすごくかっこいいんだ」

　照てれくさくて、ついごまかしてしまったけれど、本当はうれしかった。

　伐叉羅は鬼と呼ばれるには、優しすぎる。だから戦える未雲が彼を守るのは当然だし、伐叉羅を傷つける人は全員、未雲にとっても敵なのだ。

　だが守りたい思いと裏腹に、これでいいという揺ゆるぎない正解の感覚を得たことはない。

　伐叉羅の言葉は、そんな未雲の強い思いに最大級の花丸をくれたのだ。

「あ……あのさ、やっぱり、ありがと」

　恥はずかしいから小さい声で言うと、伐叉羅は赤い眉まゆを下げて笑っていた。




　それから一年もしないうちに、状況は大きく変わった。

　村むら八はち分ぶを受けながら、必死に伐叉羅を守り育てていた彼の母親が、亡なくなったのだ。

　伐叉羅は近隣の人たちから完全に見はなされ、生きる手段を失った。

　仕事も得られず、どれだけ食べ物を運んでも、うちに来たらいいと誘さそっても、彼は首を縦に振らなかった。未雲と巴家に迷めい惑わくがかかるからと、いつも気丈に断った。

　そして初雪が降るころ。

　伐叉羅は蠟ろう燭そくの火が風に吹き消されるように、いなくなってしまった。
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　淡あわ々あわとした桜色が山を彩いろどり、春の香りに満ちた晴天の日。

　大おお店だなが軒のきを並べ、人で賑にぎわう都みやこ大おお路じを、華はなやかな行列が進んでいく。

　雅が楽がくの調しらべに乗せてしずしずと進む列の前後には、紅白の飾りをつけた騎き馬ば隊たいが百ひやつ騎き。

　祝しゆう儀ぎ品ひんなど荷運びの小こ者ものが続き、武士たちが警けい護ごする中央の輿こしには、晴着姿の少女が一人、座している。

　まるで国こく主しゆの姫君の花はな嫁よめ行列のようだが、これは花嫁行列ではない。

（すっごい人。何人ぐらい来てるんだろう）

　御み簾す越しに大だい内だい裏りの荘そう厳ごんな外そと塀べいが見えてきたところで、好こう奇き心しんを抑えきれなくなった少女は、横の小窓を少しだけひらく。

　すると通りに詰つめかけていた民たみから、おおっと歓声が上がった。

「あれが二代目白しら羽は姫ひめ様……！」

「今年で十五になるとか。なんと神しん秘ぴ的てきでお美しい」

　聞こえてくる、自身を評する声に少女──巴ともえ未み雲くもはぴくりと頰ほおを引きつらせる。

　人の先入観というのは勝手なものだ。

　頭には桜の挿頭かざし、巫み女こ装しよう束ぞくの千ち早はやに似た、胸元で赤い紐ひもを結んだ白の打ち掛け。

　この耶や眞ま土とを守護する乙女おとめ「白羽姫」の装束が神秘的だというのはわかるが、顔は、口元を隠かくす扇おうぎと化け粧しようのせいで、はっきりとは見えていないはずなのに。

「……現実は厳きびしいのにね」

　扇の下でぽつりとつぶやく未雲の現実は、たしかに優しくはない。

　むかし悪たれどもを追い回していたころにくらべれば肌はだは白くなり、生傷も減って、そういう意味では美しくなった。

　だが身長は子どものころからほとんど伸びず、五ご尺しやくにも満たない。

「小さな生き物のように」可か愛わいくはあるが、白羽姫は神秘的で美しくあれという人々の期待とは少し違うのだ。残念なことに。

「ねえ母様、シラハヒメってなあに？」

　通りの最前列に並ぶ、年とし端はもいかない子が、母親の袖そでを引っ張って聞いている。

　容姿のことはともかく、白羽姫について人々が話題にしてくれるのは大歓迎だ。

　ついそちらに耳を傾かたむけると、母親は、子どもの遠えん慮りよのない大声に居い心地ごこちの悪そうな顔をして、それでも優しく説といていた。

「この耶眞土が、千年前に天てん道どう界かいから降りてこられた生き神様──明みよう神じん帝ていに守られているのは、教えたわよね？」

「うん！　むかし魔ま縁えん界かいから大きな魔ま物ものがあらわれたときも、上じよう天てん山ざんにそいつを封じて、みんなを守ってくれたんだよね？」

「四十年前にね。でもそれ以来、帝みかどは民の前に姿をあらわさなくなっちゃったの。お一人で耶眞土を守ることに、少しお疲つかれになってしまったのね。……白羽姫様というのは、帝から素質を見いだされて、神じん通つう力りきを与えられた女の人のことよ。帝の一番の家け来らいとして、私たちを魔物から守ってくれるの。あの輿に乗っていらっしゃるのは、二人目の白羽姫様。最初の白羽姫様と、お役目を交代するために内裏に向かっているのよ」

「役目を終えた最初の白羽姫様はどうなるの？」

「どうなるのかしらねえ。でも四十年も国を守った功こう績せきへの、ご褒ほう美びはあるんじゃないかしら。人の世をめぐる輪りん廻ねからはずれて、天道界に迎えられるとか……」

　へー、と感心した子どもは、目を輝かせて輿を見上げてくる。

「新しい白羽姫様、がんばって耶眞土を守ってねー！」

「こ、コラッ」

　真まっ赤かになった母親が子どもの口を塞ふさぐ。

　周りで笑い声を上げた大人おとなたちからも、未雲の乗った輿に声がかる。

「耶眞土を、特にこの金こん剛ごう国こくをよろしく頼みますよ、白羽姫様！」

「明神帝と白羽姫様がいれば、この耶眞土は未来永えい劫ごう安あん泰たいだ!!」

　誰だれも、白羽姫に巴未雲という名があることを気に留めない。

　おそらくこのまま、生来の名は存在が薄うすれていくのだろう。

　だが白羽姫がこの現世で──耶眞土でもっとも権けん威いを持つ職業であることはたしかだ。

　未雲が愛あい想そよく手を振ると、沿道の人々は歓声を上げる。

　すると警護の守しゆ護ご官かんに交じって随ずい行こうしていた女によ官かんが、未雲が顔を出していることに気づいて、ぎょっと振り返った。

「コラコラ未雲ちゃん、主役が軽々しく顔を出しちゃダメだって！」

「紫むらさき」

　自みずからの体で小窓を隠してきた美女、紫は未雲の兄と同じ十八歳だ。

　未雲が春の花なら、すらりと背が高く細ほそ腰ごしで、長い前髪に隠れた目元に泣きぼくろのある紫は、艶あでやかな夏の花が似合う。

　ふた月前から、朝ちよう廷ていから遣つかわされている世話役の彼女は、小窓の隙すき間まをそっと細めた。

「窮きゆう屈くつなのが嫌きらいなのはわかってるけど、隠れる努力だけはしようか。白羽姫は謎なぞに包まれた神秘の存在だよ？　顔を見られたらそれが薄れちゃうじゃん」

「また出た、神秘……。自分をあらわす形容詞には一生使われないと思ってたよ」

　今も着物の下で、脚を崩くずして座っているこのわたしのどこに、そんなものが。

「ないけどね。実際の未雲ちゃんには神秘性なんて」

　ずばり言い放たれ、窓まど枠わくに頰ほお杖づえをついていた未雲はずるりと体勢を崩す。

「だったらいいじゃない。変に美化されるより、現実を見てもらったほうが気が楽だよ」

「残念、その答えは減点一！　そういうことじゃないんだなあ。ずっと作さ法ほう指し南なんしてきたから、未雲ちゃんにあるのは神秘性より、なんでも努力で乗り越えるド根性だってことは、よっくわかってるよ？　でも民は白羽姫に、そんな一生懸けん命めいでけなげな女の子じゃなくて、神秘に包まれた女の子像を求めてるんだってコト。わかる？」

　帝から神通力を与えられる、唯ゆい一いつの人間。

　天てん人じんと等ひとしい力を得る素質を持つ、清きよらかな乙女。

　印象が大事なのはわかる。

「……わかる、けど……」

　紫の自分への評価には、あいかわらず納得がいかないのである。

　彼女はいいふうに言いすぎる。そういうところが非常にうまい。

　だが褒ほめ言葉を素す直なおに受け止められないあまのじゃくな未雲にとって、紫の気遣いと善意は少々苦痛なのだ。

（この、気が強くて思い込みがはげしくて、ひねくれてて面倒くさいわたしが一生懸命でけなげって！）

　とても褒められたものではない性格も、紫の口に濾こされるとなんだかキラキラした女の子のように変換されてしまうのだから、なにごとも言いようだと感心してしまう。

「……みんな、白羽姫は帝と違って普通の人間だって、知ってるでしょうに」

　ぼやきながら、未雲はだらっと窓枠にもたれる。

　初代白羽姫は、明神帝を祀まつる神社の、宮ぐう司じの娘だった。

　だが四十年前、帝が放った白羽の矢が神社の鳥とり居いに立ち、白羽姫として朝廷に召しよう喚かんされたことで、運命が大きく変わったのだ。

　実家の神社は白しら羽は神じん宮ぐうと名を替え、今や大勢の人が参さん拝ぱいに詰めかける大神宮になったし、全国の神社に、帝とともに白羽姫を祀る碑ひも建てられるようになった。

　だが実際白羽姫は、皆と同じ人間なのだ。

「初代様だって、人混みを見れば野や次じ馬うましたくなるだろうし、当然厠かわやだって行くし、寝ね言ごとだって言うに決まってるよ」

「まあね、そりゃ人間ですから。でも帝と一緒で、四十年間一度も民の前に姿を見せない、極度のもったいぶりが神秘性につながってるワケよ。……ってのは、あたしの知り合いのある人が言ってたことで、あたしが言ったんじゃないからね？」

「あいかわらず、顔に似つかわしくない毒をしれっと吐はくね、紫……」

　軽い言葉遣いも言動も、まったく教育係らしくない。

　しかし所作がとても美しく、指南中だけは正しい言葉で接してくる。

　彼女のその落差がおもしろくて、未雲はつい不ふ謹きん慎しんを忘れて笑ってしまうのだ。

「あーあ。未雲ちゃんがその輿を降りたらもう、こういうおしゃべりもできなくなるのかあ。さびしいけど、しょうがないことだもんね」

「内裏に上がってからも、紫がそばにいてくれるんじゃないの？」

「どうかな、それは偉えらい人が決めることだから。あたしは、本来宿下がりした姉さんがやるはずだった役目を、代理で受け持ってるだけだし、いつまでいられるか」

「そうなんだ……」

　がっかりして、未雲は肩を落とす。

　美人でさばさばしていて、朝廷の権威に依い存ぞんした様子はみじんも感じさせない、どこか身軽な雰ふん囲い気きの紫。

　彼女が来てからは、二年前に流行はやり病やまいで両親を亡なくしてからというもの、兄と二人きりでどこかもの悲しかった暮らしが、とても華やいだ。

　明るく過ごすよう努力はしていたけれど、兄は父のあとを継ついで役人になったため、未雲といられる時間もそう長くない。紫は、大切な人を次々に失った未雲の心の隙間を埋うめるように、賑やかで楽しい時間をくれたのだ。

「そんな目で見ないでよ未雲ちゃん。あたし、悪いコトしてるみたいじゃん。……でも未雲ちゃんもいいの？　白羽姫として内裏に足を踏ふみ入れたら、二度と俗ぞく世せには還かえれないんだよ。それでもなりに行く？」

「……どうしたの紫。今さら、どうしてそんなこと聞くの？」

「これも教育係の役目だよ。途と中ちゆうでもう辞やめたーい！　なんてことにならないように、最終意志確認ってヤツ」

「そんなの必要ないよ。だってわたし、白羽姫になるしか生きる道がないんだもの」

「速はやっ！　本当に考える余よ地ちナシなの？　普通にお嫁に行くとかさあ」

　聞き捨てならない言葉を軽く言う紫に、未雲はきらりと目を光らせる。

「普通って？」

「え、えーと……」

「嫁に行くって、言葉にすれば簡単だけど、わたしにはそれが普通にこなせることだとは思えない。……まだ若いくせにって言うかもしれないけど、自分の将来ぐらい見通しがついてるの。わかるんだよ」

「わ……わかるってなにが？」

「紫みたいに器き量りようも要よう領りようもいい人は、悩んだこともないんでしょうね……」

　未雲はふっと脱力の笑みを浮かべる。

「わたしみたいなのを嫁にしようなんて奇き特とくな男の人は、この先一生あらわれないってこと……」

　素直じゃないし気も利きかない。

　もしかしたら男性より腕わん力りよくが強いという疑ぎ惑わくも消えない。

　未雲には十五歳なりに、モテない人生を歩んで悟さとった真理というものがある。

「一生一人でいる覚かく悟ごはできてる。だからわたしは、女だから最終的には誰かに養やしなってもらえるなんて幻想に早々に見切りをつけて、生きていくために必要な、やりがいもあって食いっぱぐれることのない終しゆう身しん雇こ用ようの仕事を獲得したの」

「そんな一ひと息いきで言わなくても！　こりゃだいぶこじらせてんなあ……。でも嫁にもらいたがる男がいないなんて、未雲ちゃん可愛いし実際そんなことないと思うよ？」

「いいの紫、なぐさめてくれなくても……」

　嫁に行ける見込みがないから白羽姫の座を摑つかんだ、と思われていたほうがいい。

（……それも事実だし）

　けれど本当の目的は別にある。

　白羽姫になるということは、権力を得るということ。

　すなわち周りの環境を変え、他者に影響を与える存在になれるということだ。

　未雲は役人の娘で、神社の娘ではない。

　本来なら二代目白羽姫も前例どおり、どこかの神社の宮司の娘に白羽の矢が立って、別人が選ばれていたはず。

　しかし今回は、自ら白羽姫になりたいと志し願がんした未雲のために、特別に登と用よう試験が行われた。

　神通力を授さずかるための精神力、正義感を問う問答試験を実力で突破し、生き娘むすめかどうかをしらべる、屈くつ辱じよく的てきともいえる身しん体たい検査も受けた。

　そして結果はすべて問題なし──素質はじゅうぶんにあると判断され、二代目白羽姫の座は未雲のものになった。

（わたしには大志がある、だから苦労してここまで来たんだ──だから）

「わたしの一生は白羽姫にささげたの。……それが本心、本ほん望もうだよ」

「く、暗い情熱だなあ。……でもあたし、未雲ちゃんはもう一つ別の本心を隠してると思うんだけど？」

　片目をつぶる紫の洞どう察さつ力りよくに、未雲は心底驚おどろいた。

　人の本心を引き出すのがうまいのも彼女のすごいところだが、どうしてこんなに強く白羽姫の座を求めるのか、その目的を、行動の原動力を知られるわけにはいかない。

　いくら気さくでも紫は、朝廷側の人間なのだから。

「そんなことないよ、今の話がすべてだよ」

「噓うそだね。あたしの目はごまかせないよ？　ほらほら、おねーさんの目を見て、もう一回言ってごらん」

　ふざけて顔を寄せてくる紫に、「やめてよ」と笑った未雲は、はっとした。

　陽の光のせいだろうか。いつも長めの前髪で隠しているその双そう眼がんが、金色に見える。

「紫、その目──」

「鬼おにだ！」

　突然、紫の後ろを歩いていた守護官が声を張り上げた。

　しまった、という顔で紫が輿から離れると、守護官はまっすぐ油あぶら問どん屋やの屋根を指さす。

「屋根の上に鬼がいるぞ！」

　その声に、大路に集まった観衆が、いっせいに屋根を見上げた。




　せまい小窓の隙間から、未雲も見た。

　二階建ての大店の瓦かわら屋根に、背の高い人影が立っている。

（女……？　違う、男だ）

　鬼は片肌を出した、変わった小袖の着流しに、陽に透すける藍あい色いろの被衣かつぎを風に翻ひるがえした奇き抜ばつな格かつ好こうで、民衆を見下ろしていた。

「朱しゆ天てん童どう子じだ！」

　守護官たちがすらりと刀を抜き放つ。

「神聖なる参さん内だい行列を、鬼に穢けがされては一大事。全員、白羽姫の輿を守れ！」

（朱天童子──あれが！）

　近ごろ人々の口に上るようになったその名を、金剛国に住まう者なら、誰しも一度は聞いている。

　朱天童子は、鬼だけが住まう国を建てるため、都の近きん郊こう一帯の土地を売れと、ここ最近になって朝廷にかけ合っているという鬼の一団だ。

　朝廷はまったく取りあわず、民も猛反対で妨害をしていると聞くが……。

「へえ、こりゃ驚いた。あんな超大物がこんなとこに出で張ばってくるなんて」

　ひゅうと口笛を吹く紫を、未雲は驚いて見上げる。

「紫、あの人を知ってるの？」

「……あれは朱天童子の頭かしらだ。さて、なにしに来たんだろうね？」

　肝かん心じんなことには答えようとせず、なぜか楽しそうな紫からは余裕さえ感じられる。

「鬼を捕とらえろ、白羽姫を守れ！」

　鬼は人々をあざ笑うように、ひらりと宙に身を躍おどらせた。

（こっちに来る!?）

　神秘性を気にしている場合ではないと、未雲は勢いよく御簾をはね上げる。

「紫！　あなたもこっちに──」

　危うく舌を嚙かむところだった。二本の轅ながえを担かついでいた力りき者しやが、輿を支えることを放ほう棄きして逃げ、輿が地面に落とされたのだ。

「！　痛ったぁ……」

　ぎしりと輿の屋根が軋きしんだ。

　地面に手をつき、輿から半身を乗り出した格好の未雲に、ぬっと影が降ってくる。

「白羽姫か」

　脅おどすような低い声。

　振り仰あおぐと、輿の屋根には鬼がいて、片かた膝ひざをついた格好で未雲を見おろしている。

「驚かせたな。今日は朱天童子としてではなく、俺個人のヤボ用で来た」

　そう言って鬼は、顔を隠す被衣を取り去った。

　とたんに下にいる未雲に向かって、燃える炎ほのおのような赤い髪が流れ落ちる。

　大人びた風ふう貌ぼうだが、まだ二十歳はたちに満たないぐらいの青年だ。

　彫ほりの深い顔立ちに、面めん妖ような金の眼め。

　成人男性の平均的な背せ丈たけをゆうに超える大きな体に、厚みのある胸がのぞく逞たくましい体たい軀くは、偉い丈じよう夫ふそのもの。強者の鬼たちを率ひきいるにじゅうぶんな迫はく力りよくがある。

　髪の色と同じ、まるで炎そのものだ。

　きらめく金の眼と視線がぶつかると、未雲は脳に強いしびれを感じた。

（伐ば叉さ羅らに、似てる）
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　美しくて痛みを伴ともなう思い出が、胸の奥から無理やり引きずり出される。

　未雲は思わず顔を歪ゆがめた。

「……ヤボ用って？」

　幼おさななじみの面影を宿やどす赤毛の鬼は、ぞんざいな口を利く未雲にクスリと笑う。

「実はあんたを嫁よめにもらいに来た」

「へっ？」

「いいよな。幸さいわいあんたは鬼が怖くないようだ」

（なに言ってんの、この人!?）

　慌あわてて立ち上がると、二人の周りを、守護官たちが取り囲む。

「鬼め、なにを血迷ったか！　そこを動くな、姫に触ふれれば即そつ刻こく斬きるッ！」

　間合いを詰める武士の後ろからは、紫がちゃっかりと顔を出している。

「未雲ちゃん、逃げてー！」

　それができればとっくにそうしている。

　さっき見た、彼女の眼のことなど頭から吹き飛んでいる未雲は、自分を囲う守護官たちを見渡す。

　彼らがいくら束たばになっても、鬼と呼ばれる者に敵かなうはずがない。

　すると鬼は刀を向けてくる守護官たちに向かい、驚きの行動を取った。

　親指を突き立てた手を首の前で横切らせ、魔縁に落ちろというしぐさをしたのだ。

（あ……それは！）

　人々から悲ひ鳴めいが上がったのを合あい図ずに、守護官たちがいっせいに鬼に躍おどりかかる。

「しゃらくせえ、どいてな！」

　鬼は、被衣を振って刀をなぎ払い、未雲の手をぐいと引く。

「白羽姫、あんたはもう俺のもんだ。一緒に来い！」

「ちょ……ちょっと正気!?　そんなことしたら鬼の評判が……」

　口をひらいたとたん、未雲の体は、鬼の肩にひょいと担ぎ上げられていた。

　鬼の背中側に頭を下げ、お尻しりを抱かかえられるという屈辱的な格好で。

（やめてーっ、うそでしょ!?）

　恐怖よりも羞しゆう恥ちで体が震ふるえるなんて、初めてだ。

　わけのわからない事態に大混乱に陥おちいる未雲を、鬼の囁ささやきが現実に引き戻す。

「行くぞ、俺たちの新居に案内してやる」

　鬼は悲鳴を上げる未雲を担いだまま民衆の頭を越え、屋根の上へと跳ちよう躍やくした。
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　都の町並みが、どんどん離れていく。

　民家の瓦屋根を走り、桜の木の枝を蹴けり、鬼はその体を鎧よろう筋肉の重みなど感じさせない身軽さで、びゅんびゅんと大地を疾しつ走そうしていく。

　鬼の肩に引っかけられた状態の未雲は、生きた心地がしなかった。

「ど……どこに連れて行く気なの！」

「ひとけのない、さびしい場所だ。新婚の二人にはちょうどいいだろう？」

「いいわけないでしょ、バカなのっ!?」

　凄すごんでもこの状態では迫力がない。鬼はそれを鼻で笑う。

「鬼の嫁としては、威勢がよくて頼もしいことだ。だが俺には部下が大勢いるからな、そいつらの前では、従順な嫁でいてもらわなければ困こまる」

「勝手なこと言ってないで、元の場所に返しなさいっ！」

　こんな奴やつを幼なじみかもしれないと、一瞬でも思ったのが愚おろかしい。

（こんなのが頭だなんて、朱天童子っていったいどんな集団なの！）

　元がん来らい鬼とは、むかしの人が作り上げた想像上の怪かい物ぶつだ。

　まだ魔縁界のことも、魔物の脅きよう威いも知らないころの人が考えた、恐怖の象徴なのだろう。

　だが帝に千年ものあいだ護まもられてきた耶眞土の人々にとって、帝が姿をあらわさなくなったここ二十年、不意にあらわれた、奇妙な外見と並はずれた力を持つ人々は、恐怖──「鬼」そのものだったのだ。

　鬼を産んだ親はほとんどの場合、世せ間けん体ていを気にしてその子を殺したり、捨てたりする。

　育てば育ったで、鬼は人々から無視されつまはじきにされ、住む場所も職を持つことも許ゆるされていなかった。

　ゆえに鬼と呼ばれる人々には世に反感を抱いだき、犯罪に走る者が多い。

　そんななか朱天童子という鬼の一団は、堂々と鬼の国を作ろうというのだから変わっている。

　だからこそ、未雲はその頭に会ってみたいと思っていた。──今け朝さまでは。




　森を走り抜け、険けわしい山の中ちゆう腹ふくに到達すると、冷たい風が頰を撫なでた。

　冬のなごりの雪がわずかに残る、木も生はえていない岩だらけの場所だ。

　大地に置かれた巨大な碁ご盤ばんのような都が一望できる、ここは──

「ついたぜ。ひとけのない、さびしい場所」

　平らな岩場に歩を進めると、鬼は未雲をやっと下ろしてくれた。

　ふらふらと鬼の横に立った未雲は、血が上った頭をゆっくりと振る。

「どこなの、ここ……」

「上じよう天てん山ざんだ。入山を禁止されてる山に登った気分はどうだ？」

「上天山!?　四十年前、明神帝が魔物を封じたっていう、あの？」

　見上げると頂いただきはもっとずっと高く、万年雪をかぶっている。

　この美しい山のどこに、恐ろしい魔物を封じたのか。

　そこまでは知るよしもないが、天への階きざはしといわれる上天山は、中腹まで登れば都を一望できるという噂うわさは本当だったのだ。

「はー……きれい──って、景け色しきに見とれてる場合じゃない！　ここに入ったことがばれたら厳げん罰ばつものじゃないのっ」

　未雲は思わず、見上げた鬼の背丈をまじまじと凝ぎよう視しする。

　並ぶ前から察さつしていたが、鬼は、めいっぱい首を傾けなければ視線が合わないほど、背が高い。

　未雲が小こ柄がらなせいもあるが、おそらく頭二つぶん以上は身長差があるだろう。

（なにからなにまで、いけすかないヤツ）

　無ぶ遠えん慮りよに睨にらんでいると、鬼は懐ふところから草ぞう履りを出して「履はきな」と未雲の前に揃そろえてくれた。

　そういえば輿から転がり出てそのまま攫さらわれたので、足た袋び履きのままなのだ。

　草履は見たことのない光こう沢たくのある材質でできている。

　華やかで可愛らしい赤い鼻はな緒おに、おそるおそる足指を突っ込むと、普段履いているものよりやわらかく心地いい。

「花はな緒お屋にも売ってない、こんないいもの……」

　花緒屋は、都の若い娘に人気の履き物店だ。そこにも並ばない高価そうな品を、鬼が、いったいどうやって手に入れたのだろう。

　心配になると、鬼はこちらの言いたいことを察したのか、ふんと鼻を鳴らす。

「耶眞土のものじゃないからな。華か佳かや典てん竺じくや爛らん、海を渡ってくる奴らと取引をしていれば、こういうものを手に入れるのはわけもないことだ。耶眞土の人間と商あきないするより、ずっと手間いらずで儲もうかる」

「商い？　あなたたちが？」

「金はいいもんだ、あればあるほどいい。鬼に情深いあんたなら、朱天童子が耶眞土からの独立を目指していることは知っているだろう？　二代目白羽姫──いや、巴未雲」

「！　わたしの名前を、どうして……」

　後ずさると、鬼はぷっと噴ふき出した。

「まさか本当に気づいてないのか？　〝ひーちゃん〟」

「その呼び方……！　あんたまさか」

「そうだ、俺だ。伐叉羅だよ」

　目を瞠みはる未雲と同じ目線に腰を落とした鬼は、余裕の笑みをほどく。

　神秘的な金眼を細めて微笑ほほえまれると、世慣れた雰囲気が薄れ、少年だった伐叉羅の面影が浮かび上がる。

　暴力を嫌い、傷の痛みより心の痛みに泣いていた、優しすぎる赤鬼。

　この人が五年前、別れも告げずに町から出ていった、あの伐叉羅だとしたら。

「本当に久しぶりだ。未雲、達たつ者しやだっ──」

　どふ、と鈍にぶい音を立て、伐叉羅のみぞおちに未雲の拳こぶしがめり込む。

「…………っっ」

　感動の再会を期待していた鬼は、体をくの字に折り、なぜ、という顔で見上げてくる。

　だが白い打ち掛けを翻し、仁に王おう立ちとなった鬼嫁は額に青あお筋すじを浮かべて激げつ昂こうした。

「人を拐かどわかしといて、久しぶりってなんなの!?」

　未雲の一いつ喝かつには、相手を黙だまらせる威い圧あつ感かんと謎なぞの説得力がある。

　そして伐叉羅には、五年の時を経へてもなお、未雲の勢いに押され従ってしまう習性が、染みついてしまっているのだった。

「ご、ごめんっ！」

　飛び上がるように正座した伐叉羅は、屈辱の姿勢で未雲の前にひれ伏ふす。

　朱天童子の頭。その座に君くん臨りんしてきた伐叉羅の顔に「なぜ俺はこんなことを!?」という疑問がありありと浮かんでいる。

　──だがそんなのかまうものか。

「あんたねえっ、五年前は挨あい拶さつなしでいなくなって、戻ってくるときまでわたしの意志は関係なしに誘ゆう拐かいするって、どんだけ勝手なの！」

「落ち着け未雲。とりあえずその凶器を……拳をしまえ」

「これが落ち着いていられる!?　わたしは内裏に参内する途中だったの。たくさんの人が見てたのに、どういうつもりで、こんなばかげたことをしたの！」

「だから悪かったって！　これにはちゃんとした理由があるんだ！」

「それがくだらないことだったら、いくら相手が伐叉羅でも、わたしの黄金の左が黙っちゃいないからね？」

「未雲は右利きじゃないか」

「細かいことはどうでもいいっ！」

　かあっと顔を赤くした未雲は、伐叉羅に詰め寄り襟えりを摑む。

「朱天童子の頭領だか書記だか知らないけど、生きてるならもっと早く、普通に戸と口ぐちから会いに来てよ。こんな目立つことしたら、伐叉羅の立場が悪くなるだけじゃない！」

「未雲……」

　自分が恥はじをかくのはいくらでも耐たえられる。

　しかし、鬼の落ちた評判を取り戻すのはたいへんなのだ。

　涙目で叫さけぶと、未雲を見上げる伐叉羅の目に、優しさが宿る。

「悪かった。このぐらいしないと、俺の話を聞き入れてもらえないと思ったんだ。あれから五年も経たって、俺はこのとおりだし、未雲も当然変わってると思ってた」

「……わたしは変わってないよ？」

「俺が疑うたがり深くなってるんだ。本当に悪かった」

「……もういいよ。わたしこそ殴ったりしてごめんね。伐叉羅がいなくなってからは、あんたを悪く言う人がいてもずっと抑えてたのに」

　感情が高ぶるとすぐ手が出るのは悪い癖くせだ。

　頭ではわかっているし、毎度反省もしている。

　しかし伐叉羅のことになると、どうしても抑えが利かなくなってしまうのだ。

　しゅんと肩を落とすと、そこに伐叉羅の手がそっと乗せられる。

「未雲はいつもそうだったな。俺のことになると、自分のことより真剣に怒ってくれた。……本当に変わってないんだな」

　昔の彼のような、優しい口調。

　そういうところは、彼も変わっていないのだ。

　安心すると同時に、伐叉羅を失ってできた心の穴が、急速にそこを修復しようと未雲をせき立てる。

「わ……わかってもらえたならいいんだよ。というか伐叉羅、この五年どこでなにをしていたの？　元気だったの？　どうして朱天童子の頭領なんてやってるの？」

「質問が多いな。……そんなことよりも、攫われたわけを知りたくはないのか？　二代目白羽姫」

　曖あい昧まいに微笑む伐叉羅から感じるのは、答える気はない、という意志だけだ。

　薄れていた緊張感が戻り、未雲はぐっと顎あごを引く。

「……じゃあ聞くよ。わたしを攫った目的はなに？　まさか本当に嫁にするため、とかいうんじゃないでしょうね」

「──そうだと言ったら？」

「へ？　……こ、断るに決まってるでしょ。誰があんたみたいな泣き虫男と！」

　即座に答えると、伐叉羅は拍ひよう子し抜ぬけしたように固まり、やがて大声で笑った。

「わかった、茶ちや化かすのはやめて単刀直入に言おう。未雲を攫ったのは、白羽姫になるのをやめさせるためだ」

「は？　やめさせる？」

「あれだけ大勢の前で攫えば、いやでも噂が立つ。鬼に手て籠ごめにされたってことになれば、朝廷のほうからやっかい払いされるだろう」

「て、手籠め!?」

　そんな物ぶつ騒そうな言葉をさらりと真顔で言う伐叉羅に、未雲はめまいがした。

「背中にヘビを入れられても、肥こえだめに落とされても、わたしが仕返しに行くのを止めた伐叉羅が、そんなことを平気でのたまう日が来ようとは……今のは聞かなかったことにしてあげる。だからこれで目を覚ましなさい！」

　右の拳をさっと構えた未雲に、伐叉羅は慌てて弁べん解かいする。

「方便に決まってるだろ、朝廷の奴らにそう思わせたいだけだ！　男が相手なら首を縦に振らせるのに手荒なこともできたが、女に手を上げたことはないし、まして未雲をそんなひどい目に遭わせられるか！　俺は五年も未雲を──」

　はっとして、伐叉羅は口を押さえる。

　未雲は拳を下ろした。

　聞き捨てならない言葉もいくつか飛び出したが、聞き逃せない言葉もあったからだ。

「五年もわたしを……なに？」

「……。兄貴やら親類縁者のツテを頼って、朝廷に自ら名乗りを上げたんだろ。白羽姫になりたいから、神社に矢を射いる前に自分に試験を受けさせろって」

　伐叉羅の持つ情報に少し驚いた。

　耶眞土朝廷は、よけいな混乱を避けるため「二代目白羽姫は一般の娘から選出した」と、切り貼ばりした情報を民に流る布ふした。

　そして民も、疑問を持つことなくその情報を受け止めている。

　耶眞土の民は、帝が息そく災さいで、その神通力で耶眞土を守ってくれることがなにより大切なので、朝廷のすることはすべて、そのためになることだと信じ切っているからだ。

　それなのに──

「わたしが自分から白羽姫になったこと、どうして伐叉羅が知っているの？」

「……未雲を止めるためだ、正直に言う。──俺はこの五年、離れてはいたがずっと未雲を見てきたんだ」

「えっ」

　それ以上は聞かないでくれと言わんばかりに、伐叉羅は耳を赤くしながら背を向ける。

（……ぜんぜん気づかなかった。心配、してくれてたんだ）

　ぼんやりとうれしいような。

　こちらは伐叉羅の五年間をまったく知らないのに、伐叉羅は未雲の五年間を、おそらくいろいろ知っているという不平等さに、腹が立つような。

　けれど、よく一度もばれずに遂すい行こうしたものだと、妙な感動が胸に広がってきている。

　そうだったのかと、素直に受け入れている自分がいる。

「それはなんというか、驚いた。でもこういう場合なんて言えばいいの、あとを執しつ拗ようにつけ回してくれてありがとう？」

「やめてくれ……。それ以上責められたら本当に泣ける。そんなことより、未雲は白羽姫がどんなものなのか、知っているのか？」

「あたりまえじゃない。白羽姫になれば帝の右腕として働ける。この耶眞土の民が就つける職業の中で、一番高位の仕事だよ」

「やっぱり、なにもわかっていないんだな」

　伐叉羅は岩の上に立ち、「見ろ」と眼がん下かに広がる都を指し示す。

　その先には、堀ほりと高い塀に囲まれた広大な宮城、大内裏がある。

　耶眞土の政まつりごとの中ちゆう枢すう。いわゆる朝廷といわれる場所だ。

「未雲の死んだ親おや父じと、今は兄貴が出仕している場所はわかるな？　その手前にある、隔かく離りされた一帯が内裏──明神帝の御ご所しよだ。そこに大きな池が見えるだろう。真ん中に浮かんでる建物が、帝のいわゆる仕事場、神しん殿でんさ」

「あそこに、帝が……」

　堀と塀に阻はばまれて、外側からはけっして見えない大内裏の内部。

　父と兄からは、大たい礼れいが行われる朝ちよう堂どう院いんの話は聞けたが、いち文ぶん官かんが行き来できるのはそこまでだ。

　白羽姫に決まった未雲でさえ、入ったことがあるのは、御所の表側の一部だけ。

　鏡かがみのように光る池の中央に立つ神殿。

　四十年間、民の前に一度も姿をあらわしていない帝は、きっとあそこにいるのだろう。

　白羽姫の登用試験を担当した神じん祇ぎ官かんからは、帝は白羽姫とともに、耶眞土を守るために尊とうとい仕事をしているのだと聞いている。

　世界を変えてくれる、すべてをよい方向へ向けてくれる生き神、明神帝。

　救世主とも言えるその人がいる場所に向かって、未雲は深々とお辞じ儀ぎをする。

（こんな高い場所から見おろす格好になって、すみません。これからおそばに行きます）

　明神帝とはどんな方なのだろう。

　期待と緊張で胸を高鳴らせると、横で伐叉羅がしらけた声を出す。

「よせよ未雲。あそこには、帝と白羽姫が四十年ものあいだ、一歩も外に出ずに籠もっているんだぞ」

　は、と声を漏もらした未雲は、笑顔に緊張を滲ませる。

「……一歩も？」

「御所に仲間を潜もぐらせているから、たしかだ。俺自身も何度も侵しん入にゆうしてきたが、何度挑いどんでも、あの池の中の神殿にだけは入れなかった。入り口が正面の扉とびら一つしかないうえに、いやに厳重に警備されているんだ。あの神殿の中で、帝と白羽姫がなにをしているのか──生きているかどうかさえ俺はあやしいと思ってる」

「──そんな、まさか」

「あそこはまともじゃない。そんなところに、未雲を行かせるわけにはいかないんだよ」

　光る金の眼で直視され、未雲はびくりと肩を震わせる。

　それが本当だとすればたしかに不ぶ気き味みだし、怖い。

　だが神殿は大きい。あの中だけで生きるのも、大勢の者に傅かしずかれる帝ならば成立する。

　考え方が卑ひ屈くつだとかこじれているとか、紫には言われっぱなしだし、自分でも認めるめんどくさい思考の人間だ。

　けれど今、決意が鈍るようなことを考えたくはない。

「──心配してくれてありがとう伐叉羅。でも、わたし戻るから」

「未雲！」

　背中を向けたとたん、強い力で手首を摑まれた。

　辟へき易えきするぐらいの身長差のせいで、後ろ手を摑み上げられた体勢になり、未雲は「痛っ……！」と、本気で顔をしかめる。

　伐叉羅はほとんど条件反射で「ごめん」と、手を離した。

「悪かった。けど今回ばかりは俺も譲ゆずれない。行くな！」

「……わたしがそう言ったら、あのとき伐叉羅も行くのをやめた？」

「それは謝あやまっただろう。まだ根に持つか！」

　いらいらとした伐叉羅の声が、視線が突き刺さる。

　本当は未雲だって、あのときの伐叉羅は去るしかなかったということは、頭ではわかっている。けれど──

「ごめん、伐叉羅は悪くないよ。でもあのとき、わたしはあんたを最後まで守りきれなかった。そのことをずっと後こう悔かいしてきたし、自分を責め続けてるの。だから闘たたかう相手を変えて、鬼を差別するこの世の中を変えるんだ。白羽姫になって」

　それが、未雲が胸に秘めてきた志こころざし。

　ずっと隠してきて、初めて声に出したその思いは、伐叉羅を狼ろう狽ばいさせた。

「鬼のために白羽姫になるっていうのか？」

「わたしの人生だもの、べつにかまわないでしょ。それより急いで大路に戻らなきゃ」

　大きな岩に寄り添って急な山肌を見おろすと、目の前の岩にとん、と伐叉羅が手をつく。

　気づけば未雲は岩壁と伐叉羅に挟はさまれ、彼の両腕が作る檻おりに閉じ込められていた。

「……っ」

　腕一本で、未雲など、どうにでもできると言わんばかりの行動だ。

　上から覆おおい被かぶさるように未雲を見つめる伐叉羅の肩から、赤い髪がひと筋、流れてくる。

　自分は男なのだと誇こ示じされたことにも驚いたし、頰をわずかにかすめる髪の感触にも、ぞくりとする。

　五年前は体勢が逆だったのに。

　目線を上げると、伐叉羅の力強いまなざしが未雲を射い貫ぬく。

「俺たちのことを心配してくれるのはうれしい。だがそのために未雲が危険に身を晒さらすことはない。このまま鬼に攫われたことにして逃げ落ちれば、誰にも累るいがおよばず、白羽姫を辞退できるんだぞ」

「それはできない。今わたしがいなくなれば、あんたがっ」

　その言葉に、伐叉羅はとまどいの表情を浮かべる。

「もしかして、本当は俺のために白羽姫に……？」

「じ、自分のために決まってるじゃない。これはわたしの、わたしによる、わたしのための闘いなのっ」

「……。意い地じっ張ぱりで素直じゃないところも、みごとに変わっていないんだな」

　苦く笑い、伐叉羅はすっと真顔になる。

「……俺のことはいい。どうせこの耶眞土では、人と鬼はともには生きていけないんだ。俺たちが作ろうとしている鬼の国は、人との関わりを断って鎖さ国こくをするつもりだしな。だから俺一人が、どれほど汚お名めいを着せられようと──っ!?」

　胸に強烈な頭突きをくらい、伐叉羅は咳せき込む。

　腕が離れ、解放された未雲は体勢を整えると、変な汗をかく額を押さえた。

（どうしたのわたし……相手はあの伐叉羅じゃない）

　右手をすっと伐叉羅の眼前に伸ばした未雲は、魔縁に落ちろと親指を逆さにする。

「それは、あんたの思い込み。鬼だけの国を作って、それからどうする気なの？　伐叉羅は帝じゃないんだから、ずっと閉じ籠もって人と関わらずにいるなんてできないよ。そんなことより、どうしたら自分たちが認みとめられるか、その方法を考えたら」

「────」

　男であることを前面に押し出した強引さは失せ、伐叉羅は水をかけられたような顔をする。

「わかったら大路まで送りなさい。さもないと──」

「わかった。送るから、その拳をしまってくれ。……よくわかったから」

　驚くほどすんなりと伐叉羅は承しよう諾だくした。

　なんだか拍ひよう子し抜ぬけして、未雲は反対側であたためていた拳を下ろす。

「そう。でも、来るときみたいな担がれ方は絶対にいやだからね」

　伐叉羅はここでも素直に頷うなずき、背中を向けてしゃがんだ。

「おぶっていく」

　あまりにあっさりしている。

　奇妙な感じだ。だが躊ちゆう躇ちよしてこれ以上時間を食ったら、鬼に手籠めにされた説が真実味を帯びてしまう。

　未雲は素直に、その背に乗せてもらうことにした。
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　屋根から屋根を伝つたい、静かに降り立ったのはひとけのない小こ路みちだった。

　大内裏へ続く大路は目と鼻の先だ。

　攫われてから一いつ刻こくは経ったと思うが、参内行列の見物をしに来た民はまだ半数以上も残っていて、朝廷の役人たちも青い顔で走り回っている。

　その中に紫の姿も見えた。

　なにやら揉もめる守護官たちに挟まれて、困っているようだ。

「戻らなきゃ」

　伐叉羅の背中から飛び降りた未雲は、通りへ出る前にぴたりと足を止めた。

　振り返ると、伐叉羅はまだそこに留とどまり、複雑な表情で未雲を見送っている。

「どうしても、行くのか」

「何度も言わせないで。わたしはやると決めたことはやるの」

「……未雲が一度言いだしたら聞かないことは、わかっているが」

　それでもまだ納得がいかない様子の伐叉羅の腹に、未雲は拳をとんと当てる。

「わたしが世を変えるまで元気でいてよね、伐叉羅」

　これが本当の別れだ。

　白羽姫の未雲と、朱天童子の伐叉羅として、二度と会うことはないだろう。

（次に会えるとしたら、死んで、転てん生せいした先の次の人生で、かな）

　そのとき二人が人間どうしである可能性は、低いかもしれないけれど。

　それでも今、鬼として人に差別される伐叉羅を庇かばって過ごすより、鬼が自然体で暮らせる世を作るために、白羽姫になりに行く。

「……じゃあねっ」

「未雲！」

　思いを堪こらえるよう名を呼ぶ伐叉羅を振り切って、未雲は大路へ駆け出した。

　伐叉羅にもらった、異国の香りがする赤い鼻緒の草履で。




　揉める人々をかき分けて輿にたどり着くと、錫しやくを持っておろおろしていた役人が未雲の姿を認め、あっと声を出す。

「白羽姫！」

「戻るのが遅くなってすみません」

　なに食わぬ顔で輿に乗り込むと、責任のなすりつけ合いをする守護官たちを仲ちゆう裁さいしていた紫が、目を丸くする。

「未雲ちゃん!?　あ、あれっ、鬼は!?」

「悪かったって、きちんと謝って帰っていったよ」

「謝ってって……あちゃー、失敗したのかよ、お館やかた」

「お館？」

「あ、いや、未雲ちゃんが無事でよかったよ、うん」

　変な笑顔の紫の後ろで、白羽姫の護衛という大任を任まかされた守護官や役人たちも、心から喜んでいる様子だ。

　通りに集う民も、白羽姫が戻ったことに気づいて歓声を上げている。

「あの方が白羽姫様!?　ずいぶんお小さいんだな」

「お顔も意外と親しみやすい感じね。お可愛らしいけど」

「いやいやあなどるな。鬼に攫われて無事に戻ったんだ。きっと神通力で倒したに違いないぞ」

　そんな神通力はまだ授かっていない。

　耳の痛い噂が一人歩きしていくのを感じながら、未雲は一同に頭を下げる。

「ご心配をおかけしました。わたしはこのとおり平気ですから、行きましょう」

　桜吹雪ふぶきのなか、さっきの小路を振り向くと、強い風が吹いた。

　その風に、地面に吹きだまっていた桜の花びらが舞い上がり、人々の頭上に降っていく。夢のように。

　幻想的な白い、淡い光景の中にはもう、鮮せん烈れつな赤は見当たらなかった。
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　御ご所しよの奥おく御ご殿てん、弘こ徽き殿でんに入って半月。

　いよいよ帝みかどに拝はい謁えつが叶かなうその日は、朝から御所を包む空気がぴんと張り詰つめていた。

「ない……どこにもない！」

　唐から櫃びつをひっくり返した未み雲くもは、散ちらかった部屋の真ん中で頭を抱かかえる。

　部屋のどこからでも目につく、衣い桁こうにかけられた白しら羽は姫ひめの装しよう束ぞく。

　その下に置かれた漆うるし塗ぬりの広ひろ蓋ぶたには、帯や挿頭かざしがまとめてあるが、そこにあるはずの扇おうぎが見つからないのだ。

「今け朝さ、ここの整理をしていたときは絶対にあったのに」

「だーいじょうぶだよ、未雲ちゃん」

　少し前から姿を消していた紫むらさきが、唐から衣ぎぬ裳もを美しくさばいて入ってくる。

　彼女は未雲が内だい裏りに上がっても解かい任にんされることなく、引き続き世話役を任まかされたのだ。

　一緒にいられる時間がまだ続くのだと、あのときは本当にうれしかった。

　紫はなぜか廊ろう下かを気にして、こそこそと襖ふすまを閉める。

　そして袂たもとで隠かくしていた懐ふところから、ごっそりと扇の束たばを取り出した。

「どうだっ。こんだけあれば、似たようなのが一本ぐらいあるでしょ」

　得意げな顔の紫が差し出す扇からは、さまざまな香りが漂ただよってくる。

　数からして、一人が所有している物ではなさそうだが……。

「ありがとう紫。だけどこれ、どこから持ってきたの？」

「女によ官かんの部屋からそっと拝はい借しやくしてきたんだよ。だって未雲ちゃんが扇なくしたってバレたら、まずいじゃん？」

「それってつまりこれは盗ぬすんで」

「しーっ未雲ちゃん！　あくまで借・り・た・だ・けっ」

「言い方を変えてるだけじゃない！　紫、悪いけどこれは返してきて。……そっとね」

　最後に工作も忘れず、扇を押し返すと、紫は渋々それを受け取った。

「わかった、返してくるよ。まったくカタいなあ未雲ちゃん。まるでおや──じゃなくって、あたしの尊敬する人みたいだ」

「尊敬する人？」

「そう。その人も、あたしのちょっとした手て癖くせの悪さに厳きびしくってさ。まあそういうところも尊敬できる理由なんだけど……って、なにのろけてんだろ、あたし。あはは」

　惚ほれてます、という顔で語るその相手とは、紫の想おもい人なのだろうか。

　どんな人なのか単純に気になるが──

「空あき巣すはちょっとした手癖じゃすまないよ。早くそれ返してきて！」

「は、はいっ」

　紫は慌あわてて、しかし感心するほど美しい所作で部屋を出ていく。

　いくら家いえ柄がらと縁えん故こだけで選せん抜ばつされるとはいえ、男性でさえ、出しゆつ世せに苦労する朝ちよう廷ていの役職のなかで、帝に関わる仕事は特別だ。

　紫はもともとこの仕事に執しゆう着ちやくを持っていなかったようだが、世話役がこの調子でいいのだろうか。

（金色に見えた目のことも、わたしの目の錯さつ覚かくだって言うし）

　参さん内だい後、紫が世話役を続けてくれるとわかってから問いただしてみたが、彼女は口がうまいから、つい押し切られてしまった。

　だが頑かたくなに目元を隠すのは、もしかしたら怪け我がのあとなんかがあって、見られたくないのかもしれないと思い、あれ以来目の話題には触ふれていない。

　部屋を片づけていると、「ただいまー」と紫が戻ってきた。

「おかえり紫、早かったね。……戻してきてくれた？」

「姫様のご希望どおり、そっとね。それで扇は？」

「見つからないから、とりあえず片づけようと思って……。これ以上だらしない娘だと思われたら、仕事をする前にクビになっちゃう」

「ねえ未雲ちゃん、この際えらい人に正直に話してみたら？　扇の一本や二本をなくしたぐらいで、目くじら立てる人いないって」

　それがいるのだ。

　しかも今夜、いよいよ帝と対面するというこの日に、今からでも未雲を白羽姫の役目から外すことのできる権力を持った、やっかいな人が。

　未雲はフルフルと首を振る。

「帝のおそばにあがるのに、正装じゃなかったら失礼だもの。今夜までに見つけなきゃ」

「だよねえ。……あーあ、いよいよ今晩でお別れかあ」

　片づけを手伝いながら、紫は「それにしても」とぼやく。

「真夜中の謁えつ見けんなんて変わってるよねー。なんで昼間じゃないんだろ。参内や拝謁の日取りは、それこそ神しん秘ぴ的てきな事情を総そう括かつして、一番適した日が算出されたみたいだけど、時間もそういうのが関係してるのかなあ？」

　しかも参内のときは、全国の国こく主しゆも招まねいて白羽姫お披ひ露ろ目めの席が設もうけられたが、今回は神じん祇ぎ官かんのみで、ひっそりと行うのだという。

「もしかして帝が、煩わずらわしいことを嫌きらう方なのかも。……紫は、帝がどんな方か知ってる？」

「んー。いろいろ教えてくれる神官サンにおねだりしても、これだけは濁にごされたんだよね。……はっ、まさか帝は人払いをして、未雲ちゃんにやらしーコトする気なのかも？」

「それは絶対ありえないと思う」

「えーっなんで即答できるの？　未雲ちゃん可か愛わいいんだからもっと危機感を」

「紫。……ないから」

　思わず対伐ば叉さ羅ら用の睨にらみを利かせると、紫は畳たたみの上をずざっと引き下がる。

「す、すみません……って、なんで土下座してんのあたし？」

「あ。ご、ごめん、つい──」

「あーっ！　未雲ちゃん、それ……」

　突然大声を出した紫は、頭に手をやった未雲の脇わきを指さしている。

　のぞいてみると、袖そでに隠れていた帯に、扇がさしてあるではないか。

（そういえば、小物の整せい頓とんをしている途と中ちゆうで後ろから呼ばれて、ここにさした気が……）

「……………………ごめん、紫」

　平ひら謝あやまりすると、紫はからからと笑った。

「いいっていいって。まさかここまで付き合うことになるなんて思ってなかったけど、未雲ちゃんといられて楽しかったもん。……お館やかたの気持ち、少しわかった気がするな」

「え？　誰だれの気持ち？」

　ときどき口をすべらせたような、うっかりした顔を見せる紫だが、今回はそうじゃないらしい。

「今夜キミが神しん殿でんに行ってしまえば、あたしは晴れて世話役と護ご衛えい役の、二重任務のお役ご免めんなんだ。……で、こんなので餞せん別べつになるかどうか、わかんないけど」

　紫は前髪をかきあげ、ずっと隠していた目元をあらわにする。

　左目の下に小さな泣きぼくろがある、長い睫まつ毛げに囲まれた魅み惑わく的てきな目。

　その瞳ひとみの色は、金だ。

　前から疑うたがわしいところはあったが、これで確信が持てた。

　彼女の言うお館とは、伐叉羅のことだ。

「朱しゆ天てん童どう子じ──伐叉羅の仲間なんだね、紫」

「正解♪　でもそうは見えないでしょ、うちはお館を筆ひつ頭とうにでっかい野郎ばっかだから。……あとね、あたしの本当の名前、紫の峰みねって書いて紫し峰ほうっていうんだ」

「紫峰……きれいな名前。それに目も顔もきれいなところは同じだよ、伐叉羅と」

　そう言うと、紫──紫峰は金の眼めを丸くする。

「うわ。ほんとに鬼おにを怖がらないんだ……やばい、ちょっと感動」

「ねえ『紫峰』。打ち明け話をしてもらって最初にこんなことを聞いても、気を悪くしないでね。教えてもらった作さ法ほうって……」

「正しい作法だから安心してよ。そのへんは得意分野だからさ。あと本物の世話役のおねーさんも、あたしがいなくなったら無事に戻す予定だから安心して」

「ならよかった」

　白羽姫としてやっていくのに、必要な知識が間違っていないかどうか。

　それさえたしかめられれば、紫峰を責める気はない。

　伐叉羅にはひと言ふた言、言いたいことはあるが──

「護衛をしてくれてたなんてちっとも知らなくて、ごめんね。今までありがとう」

「お礼まで!?　うっわ感動……。女官姿は窮きゆう屈くつだったけど、今思うとホント役やく得とくだったよ。朱天童子の連中がまだ誰も知らない、お館の想い人と近づきになれたんだからさ」

「……えっ？」

「二代目様、失礼いたします」

　鈴の鳴なるような声がして、部屋に入ってきた衣きぬ袴ばかま姿の女官が傅かしずく。

　二人は瞬時に正座をし直し、紫峰は素早く金の眼を隠した。

　会話を聞かれたのではと心配だったが、杞き憂ゆうだったらしい。

　昔風に眉まゆを落とした女官は表情一つ変えず、言った。

「お時間でございます。禊みそぎの支し度たくを」

「もうそんな時間？」

「太陽が昇っているうちでないと、禊ぎの冷水は堪こたえますよ」

　正論だ。

　さっき紫峰が言った変なことは、そのときすでに未雲の頭から吹き飛んでいた。
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　夜になり、南天にかかる赤い満月が水みな面もに映り込む。

　上じよう天てん山ざんから見た池の外周には篝かがり火びが焚たかれ、中央に浮かぶ巨大な神殿を、おごそかに照てらし出す。

　未雲を乗せて水面をすべった小舟は、静かに池の中央、神殿へとたどり着く。

　池の中に朱柱を直接突き立て、その上に建設された神殿へは、入り口から水上へ、特製の階段を下ろさなければ入れない仕組みになっている。

　神殿の入り口へ上がると、階段はすぐさま取り払われた。

（ここが、伐叉羅が言っていた、一つしかない入り口……）

　篝火に照らされた大きな扉とびらには、明みよう神じん帝ていが、天てん道どう界かいという異界より耶や眞ま土とに降こう臨りんしてからの千年の歴史が、緻ち密みつに彫ほり込まれている。

　争いのない、光に満ちた発展の歴史だ。

　やがて神官が二人がかりで扉を左右にひらき、その奥から、狩かり衣ぎぬを着た若い男が歩み出る。

「巴ともえ未雲。いや、今日で晴れて二代目白羽姫か」

　げっ、と声には出さず顔に出すと、男はいかにも切れ者といった怜れい悧りな目元に、侮ぶ蔑じよくの色を浮かべる。

「白羽姫の役目は神聖で尊とうとい。幼おさないころから帝のお心に触れて育った、神職の血筋でもないおまえが、なぜしゃしゃり出てきたものだか……まったく」

（あいかわらず、やな感じ）

　国の祭さい祀しを司つかさどる神祇官の長か官み、鷺宮さぎのみや静しず生おだ。

　規律と伝統が服を着て歩いているような彼にとって、型かた破やぶりな未雲は目の仇かたきなのだろう。未雲を白羽姫に起用するのに、最後まで反対していたのはこの若き権力者だ。

　それでも未雲が選ばれたのは、齢よわい二十三の上官に反感を持つ老ろう獪かいな神祇官たちが、未雲を強く推おしてくれたからだと、紫峰からこっそり教えられた。

　だがまだ安心はできない。

　祭祀のことに関して言えば、帝の次に決定権を持っているのは彼なのだから。

「鷺宮様、よろしくお願いします」

「ああ。だがこれからおまえを帝の御ご前ぜんに案内する前に、たしかめておくことがある。……参内の日、鬼に攫さらわれる事件があっただろう。一いつ刻こくで戻ったと報告は受けているが、本当に、傷つけられるようなことはなにもなかったのか？」

「は？」

「は？　とはなんだ。心身ともに健すこやかであるかどうかが、白羽姫になる娘の絶対条件だ。鬼に穢けがされ、心に闇やみを持った娘を使うわけにはいかない」

　てっきり扇をなくした騒さわぎを知られて、叱しつ責せきされるのかと思ったのに。

「……健康ですし傷ついてもいません。疑うなら医くす師し様に聞いてください。……鷺宮様は誤ご解かいされているようですが、あの赤毛の方はそんな無む体たいをする気配も見せませんでした」

「……ふん。しかしあの騒ぎでおまえは民衆の前に姿を晒さらしたのだろう。そういう軽はずみな行動は──」

　くどくどと小こ姑じゆうとのような説教を並べたてる静生に、神官が耳打ちする声が聞こえた。

「鷺宮長官、お時間が……」

　眉み間けんに皺しわを寄せた静生は、笑いそうになる未雲を睨む。

「最後に聞くが、選ばれたからには命をかける覚かく悟ごはあるのだろうな」

「あります、もちろん！」

「ならばもうしゃべるな。来い」

　身を翻ひるがえした静生は、頭こうべを垂たれる二人の神官のあいだを通り、建物の中へ入っていく。

（いやな奴やつ！）

　静生の背中に向かって舌を出し、未雲はついに神殿に足を踏ふみ入れた。




　そこは朱しゆ塗ぬりの柱が連つらなる、だだっ広い空間だった。

　控ひかえの間なのだろうか。

　篝火が作る道の奥──本ほん殿でんから、地中から這はい出してくるような呪まじないの声がする。

（なんだろう……。ちょっと不ぶ気き味み……かも）

　鮮あざやかな絵が描き込まれた壁かべを見渡すと、入り口寄りの壁に描かれた絵に目が止まる。

　頂いただきに雪をかぶった美しい山の絵──おそらく上天山だろう。

　帝が魔ま物ものを封じたという「天への階きざはし」だが、未雲はその絵に、妙みような付け足しがあることに気がつく。

「…………？」

　山の頂には大きな穴が開き、そこから真まっ黒くろで巨大なものが噴ふん出しゆつしているのだ。

　それは入り口とは反対方向に広がっていき、小さな黒い点となって、下部に描かれた都みやこに降っていく。

　見渡せば部屋全部が、黒いものが降る不気味な絵で埋うめられている。

　だが上天山の絵がある壁の、入り口を挟んだ反対側の壁だけは違った。

　人の絵が描かれているのだ。

　男か女か定さだまらない美しい横顔の人物が、白い着物の女を手に乗せ、黒いものと対たい峙じする──それが壮大な続き絵の締しめくくりだ。

（もしかしてこれは、帝が魔物を封印したときの絵？）

　しかしこの黒いものが魔物をあらわしているのなら、都に降っているのはいったい──

「二代目白羽姫が参りました」

　静生がものものしく告げると、奥の間の扉がひらかれる。

　すると、うわっと声の壁が押し寄せてきた。

　大勢の男性の声による、呪いの詠えい唱しようが。
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　部屋に入ったとたん、空気がぐっと重くなる。

　朱塗りの柱が支える空間の中央には、白しら木きで組まれた高舞台のような祭さい壇だんがあり、明かりは祭壇の両脇の篝火だけだ。

　その周辺だけがぼんやりと闇に浮かび上がっているが、見えない場所から大勢の人の気配を感じる。

（帝は、どこにいるんだろう）

　はやる気持ちで見渡すと、祭壇の正面──とはいえだいぶ距離がある位置で、静生が膝ひざを折って額ぬかずいた。

　叩こう頭とうする静生の敬意が向かう先には、束そく帯たい姿の若い男性の背中がある。

　剣と鏡かがみ、勾まが玉たまが乗った三さん方ぽうを前に座したその人は、黄こう櫨ろ染ぜんの袍ほうに身を包み、繁はん文ぶんの垂すい纓えい冠かんをかぶった頭を、祭壇にまっすぐ向けている。

（もしかして、あれが帝──）

　やっと会えた。

　千年もの間、耶眞土を守ってきた生き神様。願いを叶かなえてくれる尊い存在。

　帝がいる場所だけ禍まが々まがしい空気が薄れ、清しよう浄じようとした空気に包まれている気がする。

　頽くずおれるように静生の隣に跪ひざまずいた未雲は、深く頭を下げる。

　拝謁の作法は学んでいたが、後ろ姿だけで神こう々ごうしさが伝わってくる帝を前に、体が自然とそう動いたのだ。

　そのとき、反響する呪いの音に隠れて、背後で物音がした。

　斜ななめ前にいる静生はまだ深々と頭を下げていて、振り向く様子はない。

　どうにも気になった未雲は、叩頭したまま袂をよけて、逆さまに後方をのぞき込んだ。

　閉め切られたはずの扉が半分ひらいている。

（あれ？　あそこにはさっきまで、見張りの人が立っていたような……）

　ところが今は誰もいない。

　前転寸前の格好で、不思議に思っていると、冷たい視線を上から感じた。

「巴未雲。おまえは帝の御前でなにをふざけているんだ」

　静生の声に驚おどろいた未雲は、体勢を崩くずしてべしゃんと倒れる。

「ふざけていません、真剣です。あの、今──」

「それがふざけた態度だというんだ！　……もういい。立て」

「帝の御前なのに？」

　すでに立っている静生は、眉間に皺を刻きざみ、無言で睨んでくる。

　帝よりも目線を高くするのは禁じると習ったのだが──ここでは静生の指示に大人しく従うべきなのだろう。

　消えた見張りのことは気になりつつも、未雲は慌てて立ち上がる。

　すると高舞台のような祭壇と目線が同じになった。

　その時やっと気づいたのだが、祭壇には人がいる。

　床に広がる黒髪が神秘的な美しい少女で、年ごろも未雲と同じぐらいだ。

　未雲と似た白装束をまとい、目を閉じたまま座している彼女の体が、心なしか発光しているように見えるのは、火に照らされているせいだろうか。

　あの人はいったい──

「初代白羽姫だ」

　静生の言葉に、未雲は祭壇の少女を凝ぎよう視しする。

　初代が帝に召めされて四十年が経たつ。

　それなのに彼女はどう見ても、未雲と同じ歳としぐらいにしか思えない。

　もしかして、帝から与えられた神じん通つう力りきで若さを保たもっているのだろうか？

「先ほど通ってきた部屋で、壁の絵を見ていただろう。あれがなにを意味するものか、わかったか」

「……魔物を封印する帝、ですか」

「そうだ。あれは四十年前に起きたできごとを、我々後進の者に伝えるために残した絵だ。山から噴出する黒いものは、魔ま縁えん界かいより出いでし魔物をあらわしている」

　魔縁界。

　それは尽つきることない欲望が渦うず巻まく異界のことだ。




　光がなく、少ない資し源げんやあらゆるものをめぐる争いが絶えない、魔物の世界。

　そんな世界で、あるとき人の世につながる「穴」が見つかり、そこから人の世を羨うらやみ欲しがる魔物たちが人界に押し寄せた。

　その「穴」の場所が、上天山の頂だったらしい。




　呪いの詠唱速度が速くなり、風もないのに篝火が激しく揺ゆれる。

「明神帝は、凶悪な魔物の侵しん入にゆうを拒こばもうと『穴』を封印した。しかし人界に入り込んでしまった魔物も多く、それらを封じるために神殿に籠こもられたのだ。耶眞土の命運を背負う、一人の娘を伴われてな」

「それが初代、白羽姫……ですか」

「名は壱い与よという。帝が宮ぐう司じの娘に白羽の矢を立てられたのは、幼いころより、帝の御み心こころに素直に従う教育を受けている者こそ、この役目にふさわしいと考えられたからだ」

（だからこの人、わたしの起用にあんなに反対を……）

　ふと気づけば、これだけ異様な状況において、壱与はぴくりとも動かない。

　ただわずかに上下する胸が、彼女が生きていることを証明してくれるけれど。

「あの、初代様はなにをしているんですか？」

「魔物をその身に封じている。……白羽姫とは、帝が魔物を封じるための人形うつわだ。人形には、無限の奥行きがある心を持つ『人』、しかも若く清きよらかな肉体を持つ少女が最適なのだ。だが四十年が経ち、実際には六十歳に近いその体に、寿じゆ命みようという限界が来ている。ゆえにおまえを連れてきたのだ。──わかるな？」

　額に汗あせが滲にじむ。

　狂きよう気きじみているが、静生は冗じよう談だんを言っているようには見えない。

　そして気づけば三人の神官が、未雲を囲むように迫せまっている。

　──噓うそでしょう？

　直視してはいけないと見るのを控えていたが、未雲は帝を振り返る。

　だがあぐらをかいた膝に、天てん井じように向けた手を乗せた帝は、両の眼まなこを閉じたまま。すべての雑念を遮しや断だんしているかのようで、意識を感じられない。

「……最初からこの話を教えてくれなかったのは、卑ひ怯きようです！　わたしは帝の右腕として働くために白羽姫になったのに」

「これが白羽姫の役目だ。それに帝は今後も耶眞土を守って封印を続けるかぎり、この状態だ。おまえ、命をかける覚悟があると言ったではないか。あれは偽いつわりか？」

「違います、噓じゃない……！」

　叫さけぶ未雲の声をかき消すように詠唱の声が高まり、初代の体に、光の帯がまとわりつく。

「これより、魔を封じる封印器──『天あま児がつ』交こう換かんの儀ぎを行う。来なさい、二代目」

「やだ！」

「や、やだじゃないっ、これ、帝の御前だぞ、暴れるなっ！」

　両脇から捕とらわれ、脚あしをも摑つかまれた未雲は祭壇に担かつぎ上げられる。

　壱与の隣に連れていかれた未雲は、必死に抵抗した。

「この……っ！」

　正当防衛だ。神官たちの急所を蹴けり上げようとした未雲に、静生が怒ど鳴なる。

「抗あらがうとはなにごとだ！　その場所はおまえが望んだものだ。受け入れて、耶眞土を守る人ひと柱ばしらとなれ！」

「うるさい、このサギ男！」

「サギ……!?　これだから私は反対したんだ。いいか巴未雲、おまえの意志など関係ない。白羽姫は、帝が天道界より降臨したときにお持ちになった剣、鏡、勾玉の三種の神じん器ぎと同じ──いや、四つ目の神器なのだ。それにわからないか？　ここまで国の大事を知ったおまえが、生きて帰れるはずがないだろう」

「────」

「わかったら、覚悟を決めて身をささげろ。いいな」

　ここへ来ることを、後こう悔かいなんてしないと思っていたのに。

　神器といってもただの道具だろう。それと同じだなんて、悔くやしい。悲しい。

　裏切られた思いで、未雲は、祈り続ける帝をぎっと睨む。

（あなたはわたしに、神通力を与えてくれるんじゃなかったの？　人の心を動かす力をくれるんじゃなかったの？）

　鬼を救うことと終しゆう身しん雇こ用ようという、超個人的な目的はあったが、国を守るのが仕事なのだと理解はしていた。しかしこんなにも突然、国のために犠ぎ牲せいになるなどと、どうして考えを切り替えられるだろう。

　そんな葛かつ藤とうさえ「国の大事」の前には、砂すな粒つぶほどの意味も持たないのか。


《……欲シイ……》



「えっ？」

　ふいに頭の中で、自分の意識ではないなにかが蠢うごめく。


《人間ノ……スベテガ欲シイ……》



　それはざわざわと未雲の内うちに侵入し、あっという間に蔓まん延えんする。


《ヨコセ……ヨコセ……！》



「やめて！」

　考えが散らされる。

　意志が、思い出が、真っ黒いものに吞のまれていく。

「おい、苦しんでいるぞ。あれで大丈夫なのか」

　苛いら立だって怒鳴る静生に、神官は静かに頭を振る。

「天児交換がすでに始まっているのです。鷺宮長官、近づいてはなりません」

　光の帯は、蛇へびのように初代から未雲へも伸びて、まとわりついてきた。

「あ……ああっ……！」

　呪いの詠唱に同調してうねり、広がり、螺ら旋せんを描いた光は、二人の体の境界線をなくしていく──。




　神殿に密ひそかに侵入していた伐叉羅は、髪を隠す濃こき色いろの被衣かつぎを脱ぬぎ捨てた。

（ここまで待てばじゅうぶんだろう）

　いや、こちらの我が慢まんが限界だ。

「未雲、待ってろ！」

　勇いさましい足音を立て、扉から突然飛び出した赤い髪の侵入者に、神官たちの目は釘くぎづけになる。

「鬼!?」

「朱天童子だ！」

　詠唱の声が一いつ瞬しゆんばらつき、初代と未雲、二人の白羽姫を包む光の繭まゆが大きく乱みだれる。

　伐叉羅は疾しつ風ぷうのように駆かけ、帝の前に置かれた三方から、ずしりと重そうな剣を摑んだ。

「借りるぜ、生き神」

「いかん、捕つかまえろ！　祭壇には誰も近づけるなーッ！」

　悲ひ鳴めいに近い叫びにいち早く反応したのは、未雲にムナクソ悪い罵ば倒とうを浴あびせた、鷺宮という男だった。

　飾り物のような太た刀ちを抜いて斬きりかかってきたが、伐叉羅はひらりと体たいをかわし、低い姿勢から一気に跳ちよう躍やくする。

「未雲──ッ！」

　二人の白羽姫を包む光の繭へ、伐叉羅は剣を振り下ろす。

　阻止しようとした静生も神官らも間に合わず、光は真まっ二ぷたつに割れた。

「な、なんということだ……交換の儀が……！」

　神官たちは詠唱を再開するが、斬られた光の帯はほどけてひらめき、消失してしまう。

　祭壇に降り立った伐叉羅は、正座したまま、さっきとなにも変わらない初代の横に倒れている未雲に駆け寄った。

「未雲！」

　息はしている。

　抱き起こして、ぺしぺしと頰ほおを叩たたくと、未雲はうっすらと目を開けた。




　悪夢から目覚めたら、目の前に伐叉羅の顔があった。

「伐叉羅……わたし……」

　恥はずかしい。こんな姿を見られるなんて。

　顔を背そむけると、伐叉羅はふっと口元を緩ゆるめた。

「どうしたひーちゃん。俺の言葉に耳を貸さずにここまで来て、大変な目に遭あった姿を見られたのを、後悔しているのか？」

「……っ」

「むかしはいつも俺の先を歩いて、弱気な発言をするだけで拳こぶしをたたき込んできたのに、こうして腕の中でしゅんとしている姿は、なかなか可愛げがある。……言ったとおりだったろ？　神殿も白羽姫の役目もまともじゃないって」

「あんたまさかそれを言うために来たの!?」

「言いだしたら聞かない。身をもって経験して、痛い目を見るまで非を認めない。意い地じっ張ぱりな未雲の性格は熟じゆく知ちしてるんだよ。だからこそこの半月、辛しん抱ぼうして待ったんだ」

「な、な……っ」

　わなわなと震ふるえる未雲に、伐叉羅は優しく微笑ほほえむ。

「これで目が覚めただろう？　ま、たまには人の言うこと聞いとけってことだ」

「わたしが聞く耳持ってないみたいな言い方やめてくれる？　持ってますから盛大に！ていうか伐叉羅だって、くわしいことはなにも知らなかったじゃないの」

「あのな。一応助けてやったんだから、他になにか言うことがあるんじゃないのか？」

「あ、あんたやっぱり変わった。むかしはそんな恩おん着きせがましいこと言う子じゃなかったのに。だいたい助けてなんて頼んだ覚えは……」

「帝！」

　突然、静生が血相を変えて叫んだ。

　見ると祭壇の下では、帝がばったりと倒れ、神官たちに助け起こされている。

　そしてその神官は、今度は「初代が！」と、祭壇の上を指さす。

「忙いそがしいな、なんなんだよいったい」

「……見て、伐叉羅！」

　初代白羽姫を淡あわく包んでいた光は消え、かわりに黒いもやが彼女を包んでいる。

　目がかすんでいるのかとこすってみたが、違うらしい。

　とたんに初代の体から真っ黒い影が、ぞわっと放出された。


《人ノ世ダ！　ツイニ解放サレタゾ！》

《生キ神メ……封ジラレタ恨うらミ、忘レヌカラナ……！》



　暗く怨おん念ねんの籠もった声が聞こえ、未雲は耳を疑う。

　今のはなんだ？

　黒い影は巨大な一つの塊かたまりなのではなく、なにかが集まった集合体に見える。

　それに一瞬気を取られると、黒い影は未雲の体に触れようと迫ってくる。

「……危ない！」

　とっさに伐叉羅が未雲の体を抱いて、祭壇を退しりぞいた。

　風を起こし、神殿内を暴れ回った黒い影は、奔ほん流りゆうとなって天へ吹き上がっていく。

「魔物だ……儀式は失敗だぁっ！」

　発はつ狂きようしたように神官が叫ぶ。

（魔物──あれが？）

　めりめり、ばきばきと屋根が悲鳴を上げ、大量の埃ほこりと木片が落ちてくる。

　祭壇には太い梁はりが落下し、神殿の屋根は突き破られ、黒い影は赤い月が輝く空へと飛ひ散さんしていく。

　帝は静生らに守られて無事の様子だが、祭壇の上は無残に変わり果ててしまった。

「壱与様は!?」

　身じろいだが、伐叉羅はがっちりと体を抱え込み、腕の中から出してくれない。

「ほうっておけ。このまま逃げるぞ」

「はっ？」

「聞こえなかったのか、逃げるぞと言ったんだ！」

　いらついている伐叉羅をキッと見上げ、未雲は言った。

「なに言ってるの伐叉羅、どうしてわたしだけなの！　あんたならもう一人ぐらい運べるよね」

「……っ、助けたのになぜ怒おこられる。他の人間の安あん否ぴなんて心底どうでもいいんだよ、俺は！」

「ばか！」

「……っ」

　強く睨むと、伐叉羅は後ろめたそうな、逃げたそうな表情になる。

　後悔するようなことをしてほしくないのだ。

　たとえ今は、人への憎ぞう悪おが燃え盛っているとしても。




　うつむく伐叉羅からはなれ、未雲は祭壇跡に駆けよる。

「壱与様！」

　月光の下、初代白羽姫は落下物を奇跡的に免まぬかれ、瓦が礫れきの中に座していた。

　未雲をはじめ全員が驚いたのは、彼女が黒々とした双そう眸ぼうをぱっちりと開いていたことだ。

　両脇を静生らに支えられた帝が、目覚めた彼女に近づく。

「壱与」

　涼すずやかな声がなつかしく初代の名を呼ぶ。

　祈き禱とう状態から目覚めての第一声に、静生や神祇官らはあらためて、千年生きる明神帝の前にひれ伏した。

　だがそのとき、美しい少女に異変が起きた。

　みずみずしかった肌はだにシミが広がり、皺が刻まれ、艶つやめく黒髪が一気に白髪と化す。

　そして体は枯かれ木きのように急速にやせ衰おとろえ、ごつごつとした骨が浮き出る。

　神官たちの中には悲鳴を上げ腰こしを抜かす者もいた。

　しかし帝だけはとても静かに、その変化を見届けている。

　まるでこうなることが、始めからわかっていたように。

「……そんな」

　残ざん酷こくな光景を前に、未雲は瓦礫の中にがくりと膝をつく。

　絶望する二代目の前で、小さな老ろう婆ばになった初代白羽姫は、すでに絶命していた。
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　帝が、亡なき骸がらのそばに跪く。

「ありがとう、壱与」

　壊れないようそっと手に手を重ねて、囁ささやく声。

　未雲からは背中しか見えないが、落ち着き払った帝の態度は、いやに冷たく感じた。

（こんな末まつ路ろを迎えた娘に、ただ「ありがとう」って──）

「反逆者だ、二代目白羽姫と鬼を拘こう束そくしろ！」

　しまった、と思ったときにはもう遅い。

　未雲の周りを、ばらばらと神官が取り囲み、伐叉羅には、刀を手にした人間が大勢詰め寄っていた。

「動くな、鬼」

「動いてないだろ。無抵抗の人間を前になにをそんなに騒いでるんだ、暑苦しい」

「……っ。鬼めが、調子づいて己おのれを人間などと言うな！」

　眉間に皺を寄せる伐叉羅に、神官たちは怯おびえた表情を浮かべる。

　並はずれた身しん体たい能力を持つ鬼が、なんの拘束も受けていない状態でいるのが不安なのだ。

「……言いたいことはそれだけか？」

　伐叉羅の静かな反抗に、神官たちは後ずさる。

　金眼の迫力に圧倒される彼らを「どけ」と押しのけたのは、静生だった。

「大事な儀式を失敗させたあげく、帝の命を危険に晒さらした罪は重いぞ、巴未雲。私をサギ呼ばわりしておいて、鬼を使って逃げる算段があったとは、たいした腹黒だな」

「ちが……っ」

（鬼を使って、だなんて）

　脅おどされたことよりも、その勘かん違ちがいのほうがよほど重い気持ちにさせられる。

「違うと言うか。おまえと鬼の関係については裏が取れているんだぞ」

「…………」

「おまえは幼いころ赤毛の鬼と親交が深かったようだな。私のもとに提出されたおまえの身上書には、改ざんの跡があって、そのような事実は書かれていなかったが」

「……!?　わたしは知りません。伐叉羅と幼なじみだってことはたしかに黙ってましたけど、改ざんなんて」

「では、おまえに味方するお節せつ介かいな誰かが、手助けしたとしか考えられないな」

　静生が冷ややかな視線を送った先には、未雲を白羽姫に推した老神祇官らが、青ざめた顔で立ちすくんでいる。

「一度は決別したようだが、その鬼といまだに内通していようとは──このような娘を、へたな小こ細ざい工くをしてまで、二代目白羽姫に推した者たちの気が知れん」

「鷺宮長官さぎのみやのかみ、い、今はそんな犯人捜しよりも、逃げた魔物をどうするかを考えるのが先決じゃろう！」

　老神祇官の一人が反発すると、静生はふんと鼻を鳴らす。

「……それもそうですね。しかし改ざんの犯人もいずれはきっちり調べますよ。必ず」

「くっ、なんとも扱いにくい輩やからじゃわい……！」

　退散していく老神祇官らに、切り捨てられた格好の未雲は、呆ぼう然ぜんとする。

　悔しさに奥歯を嚙みしめると、伐叉羅が平然と言った。

「未雲、気にするなよ。俺が勝手に助けに来たんだからな」

　顔を上げると、伐叉羅は無抵抗で縄なわをかけられているところだ。

（わたしを置いて、今すぐ逃げることもできるのに……）

　四方から刀を突きつけられながら、未雲は声を詰まらせる。

「伐叉羅、ごめんね。わたしが忠告を無視したせいで、かえって伐叉羅たちの首を絞しめることになって」

「謝るなよ。未雲は未雲の信じることをした。俺たちのために白羽姫になって、自分の一生を使おうとしてくれた。そうなんだろ？」

「違うってば。わたしは、自分のために──」

「違わない。俺は未雲にずっと救われてきた。未雲は俺の英えい雄ゆうだ。だから今度は俺に守らせてくれ。危険から遠ざけることには失敗したが、絶対に助けるからな」

「──伐叉羅」

　恩返しのために、ここまで来てくれたのか。

（ばか）

　顔を背けて、未雲はぎゅっと拳を握にぎる。

　すると伐叉羅の眼前に、静生の構えた刀がぴたりと当てられた。

「助ける、だと？　この状況でよくもそんなことが言える。初代白羽姫から巴未雲に移し替えるはずだった魔物は、すべて世に解とき放たれたのだ。この責任をどう取るつもりだ？」

　未雲は震える声で言う。

「わたしのせいです。知らなかったとはいえ自分から二代目に立りつ候こう補ほして、役目を拒んだのだから」

「未雲！」

　驚いた伐叉羅は、刀をまったく恐れもせずに身を乗り出す。

「なら俺にも責任がある。俺が邪魔をしたから、儀式は失敗したんだからな」

「伐叉羅……」

「ここで庇かばい合うのはよそうぜ。こいつらからすれば、どっちがより悪いなんてことは、どうでもいいんだ。──そうだ、魔物なら退たい治じすればいい。俺たちで」

「わたしたち……で？」

　自分たちの不始末は自分たちで贖あがなう。

　とても単純なことだけれど、言われてみればそれがあたりまえで、残された希望で、すべきことなのかもしれない。

　根性以外に取とり柄えのない、自分一人だったら考えもしなかっただろうけれど、伐叉羅がいれば──

「それって成功すれば、鬼の印象も変えられる……？」

「え？」

　金の眼が大きく見ひらく。

　傍はたで聞いている静生は「ありえん」と失笑したが、伐叉羅の目の奥に生まれた野心の光は、まぼろしではないはず。

「そうだよ。魔物を退治すれば、伐叉羅が──鬼が、世に認みとめられるかも……！」

　たくさんの刀が交差する隙すき間まから、未雲はまっすぐ伐叉羅を見つめる。

　どうか投げないで、適当にあしらわないでと願いながら。

　すると苛つきながら二人の会話を見守っていた静生が、未雲のほうへと刀を振った。

「勘違いをしているようだから、正しい責任の取り方を教えてやろう。……魔物は、帝が再び封じてくださるであろうから心配するな。しかしその魔物を封じる人形うつわは必要だ。──巴未雲。おまえに白羽姫の役目の続行を命ずる。当然、鬼は即そく処しよ刑けいだ」

「……っ」

　目を瞠みはる二人に、静生はさらに非情な現実を突きつける。

「本来ならば一度拒んだおまえを使うのは本意ではないが……こうも早く三代目を召しよう喚かんすれば、なにが起きたのだと民たみが不ふ審しんがるだろうから仕方がない。──よろしいですね？　帝」

　静生が振り返ると、帝はまだ壱与のそばに膝をつき黙もく禱とうを捧げている。

（そうか、決定するには帝の同意がいるんだ）

　未雲は、すべてを懸かける覚悟で跪く。

「あのっ……帝！　解き放ってしまった魔物……どうか伐叉羅とわたしに退治させてください！」

　千年生きる神にものをいう声は、震えていた。

　この未雲の型破りな行動に、静生も神祇官らもそうとう面食らったらしい。

「馬鹿者っ！　明神帝に直接お声をかけるなど……！」

　額ひたいに青筋を立てる静生に反して、帝は「ほう」と、どこか楽しそうな反応だ。

　絶句する静生以外の神祇官たちは、慌てふためいた。

「なにを言っておる、思い上がるでない！　下がれっ！」

「相手は魔物ぞ。帝が天てん人じんであればこそ、神通力をもって人の器に封じることができていたのだ。ただ人びとが敵かなうわけがなかろう、ましてや貴き様さまは鬼の分ぶん際ざいで──」

「鬼だからだよ」

　頑がん丈じように縄で縛しばられた伐叉羅がにやりと口の端を上げると、神祇官たちはぞっと凍こおりつく。

　未雲はキッと顔を上げ、食い下がった。

「その、ただ人の何倍も強い伐叉羅がいれば魔物にも負けません。わたしも今度こそ命をかけて挑いどみます。だから帝、お願いします！」

「聞く耳を持つことはありません、帝。そこにいる奇怪な姿の者──鬼は、帝が神殿に籠もられている間に世にあらわれ、民に脅きよう威いを与える害悪となっているのです。あの者に魔物の処理を任せるなど、もっての他です」

　伐叉羅を侮蔑した静生の言葉に、帝はゆるりと振り向く。

　ぼんやりとした赤い月光が影をつくり、顔はよく見えないが、帝は伐叉羅のほうをじっと見つめて言った。

「めずらしい、色をしているね」

　髪のことか目のことかわからないけど、伐叉羅を見てそんなことを言った人は初めてだ。

　しかし帝はまだ、未雲の願いを聞き入れるとは言っていない。

「生き神、なにを見み極きわめようとしてる。──俺の力か？」

　じっと帝を睨んでいた伐叉羅は、そう言って突然立ち上がる。

　そして神官らが武器を構えるより先に、腕と胴をいましめる縄を引きちぎった。

「っ!?　おのれ、鬼ッ！」

「俺を本気で拘束したいなら、鋼こう鉄てつの縄を用意しな！」

　捕らえようとする人々をかわし、伐叉羅は目にも止まらぬ速さで祭壇跡へたどり着く。

　そして、あっという間にそこにいた帝を組み敷いた。

「伐叉羅！」

「帝！」

　うつぶせの帝を、腕を摑み上げた格好で組み敷く伐叉羅の手には、いつ奪ったのか抜き身の懐かい刀とうが握られている。

　その刃を帝の首筋に当て、伐叉羅は神祇官たちを挑ちよう発はつする。

「これで俺がやれるとわかっただろう。さっさと許きよ可かを出せ」
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　顔が上げられない帝の冠かんむりは落ちて、結い上げていた髪もほどけている。

　未雲ですら後ろ姿だけで神々しく感じた、生き神のそのような姿を見て、静生ら神祇官の怒りは、もはや頂点に達していた。

「鬼。斬ざん首しゆしたのち貴様の首は、市中に晒したうえで獣けものの餌えさにしてやる！」

「できるのかよ。そういうことは、俺に指一本でも触れられる奴が言え」

　押し問答のあと、緊きん迫ぱくした睨み合いが続いた。

　その間も帝はうつぶせで、苦しそうな体勢のままだ。

（……ああ、もう！）

　未雲はすっくと立ち上がり、静生の横をとおり過ぎる。

「おい、巴未雲。なにを──」

　瓦礫を這い上った未雲は、不ふ思し議ぎそうに顔を上げる伐叉羅の前に仁に王おう立ちになる。

「伐叉羅、やめなさい！」

　ばちーん、と大きな音が響ひびき渡る。

　誰もがあっけにとられて、場が静まり返った。

　頰を打たれて呆然とした伐叉羅は、くわっと口をひらく。

「いいかげんにしろよ未雲！　助かりたいのか、助かりたくないのかどっちなんだ！」

「それはこっちのせりふだよ。こんな力の示し方、逆効果だってわからないの？」

　押さえつけた帝を挟はさんで揉もめていると、静生がぷるぷると震えながら怒鳴った。

「こいつらを即処刑だ。一番屈くつ強きような守護官を呼べ！」

「お待ちください！」

（……紫し峰ほう!?）

　突然、入り口からまろび出てきたのは、紫峰だった。

「ご無礼をお許しください。二代目白羽姫様の世話役をしていた、紫と申します」

「姉の代わりに入った娘か。……警備の者はどうした。なにが起きようと、ここに部外者は入れるなと申しつけただろうが！」

　ひれ伏した体勢から顔を上げた紫峰は、頰に涙を伝わせ、声を詰まらせる。

「……帝、愛し合っている二人を引き裂さくようなお沙さ汰たは、どうかご容よう赦しやを。未雲様と伐叉羅様は、筒つつ井い筒づつのころから夫婦の契ちぎりをかわした、許嫁いいなずけ同士なのです！」

「!?」

　なにを言いだすのだ、突然。

　伐叉羅の強ばった表情が、これが紫峰の独断だということを示していて、より未雲を混乱させる。

「人と鬼が夫婦の契りだと……異種間婚など汚らわしい！」

「耶眞土千年の歴史と、我らを導みちびいてこられた帝のご意向に反する、あるまじきことだ！」

「うるせえな。その生き神の管理が悪いから、俺みたいのが生まれたんじゃねえのかよ」

　神殿に激震が走るなか、聞きたくもないというふうに伐叉羅が言う。

　未雲は悲しくなった。

　──俺みたいの、だなんて。

「なるほど」

　それまで悲鳴すら上げなかった帝が、ぽつりとつぶやく。

　次の瞬間、帝を押さえつけていた伐叉羅の体がぐるんと回転し、帝が伐叉羅を押さえつける格好に逆転していた。

　あまりに静かであまりに素早くて。ひっくり返された伐叉羅ですら、なにが起きたのかわかっていない様子で目を丸くする。

「……変だ。体が動かない」

　驚いた。この大きな体をひっくり返しただけでも大技なのに。

　ほどけた髪がかかった帝の横顔を、しっかり見ていいのかどうか迷った。一瞬だけ、楽しそうに曲線を描く口元は見えたが、未雲は好こう奇き心しんを抑えて顔をそむける。

「今だ、鬼を捕らえろ！」

「お館、じゃなくて伐叉羅様！」

　焦あせる紫峰の声に、未雲も我に返る。

　駆けつけた警備の者らによって押さえつけられた伐叉羅は、瓦礫から引きずり下ろされていく。──処刑されるために。

「待って！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ、巴未雲！」

「鷺宮長官、待ちなさい」

　静生に羽は交がい締めにされながら振り返ると、帝は壱与のそばに座していた。

　目の色を変えた静生は、未雲をかかえたままその場に跪く。

「はっ。……なんでございましょう、帝」

「放してやりなさい。千年前より民の子孫繁はん栄えいを願ってきた私にとって、その二人が本当に愛し合っている仲ならば、このようなかたちで引き裂くのは信条ではない」

「……お言葉ですが帝。そんなもの、命いのち乞ごいのために女官と示し合わせてついた、噓に決まっています！」

「そうなのか？　紫とやら」

「あたしは噓なんてついてませんっ。伐叉羅様から、お二人は幼いころより鬼と鬼おに嫁よめと呼ばれ、堂々と仲むつまじく過ごしていたと聞いています。周りの方からも、未来の夫婦と認められていたのです！」

「紫それはっ」

　認められていたのではなくて、勝手に決めつけられていたのだ！

　しかし未雲が訂てい正せいを入れる前に、紫峰はさらなるでまかせを言う。

「お二人は五年前、一度は離ればなれになりましたが、いつか必ず夫婦として結ばれることを約束なさっていたのです。……そ、そうだ、参内の日に伐叉羅様が未雲様を攫ったのだって、その約束を果たそうと迎えにきたからで──」

「だが新たなる白羽姫は鬼のためを思い、神こ殿こへ来た──と、そういうわけなのだな？」

　勝手な逸いつ話わができあがっていくのに恐きよう々きようとする未雲をおいて、帝は「ほら」と神祇官たちに同意をもとめる。

「ああ言っているよ鷺宮長官。二人を引き裂くのは非情ではないか」

「……たびたび恐れながら申し上げますが、この二人を放ほう免めんしても、解き放たれた魔物を退治できるとは思いません。最悪の場合、この四十年でせっかく民の記憶から薄れてきた、魔縁界とつながる『穴』の存在が再び明るみになり、混乱を招きます！」

「あの『穴』の封印は解けないよ」

　異論を認めない、確信的な口調で帝は言う。

「壱与が受け入れてくれていた連中の力は把は握あくしている。鬼とやらはなかなか強かったし、新たなる白羽姫からも覚悟が感じられる。可能性は大いにあるよ」

「可能性!?　帝は、耶眞土の神だというご自覚を、忘れてしまわれたのですか！」

「長官。職務に熱心なのは感心するが、眉間にタテジワができてしまっているよ。若いのにそんなに怒ってばかりいては、女性は近づきにくかろう。君、奥方はいるの？」

「いえ独ひとり身ですが──。そんなことは今関係ないでしょう！」

「あるよ。君を記録した血を残せるのは、女性しかいないのだよ？　……女性はこれまでも人を進化させてきた。君たちが鬼と呼ぶ者を産んだのだって、母親という女性だよ」

「進化……？」

　言葉の意味が、未雲にはよくわからない。

　しかし帝の言葉からは興こう奮ふんが感じられて、少し異様な感じがする。

「伐叉羅と言ったな、それと新たなる白羽姫。むずかしいことはない。私は互たがいを想い合う二人の行動に感かん銘めいを受けたのだよ。君たちの口からはまだ聞いていないが、命乞いのためではなく、夫婦になることを誓ちかった許嫁同士であることに相そう違いはないか？」

　なぜだか帝は「許嫁同士」である未雲と伐叉羅に期待を寄せてくれている。

　その期待に応えれば、自分たちの不ふ始し末まつを贖い、鬼の名めい誉よ挽ばん回かいをはかる目もく論ろ見みの、第一段階に踏み出せる。

　けれど相手は天道界から降りてきた耶眞土の神、千年生きる明神帝だ。

　真実と違うことを言えば、見み透すかされてしまいそうで怖い。

　喉のどが渇かわく。うつむいたまま帝を見ないようにしているのに、手のひらの汗が止まらない。

（……だめだ。あとからぼろが出てばれるくらいなら、いっそ──）

「本当だ。俺と未雲はむかしから、将来夫婦になることを契った仲だった」

「!?」

　動かない体を押さえつけられたまま、伐叉羅は平然と帝に噓をついた。

　全員の視線が、今度は未雲に集中する。

　そして伐叉羅の目が、未雲に、おまえは黙っていればいいと告げている。

「新たなる白羽姫。二人は愛し合う許嫁同士ということで相違ないね？」

　帝の強い押しに、未雲の背中は汗でびっしょりだ。

（ううっ……、こうなったらもう、しかたない……！）

　怖い。胸が苦しい。けれど──

　ままよ、と未雲は目をとじる。

「……はい、そうです」

「未雲」

　伐叉羅一人に重い噓をつかせるなんてできない。

　耶眞土を千年導いてきた生き神。明神帝を欺あざむくことへの後ろめたさをぐっとのみ込み、頭を垂れる。伐叉羅の視線を痛いほど背中に感じながら。

　帝は満足げに頷いた。

「この二人が魔物を一体でも退治できたら、新たなる白羽姫の願いを聞き入れようじゃないか。私は決めたよ──ひとまず二人に、やらせてみることにする」

　鶴つるならぬ帝のひと声で、二人の延命は決まった。
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　白い煙けむりが漂ただよっている。

　きな臭いと感じるけれど、苦しくはない。

　その煙の中を進んでいくと、見覚えのある祭さい壇だんがあった。

　近づいてはいけないと、頭の中で警けい鐘しようが鳴なる。

　しかし未み雲くもはなぜかそこへ吸い寄せられる。

　祭壇には漆しつ黒こくの長い髪の少女が座している。

　初代白しら羽は姫ひめ、壱い与よだ。

　人形のように動かない彼女は、未雲が近づくと、かっと目を開ける。

　とたんに皮ひ膚ふや髪や骨格が、急速に衰おとろえてひからびて──そしてすさまじい姿となった壱与は、未雲の両腕にすがるように倒れ込む。

　叫さけぶ未雲の耳には、か細い少女の声がはっきりと聞こえた。

　帝みかどを守って、と。




「……くも、おい未雲、大丈夫か？」

　伐ば叉さ羅らの声がして、未雲はハッと目覚めた。

　白い煙が消えている。

　かわりに目に入ったのは弘こ徽き殿でんの寝所の天てん井じようと、心配げにのぞき込んでくる伐叉羅の顔だった。

（夢だったんだ）

　開かれた蔀しとみの向こう、夜空には白い月が浮かんでいる。

　布ふ団とんから腕うでを出し、袖そでをずらしてみると、摑つかまれたあともない。

　そして悠ゆう長ちように布団に寝ねた記憶もないと気づいて、未雲は焦あせって起き上がる。

「えっ？　わたしなんでっ……」

　着ていた白羽姫の装しよう束ぞくも、打ち掛けが脱ぬがされ、小袖の帯は緩ゆるめられている。

　慌あわてふためく未雲の両肩に「落ち着け」と手を置き、伐叉羅はゆっくりと説明する。

「驚おどろくのも無理はないが、大きな声を上げるな。ここじゃ誰だれに聞かれているかわからないからな。……明みよう神じん帝ていに魔ま物もの退たい治じを任まかされたのはおぼえているか？　あのあと未雲は、急に倒れたんだ」

「倒れた？　……どれくらい寝てたの、わたし」

「あれからまる二日だ」

「二日!?」

「ああ。本当は未雲を連れてすぐ御こ所こを出たかったが、あの鷺宮さぎのみやとかいう奴やつに、未雲の意識が戻るまでは移動するなと止められてな」

　未雲は思わず空に浮かぶ月を見上げる。

　あの夜の月は赤く巨大に見えたが、今は普通だし、かたちもまん丸から少し欠けている。

　本当に時が経たっているのだ。信じられないが──

　あぜんとする未雲に、伐叉羅は白さ湯ゆの入った茶ちや碗わんを差し出す。

「具合はどうだ？　ここの医師くすしに診みてもらったら、どこか打ったというわけでもないし、気を失ってるだけだと言われたが。……ずいぶんうなされていたな」

「大丈夫……。ちょっと怖い夢を見て」

「そうか。すぐに起こしてやれなくてごめんな。今までずっとついていたんだが、少し席を外したのが悪かったな」

「えっ、ずっと……？」

　すまなそうに微笑ほほえむ伐叉羅の顔には、少し疲労の色が渗にじんでいる。

（寝ずに、看かん病びようしてくれたんだ……）

　それだけではない。伐叉羅は、未雲が間違っているとわかっていながら、危険を顧かえりみず神しん殿でんまで助けに来てくれたのだ。

　ただ恩おんを感じているというだけで。

「……あの、さ。伐叉羅──その。あ、ありが」

「ただいまお館やかたぁ、入るよー」

　口調はともかく、凜りんとした身のこなしで入ってきたのは紫し峰ほうだ。

　十じゆう二に単ひとえを脱いだ小袖姿の彼女は、礼を言い損そこねて顔を赤くしている未雲を見て「うわぁっ!?」と、大げさに驚く。

「未雲ちゃんっ！」

　枕まくら元もとに駆かけ寄った紫峰は、未雲の手に細く長い指を絡からめる。

「気がついたんだね。よかったあ」

「紫峰、あなたも残っていてくれたんだね」

「トーゼンだよ！　ていうか未雲ちゃんが神殿に行ったあの日、なにも起きなけりゃそのままおサラバするとこだったけど……お館から、未雲ちゃんに危険があれば行動を起こすって聞いてたからね。神殿の屋根が吹っ飛んだのを見て、大急ぎで戻ったんだ」

「俺のわがままで苦労かけるな」

　伐叉羅のねぎらいに、紫峰はとたんに目を潤うるませる。

「苦労なんて……。こき使われるぶんにはいっこうにかまわないケド、勝手に処しよ刑けいされかけんのはやめてくんない？　首だけになったアンタなんて、見たくないよ……」

　ぶわっと目に涙をためた紫峰は、袂たもとを目に押し当て、おいおいと泣く。

　その熱烈ぶりにあぜんとする未雲の前で、伐叉羅は泣く紫峰の肩をやさしく叩たたく。

「またおまえは……泣くなよ、こうして生きてんだろうが。それに、いつ俺がくたばってもいいよう備そなえとけって、つね日ごろから言ってんだろ？」

「わかってるよっ。朱しゆ天てん童どう子じのほうはお館のムチャぶり──いや、励はげみ甲が斐いのある大仕事にかかりっきりで、お館とあたしが不在がちでも、誰も不ふ審しんがってないから大丈夫。それにあたしだってこの二日、いろいろ情報集めてきたんだから！」

　涙をぬぐう紫峰は、金の眼めの魅力と相まってとても美しい。

　その一いち途ずな態度を見ていれば、恋愛に縁がない人生を送っていても、わかる。

（紫峰、伐叉羅が好きなんだ……）

　それなのに紫峰は、未雲と伐叉羅が夫婦だと言って助けてくれたのだ。

「…………」

　胸まで布団を引き上げ、未雲は小さくなって二人を見る。

「……で、連中の様子はどうだ。魔物の情報は入ってきたか？」

「ああ、お館の読みは正解だったよ。市し中ちゆうを闇やみ雲くもに駆けずり回るより、まずは神じん祇ぎ官かんのお偉えらいさんの会議を盗ぬすみ聞きさせてもらったほうが、集約された情報が手に入るってね」

　蔀をすべて閉じた紫峰は、用心深く声をひそめる。

「太だ政じよう官かん側から神祇官側に相談があったらしいよ。市中警備の守しゆ護ご官かんから、奇き妙みような事件の報告が上がってきたって。今日の会議の内容はその事件についてだった」

「どんな事件なんだ？」

「この二日で、市中で火事が三件発生してるんだ。その三件の火事にはいくつか共通点があって、まず家の中の、いっさい火か気きのない場所から火が出ているってこと。それと、火事場からは必ず子どもが行方ゆくえ不明になってること。なのに全件とも不審な人物は浮かび上がってこないってこと。──名づけるなら、連続不審火神隠し事件ってとこかな」

　心配になる報告に、未雲は布団をはねのける。

「子どもが行方不明？　三件とも？」

「うん。守護官からの報告書には魔物のマの字も載ってなかったけど、太政官のお偉いさん方と神祇官は、逃げ出した魔物のしわざじゃないかって疑うたがってるみたいだね。……それを民たみに知らせる気はないみたいだけど」

「えっ？」

　知らせておけば、同じことが起きるのを防ふせげるかもしれないのに。

　祭さい祀しを司つかさどる神祇官も、政まつりごとを司る太政官も、民の暮らしと安全を守ることも仕事のはず。それなのに──

「俺たちが失敗したときのためだろう」

　伐叉羅の言葉に、未雲は何度か瞬まばたきをする。

「でも帝が、わたしたちに任まかせるって言ってくださったんだよ？　サギ男たちが黙だまっていようとしても、帝がそんなこと許ゆるすわけないよ」

「生き神がなぜあそこまで俺たちを庇かばったのかはわからないが、俺たちが失敗したら、再び魔物を封じることになるんだ。今魔物が世に放たれたことを民に知られて、混乱に陥おちいらせたら、封印したあとも収拾がつかなくなるからだろ」

　封印すれば帝はまた祈き禱とう状態に入る。

　そうなったあと、残された朝廷の役人による国の舵かじ取とりを考えれば、それが賢けん明めいな判断なのだろう。

「……そう……だよね。味方になってくれたと思ってたぶん、急に冷たい仕打ちをされた気がしちゃうけど、帝は『耶や眞ま土と』の神様なんだよね」

「元気出せよ未雲。これで俺たちがやることは決まったんだ」

　頭をわしわしと撫なでられ、ふくれた顔を上げると、伐叉羅は笑っていた。

「その事件を引き起こしてる奴が魔物かどうかたしかめて、魔物なら対たい処しよすればいい。神祇官どもが俺たちの失敗待ちをしているなら、事件には手出ししてこないってことだろ。邪魔が入らなくてけっこうなことじゃないか」

　この状況で笑ってそれが言えるか。

（ちょっと……頼もしいじゃない）

　紫峰が伐叉羅を尊そん敬けいする理由がわかった気がする。

　こういうところに惚ほれさせたのだろうかとじろじろ見ていると、伐叉羅は太た刀ちを手に立ち上がった。

「？　どこ行くの、お館」

「市中の見回りだ。もし不審火の原因が魔物なら、封印から解とかれてすぐに目立つ行動を起こすような軽けい率そつな奴だ。今夜も同じことを起こすかもしれないだろ」

　目を見ひらいた紫峰は、へぇーっと胸の前で腕を組む。

「……おっどろいた。人間を守るために夜中までタダで働こうなんて、鬼おにの国は完全鎖さ国こくだって言ってたお館のセリフとは思えないや」

「誰があいつらのためにタダで働くか。自分たちのためだ」

「でもそれって、人間からの評判を気にするようになったってことじゃん？　この数日でどんな心境の変化があったワケ？　今のお館、まるで朱天童子を作ったころみたいだ」

　胸を押さえて興こう奮ふん気味に言う紫峰に、伐叉羅は渋い顔をする。

「……紫峰、未雲の前で組の話はよせ」

「はーい。って、あたしはどんなアンタにでもついていくけどね！」

　うれしそうに笑う紫峰を見て、胸が痛む。

（紫峰、伐叉羅の前だからってそんな無理して……！）

　布団から抜け出した未雲は、よろよろと立ち上がる。

「あれっ、未雲ちゃん？　キミまでどこ行くの」

「……見回りならわたしが行く。今、着替えるから」

「なに言ってるんだ、まだふらついてるじゃないか。無理するな」

　触れてこようとする伐叉羅の手からぱっとはなれ、未雲は首を横に振る。

「わたしだけ寝ているわけにはいかないよ。……伐叉羅、いくらわたしに恩を感じてくれてても、助けに来てもらえただけでじゅうぶんだから。あなたこそ休んでて」

「恩？　それはいったいなんのことだ」

　怪け訝げんな顔をする伐叉羅を指さし、未雲は真顔で言った。

「紫峰、あなたも無理しないで。なんならこの鈍どん感かん男を殴なぐってもいいんだよ」

「なんでだよ!?」

　謎なぞのとばっちりに焦る伐叉羅の横で、紫峰の頭の上には疑ぎ問もん符ふが浮かんでいる。

　しかし勘かんのいい紫峰は、すぐに未雲のお節せつ介かいに気づいた。

「ははぁん。未雲ちゃん、もしかして、あたしがお館に懸け想そうしてると思ってる？」

「な……なんだそれは？」

　気味悪そうにする伐叉羅と、笑いを堪こらえる紫峰を見くらべて、未雲は混乱する。

　せっかく遠回しに味方だと伝えたつもりだったのに、まさか自みずからぶちまけるとは……。

「えっ、ちょ──紫峰!?」

　絶句する未雲の前で、紫峰は突然小袖の襟えりをくつろげ始めた。

　止める声もむなしく、大きくひらかれた紫峰の襟元からは、ものすごく控ひかえめな──いや、真まっ平たいらの胸があらわれる。

　どう言葉を装飾しても、嫌いやみに聞こえてしまいそうな超・小胸。

　それと対たい峙じし、冷や汗をかく未雲に、当の紫峰はてへ、と可か愛わいく舌を出す。

「はっきり言うとさ、おれ、オトコなんだよね」

「お……男!?」

　たしかに声は少し低めだったけど、見た目は完かん璧ぺきな美しい女性だったのに。

　未雲がよろけると、紫峰はおふざけを消して、ぱんっと手を合わせて頭を下げる。

「ごめんっ！　着替えとか手伝ったけど、誓ちかってじっくりは見てないから堪かん忍にんして！」

「そんなバカな……。それじゃ……紫峰が伐叉羅の恋人だと思ったわたしが、すごくまぬけみたいじゃない！」

「まぬけみたいじゃなくて、まぬけなんだ！」

　めずらしく声を荒らげて、伐叉羅が怒おこる。

「紫峰の変装が優すぐれているのは俺も認めるが、ずっと一緒にいれば、女と違うってわかるだろう？　手とか骨格とか喉のどの線とか。疑いもしなかったのか？」

「ぜんぜん。だって紫峰は美人で、わたしと違って女らしいし」

「天然がここでも出たか」

　頭を抱えた伐叉羅は、まじめな顔で言った。

「あのな、そんなに軽くて華きや奢しやでやわらかいくせに……と、とにかく未雲が女らしくないわけがないだろ？」

「は!?　どこ見て言ってんの。ていうか、なんで伐叉羅が赤くなってんの!?」

「さわった感じそう思っただけだ！　チビだけど、少しは成長してるんだなと……」

「やっ、やめてよ恥はずかしい！　もういいからっ」

　言われて初めて、これまで何度も伐叉羅に抱き上げられたり、おぶられたことを思い出し、未雲は一気に赤面する。

「……チビって言うなっ」

「わかった、俺が悪かったよ。だがいいか？　自分が若くてきれいな女だって自覚は持てよ。そういう考えでいられると、心配でしょうがないだろうが」

「きっ……!?　なに言ってるのかわかんないけど、心配なんかしてくれなくても……」

「いいから自覚しろ。……ったく、なんで男と未雲をくらべなきゃいけないのかわからないが、とにかく俺と紫峰はなんでもないからな」

　不本意そうに言う伐叉羅の横から、紫峰が割り込む。

「あのー、イチャついてるとこごめんね？　おれも言わせて！　未雲ちゃん、おれ諜ちよう報ほうっていう仕事柄女装が多いけど、そっちの気けはいっさいないからね？　お館は尊敬してるけど、おれが好きなのは女の子だし、人のものだってわかってる相手に言い寄るなんて絶対しないから！　平和が一番っ」

「イチャついてるってなに!?　それにわたしたちはべつに──」

「やっぱり怒ってる？　無我夢中だったとはいえ、二人が許嫁いいなずけ同士なんて噓うそついたこと」

　上うわ目め遣づかいで見つめてくる紫峰は、やはり女性にしか見えない。

　それに彼がついた噓は、二人を助けるためについたものだ。

　しょうがないな。未雲は肩の力をふっと抜いた。

「怒ってないよ。助けてくれてありがとう、紫峰」

「俺からも礼を言う。おまえの機転がなければ、強行突破するしかなかったからな」

　揃そろって礼を言う二人に、紫峰はほっと胸をなで下ろす。

「よかったー。実は心配だったんだ。お館はともかく未雲ちゃんの気持ちも考えず……おっと、これ以上余計なこと言うと、おれの首が危ないな」

　責めるような伐叉羅の視線に肩をすくめた紫峰は、すっと立ち上がる。

「さっき確認したけど、庭に鷺宮の放った間かん者じやがいるよ」

「えっ!?」

「しーっ……。あいつらはお館と未雲ちゃんが本当の許嫁じゃないって疑ってるんだ。だからなるべく一緒にいて、許嫁らしくふるまっていたほうがいいよ。市中見回りにはおれが行くから、ねっ？」

　片目をつぶる紫峰の提案に、反論する理由もない。

「……わかった。それじゃ頼む、紫峰」

「了解っ。じゃあお館、頑張って[image: ]」

　異国風に接せつ吻ぷんをまねたしぐさをして、紫峰は出ていった。

（可愛い……。わたしにはぜったいできないな、あれ）

　ぼんやりとそんなことを考え、未雲は隣の伐叉羅を見上げる。

「紫峰が本当に女の人だったら、お嫁よめさんにしたかったでしょ。伐叉羅」

「……べつに。あいつが女だとしても、まったく俺の好みじゃない」

　伐叉羅は憮ぶ然ぜんとしてふいっと横を向いてしまう。

　意外な答えに未雲は目を見ひらく。

　──好み、というのがあるのか。伐叉羅にも。

　彼もまた世の男性のように、そういう目で女性を仕分けているのか。……ということにも驚いたが、それを聞いたあとのこの、置いていかれた感はなんなのだ。

「へ、へえーっ。……ちなみに聞いていい？　伐叉羅はどういう子が好みなの」

　すると伐叉羅は「は？」と眉まゆをひそめる。

「こんなにわかりやすい男もいないと思うが、わからないのか？」

「……あいにくわたしには、恋だの愛だのに関する才能がいっさいないものですから」

　自じ嘲ちようをこめて言うと、伐叉羅は困こん惑わくした表情を浮かべる。

「才能は関係ないだろ？　見ているだけじゃ足りなくて、もっと相手のことを知りたいとか、声が聞きたいとか、触れて、いつか抱いてみたいとか。そういう欲望は誰にでもあると思うが」

　あんぐりと口を開いた未雲の顔は、みるみる真まっ赤かになっていく。

「も……もっとふわっとした表現にしてよ！　こっちは初心者なんだから」

　生々しいのは苦手なのだと訴うつたえると、伐叉羅はふうとため息をつく。

「じゃあ未雲はまだ、そういう気持ちに目覚めてないだけだろ」

「う……伐叉羅はもう知ってるの？」

「まあな」

「いつ目覚めたの？　この五年？　相手はどんな人？」

「教えるとは言ってないだろ」

「けち！」

「褒ほめ言葉をどうも。……いいからもう少し横になってろよ、風ふ呂ろに入れるかどうか聞いてきてやる」

　笑う伐叉羅にごまかされて、未雲はしぶしぶ布団に入る。

（もう子どもじゃないんだから、この五年間で伐叉羅に色いろ恋こい沙ざ汰たの一つや二つ、あって当然なんだろうけど……）

　それでもなんだか、幼おさななじみに先を行かれたようで悔しい、未雲なのだった。
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　風呂上がり。藍あい染ぞめの湯ゆ帷子かたびらを着た未雲は、心地ここちよく疲つかれた体で寝所の戸を開けた。

　透すかし細ざい工くの施ほどこされた行あん灯どんの灯あかりに、暖色に浮かび上がる室内。

　食事の膳ぜんは片づけられ、部屋の真ん中には布団が二組敷いてある。──それもなぜか、隙すき間まなくぴったりと寄せられて。

　ぴしゃっと勢いよく、未雲は戸を閉めた。

「……部屋間違えた？」

「そんなとこでなに突っ立ってるんだ？」

　きびすを返すと、そこには六ろく尺しやく四よん寸すんの長身がぬっと立っていた。

「伐叉羅！」

　先に風呂に入ったはずの彼も未雲と同じ、湯帷子に帯を締めただけの姿だ。

　今来たばかりの伐叉羅は、平然と引き戸に手をかける。

「少し外の様子を見てきたところだ。……なんで部屋に入らないんだ？」

「だっ、だめ、開けないほうが──」

　両手で顔を覆おおう未雲の前で、伐叉羅はからりと戸を開ける。

　中を見て一いつ瞬しゆん、目を見ひらいたけれど、伐叉羅は未雲より冷静だった。

「やっとゆっくり眠れると思ったら、気が早いな。まだ祝しゆう言げんも挙あげてないってのに」

「!?」

　ぎしぎしと首を回すと、伐叉羅は特に面めん食くらった様子もなく、「布団が小さいな」などとごねている。そんな場合か。

　すると伐叉羅は何かに気づいたように、とっさに未雲の手を握にぎった。

「寝るぞ、未雲」

「えっ」

「……紫峰が言ってただろ。庭には間者がいる。反応を試ためされているんだ」

　引っ張られるがまま部屋に入ると、未雲の後ろで戸はぴしゃりと閉められた。

（は、入っちゃった）

　試されているとしても心臓に悪い光景だ。

　ぼんやりと灯りがともるなか、二組ぴったり寄せられて並んだ布団は、もしかしなくても新婚夫婦仕様なのだから。

　その前に立っているのが自分と伐叉羅だなんて、笑えなさすぎる。

「……どうしてこんなことに……信じられない。これは夢？　そうだ夢に決まってる」

　ブツブツと暗示をかけて現実逃避していると、伐叉羅がしれっと言った。

「俺はべつにかまわないけどな」

「かまわないってなにが!?」

「一緒に寝ることがだよ」

　あんぐりと口をあけた未雲は、混乱した身ぶり手ぶりで、なんとか説得を試こころみる。

「いや……かまうでしょ!?　この布団はまごうかたなき新婚夫婦用だよ？　伐叉羅はな、慣なれてるのかもしれないけど、わたしはこういうの、ほんと免めん疫えきがないんだからっ」

「それを聞いて安心した。俺も同じだ。慣れてない」

　落ちついた口調で言われ、未雲ははた、と言葉をとめる。

「………………そうなの？」

　って、なにを少しほっとしてるのだ。

「未雲。……ちょっと座ろう、こっちに」

　布団を避よけた場所に座らされ、二人はまるでお見合いのように向かい合う。

「いろいろ不満はあるだろうが、許嫁のふりで命拾いした以上は、俺たちは今後つねに、そういうふうに見られることを意識しなきゃいけないんだ。……だから思ってることがあるなら、今のうちに文もん句くでも愚ぐ痴ちでもなんでも言ってくれ。ぜんぶ聞くから」

　おだやかに細められる、不思議な金の双そう眸ぼう。

　伐叉羅が優しいからか、少し気持ちが落ち着いたのかもしれない。

　未雲は膝ひざの上の手をぎゅっと握る。

「……わたしだって、許嫁だって噓をついてでも、助かったことはよかったと思ってる。でも勢いとはいえ、わたしと許嫁のふりまですることになっちゃったんだよ？　伐叉羅はどうしてここまで──もがっ」

　突然伐叉羅に口を塞ふさがれ、未雲は大きく目を見ひらく。

「しっ……黙って」

　緊張の吐と息いきが耳じ朶だにかかり、未雲はびくりと肩を震ふるわせる。

　大きな手のひらで口を塞がれているので、言葉が発せられない。

　密着した状態の今、伐叉羅の濡ぬれた髪の湿しめり気だとか、きっちり着た着物の襟からのぞく、逞たくましい胸元だとか。普段なら気にしない部分をすごく意識してしまう。

（変だ。普段の伐叉羅のほうが、お腹なか壊さないのかってくらい露ろ出しゆつしてるのに）

　透き通りそうな赤い睫まつ毛げさえ数えられる距離。

　こんなに間近に迫せまると、困こまる、というかいたたまれない。

　不審な動どう悸きを胸が刻きざむ、この感じ。

（なんなの、これ──）

　涙目になって混乱する未雲とは裏腹に、伐叉羅は殺さつ気きの籠こもった目であたりを見渡す。

「……気配がしたと思ったんだが、気のせいか……」




「あのう、お取り込み中にすみません。そろそろ出ていってもいいでしょうか？」




　突然、誰もいないはずの部屋の奥から、男の人の声がした。

　未雲はとっさに、伐叉羅の背中に庇かばわれる。

「……誰だ」

「私です、伐叉羅殿」

　声の主ぬしは、続きの間から、行灯の灯りのなかに踏ふみ出してくる。

　──妖よう艶えん、神しん秘ぴという言葉がこれほど似合う人がいるだろうか。

　あらわれたのは、目め尻じりに赤い粉を刷はいた、咲きこぼれる花のような容姿の美青年だ。

　耳の下で黒髪を輪に結い、黒地に金の花刺し繡しゆうが施された闕腋袍けつてきほうという朝ちよう服ふく姿は、耶眞土建国時代の人のようにも見えるが、現実離れしすぎている。

　まるで伐叉羅の顔見知りのような口ぶりで登場した青年だが、伐叉羅は彼を見てもぴんとこなかったようだ。

「……本当に誰だ？　どこかで会ったことがあるのか？」

「あっ、はじめまして私、飛ひ天てんと申します。明神帝の使いの者です。いわゆる神しん使しです。どうぞよろしくお願いします」

　外見に似合わない独特の口調でまくしたて、飛天はぺこりと頭を下げる。

　初対面かよ、という突っ込みより先に、二人の口からは仰ぎよう天てんの声が出た。

「「帝の使い!?」」

「はい。未雲殿と伐叉羅殿のことは帝から聞いて存じておりますので、つい親したしげに話しかけてしまいました。私のこともどうぞ、親しみを込めて天さんとでもお呼びください」

「はあ……天さん」

　あっけにとられる未雲を後ろに押し、伐叉羅は突然あらわれた神使とやらを威い圧あつする。

「どうやって入った。まさかずっと部屋に忍しのんでいたのか？」

「いいえ。帝が人目についてはいけないと仰おおせなので、こんなかたちの初対面で驚かせてしまい申し訳ありませんが、つい今しがたお邪魔しました。この姿で──」

　胸の前で指をなにやら動かすと、飛天の体は煙に包まれて瞬時に消えた。

「！　どこに行った？」

「ここでチュ、下でチュよ」

　見れば畳たたみの上に、一匹の白い鼠ねずみがいてしっぽをぴんと立てている。

　まさかこれが、さっきまで目の前にいた美青年だというのか。

「……この鼠が天さん？」

「まだ信じてくれませんか？」

　首をかしげる二人の前で、鼠は前足を可愛くすり合わせる。

　すると鼠はぱふっと煙に包まれ、今度は何倍も大きい白しろ蛇へびになり、鶴つるになり、最後には牛の姿も次々にとってみせる。

「これこのように、神使はどんな姿に変へん化げするのも自由自在なのですモー」

　最後のつけ足しの鳴き声は、ふざけているだけにしか聞こえなかったが、部屋の中にこれだけの動物を連れ込んで隠しておけるわけはない。

　神じん通つう力りきを使う帝の使者、というのは本当らしい。

「信じてもらえたようですね」

　どろんと元の人間の姿に戻った飛天に、伐叉羅は言う。

「……帝の使いと言ったな。まさかやっぱり気が変わって、寝首をかいてこいと命じられたんじゃないだろうな」

「めっそうもありません。私は帝から、お二人の助けになるよう言われてきたのです。お二人にかならず、魔物退治を成功させてほしいと」

　未雲と伐叉羅は顔を見合わせる。

　本当ならば心強いけれど、儀ぎ式しきを失敗させて国こく難なんを招いた自分たちに、帝がそこまでしてくれるのは妙みようだ。

　人の世で千年生きてきた帝には、妻も子も一人もいたことはないという。

　天てん道どう界かいという異界から耶眞土に降りて、残したものは自らの血ではなく歴史だけ──そういう高こう潔けつな生き神だ。

　特定の民に、義理や情をかけるべきしがらみなどないはず。

「……帝の目的はなんだ？」

「それを今からお話ししますので、まあお座りください」

　完全に向こうの思いのままにされている気がするが、しかたない。

　二人並んで座ると、布団を挟はさんだ向こう側で、飛天は妖艶に微笑んだ。

「まずお二人は魔物が人の世──この耶眞土に来た目的をご存じですか？」

「魔物は人の世を羨うらやみ、欲しがっているのだと聞きました」

「そうです。この世は彼らの底なしの欲を満たすものであふれている。それを手に入れるために、魔物は善にも悪にも傾かたむく、柔じゆう軟なんな心を持った人間につけ入るのです。……帝はこの国の民が悲しみすぎることのないよう導みちびいてきました。それゆえ耶眞土は理り想そう郷きようになりましたが、魔物の誘ゆう惑わくにとても弱い国になったとも言えるのです」

　理想郷。

　初めて聞く言葉だが、語感で意味ははかれる。

　だが鬼が差別される、この世界が──？

「未雲殿には、耶眞土は理想郷ではないようですね。神使としては少しさびしいですが、ひとまず、魔物にとっては夢の世界なんだと思ってください」

　顔には出していないつもりだったが、今日会ったばかりの飛天にまで考えを見透かされてしまうとは。

「……ごめんなさい」

　いいんですよ、と飛天は寛かん容ように笑う。

「四十年前、彼らが『穴』を通って耶眞土にあらわれたとき、帝はまず『穴』を封印し、すでに耶眞土に入り込んでいた魔物を、壱与──白羽姫に封印するという手段で対たい処しよしました。『穴』の封印と違って人の体に魔物を封じ続ける術は、術者である帝も、意識を集中し続けなければいけないのにもかかわらず、です。……この方法をとったのは、なぜだとお思いですか？」

「入り込んだ魔物の、数が多すぎたから？」

「半分正解です。帝となって耶眞土を導いてきた明神帝には、人々を危険と不安から守る責任があった。だから一件ずつことに当たる余裕はなく、一気に封印するしかなかったのです。……この四十年、歴代神祇官の長か官みらは、帝と白羽姫の不在をうまく隠し続け、太政大臣らも帝の意志を継ついだ、善よき政まつりごとを行ってくれたようです。運よく大きな天災などが起きなかったのも、幸さいわいしたのですが」

　そう言って、飛天は感かん慨がい深ぶかげに伐叉羅を見つめる。

「もう半分は……四十年前には、帝以外に魔物と対峙できる者が、この耶眞土にいなかったからです。しかしこの二十年のあいだに、鬼と呼ばれる超人的な能力を持つ者が生まれた。──帝はあなたに期待を寄せているのですよ、伐叉羅殿」

「はっ、白しら々じらしい。……じゃあなんだよ。俺みたいのが生まれたのは、生き神にも想定外だったってのか？」

「そうです。あなたのような新しい種の出現は、明神帝も、そして天道界も、予想だにしていなかったことなのです」

「────」

「帝が導いたとされる歴史はすべて、起きたできごとへの対処の積み重ね。帝にも、予想もできない『起きる』ことを、未然に防ぐことはできないのですよ」

　伐叉羅が落らく胆たんした気配を感じた。

　もしかしたら彼は、自分がなんなのか知りたくて、飛天にかまをかけたのかもしれない。

（伐叉羅……）

　それから聞かされたのは、人の知らない、天人たちの歴史だった。




　人が神と呼ぶ天てん人じんが住む異界、天道界。

　光に満ちたその世界で、天人はもともとかたちのない存在だった。

　しかしいつしか、異ことなる世界に生きる人の存在を知り、その進化過程に惹ひかれた天人は、自分たちも人の姿を取るようになる。

　その後も人への関心は募つのり、やがて見ているだけではおさまらなくなった天人は、人の世へ降こう臨りんした。そこで人とまじわり、情が生まれ──有限の命を持つ人の世を善きものに導こうと、「生き神」として世界の各地に散らばり、国を造った。

　世界にいくつもの国が生まれ、それから千年──。




「封印の術に没ぼつ頭とうしているあいだに起きた、新しい種の誕生がなにを意味するのか。そして新たな種と契ちぎりを結ぼうという娘──未雲殿の存在にも、帝は強く関心を持っています。帝がお二人に肩入れする目的は、その可能性をたしかめたいからだそうです。はい」

　興奮気味に語られた無責任な言葉に、未雲は憤ふん慨がいする。

「新たな種ってなに？　伐叉羅だって同じ人じゃない！　それにわたしたちを魔物退治に行かせるのは、帝の好奇心ってこと？　……なんなの、人を実験台みたいに」

　目の前にいるのは帝の使いで、帝本人ではないし、飛天に怒りを向けるのはお門かど違ちがいだ。

　なにより自分だけじゃなく、伐叉羅まで巻き込んでしまったことが悔しくて、自分に腹が立ってしょうがない。

（伐叉羅を助けるはずが、なんでこんなことに──）

　すると、伐叉羅の大きな手が、未雲の手を怒りごとふわりと包み込む。

「未雲。他の人間がはなから鬼を害悪扱いするところを、あの生き神は、試してやると言ってるんだろう。ありがたい話だと受けて立つしかないよな？」

「……っ」

　たしかに、帝に関心を持たれなかったら、今自分たちはここにはいないだろうけど。

（なんでそんなふうに、笑えるの）

　そっと息を吹きかけられたように、怒りの炎ほのおは弱められてしまう。

　納得はいかないけれど、伐叉羅の反応は正しいと思う。

「うん。そうだね……」

「よかった！　お二人に前向きにとらえていただけて。……大丈夫、きっと成功しますよ。私も陰ながらお手伝いさせていただきますので」

　どんなに親身そうに言われても、もはや飛天も帝も味方とは思えない。

　しかし今はこれしか方法がないのだ。

　飛天は、繊せん細さいそうな細い指を胸の前で動かし、またしても鼠の姿になる。

「がんばってくださいね！　鷺宮さぎのみや長官の強い要望で、今日を入れて三日以内に、不審火を起こす魔物を退治できなければ、伐叉羅殿の処刑と未雲殿に魔物を封じる天あま児がつの儀を、即刻行うことが決定してしまいましたから」

　話は終わったのだろうと油断していた二人は、飛び道具のように繰くり出された重大発言に仰天する。

「三日以内!?」

「しかも今日を入れてって、もうすぐ明日だろうが！」

　二人から責められ、鼠は可愛いしぐさを盾たてに、チュウ？　と首をかしげる。

「決定したのがつい今しがたなのでチュ。わかってあげてください……有能な神祇官に下から突き上げられる帝の立場も、つらいものがあるのでチュ」

　まさかそんな、父親の職場での愚ぐ痴ちみたいな言葉を、神使から聞くことになろうとは。

　言い逃げ上等、布団の上を走り去る鼠に、二人は同時に飛びかかる。

「待てっ！」

　しかし二人の手からするりと逃げた飛天は、タタタッと梁はりの上に駆け上った。

「ちなみに一つチュー意してほしいのですが、鷺宮長官はお二人の仲を疑っていますが、今夜お二人が男女の一線を越えれば、未雲殿から白羽姫の資格を取り上げて、伐叉羅殿と一緒に処刑してしまおうという計画も企たくらんでいまチュからね」

「な……っ」

「未雲を処刑だと……だったら天児交換はどうする気だ」

「代わりになる娘を密ひそかに用意する気でしょうね。どちらにしろ、彼を甘く見てはいけません。さすが耶眞土朝廷、デキる男を上に立たせたものでチュ」

「どっちの味方なんだ、あんたは」

「もちろんあなた方の味方でチュよ？　それに帝の望みはあくまで子孫繁はん栄えい。要は魔物退治を成功させれば、お二人の夫婦の営いとなみをはばかるものではないのでチュ！　……というわけで、どうぞさっきの続きを再開なさってください。ささ、ささ！」

「やかましい！」

「これは失礼しました。私がいては続きができませんよね……では、おやすみなさい」

　身も蓋ふたもないことを言い残して、鼠は走り去った。





[image: ]






　どさりと腰こしを下ろした伐叉羅は、がしがしと頭を搔かく。

「よけいなこと言いやがって……。未雲、今のは気にしなくていいからな」

　鼠が消えた天井から目を離すと、伐叉羅が乱れた帯を直すところだった。実は鼠に飛びかかったとき、少し目のやり場に困るはだけ方をしていたので、それは助かる。

　だが鼠のひやかしなんて、気にしている場合ではない。

　布団の上に座り込んだ未雲は、湯帷子をぎゅっと握る。

「考えてみれば、解決するまでの期限って言い渡されてなかったよね。もっと前に気づいてればよかった。それにしてもあのサギ男……！」

「もう決まったことだ。しかたないだろう」

「しかたなくないよ。伐叉羅、やっぱり今すぐ出かけよう。紫峰一人だけじゃ市中ぜんぶなんて見回れないよ」

　勢いよく立ち上がった未雲の手を、伐叉羅が摑む。

「焦る気持ちはわかる。期限があと二日ってのも、俺たちにとってはまずいことだが、長引くほど魔物が起こす被害が増えるかもしれないからな。……でもな、未雲はさっきまで寝込んでいたんだぞ。自分が思っている以上に体は衰すい弱じやくしているはずだ」

「疲れてないよ。たくさん寝たし、もう元気だから」

「だめだ。外に出れば歩き通しになる。倒れたくなかったら朝までちゃんと体を休めておけ。……大丈夫だ、残り二日でもなんとかなるから」

　ぐいと手を引かれ、軽い未雲の体はぱふっと布団に逆戻りする。

　思うがままにされたことが悔しくて、未雲は恨うらみがましく伐叉羅を見上げる。

「なんでそう、落ち着いていられるの」

「度ど胸きようと金かね勘かん定じようと多少の先読みができなければ、朱天童子の首領の座にはつけないんだよ。たとえハッタリでもな」

　伐叉羅は冗じよう談だんのように言っているが、ふいに思い出す。紫峰が、この数日での伐叉羅の変化に驚いていたことを。

　上じよう天てん山ざんや神殿で見せた、人を拒きよ絶ぜつした態度は、今の伐叉羅からは感じられない。

　むかし相手を傷つけることをかなしんで、泣いていた優しさとは違う。

　もっと強い、悲しみを乗り越えた優しさで、自分たちを鬼と呼ぶ人々に歩み寄ろうとしてくれているのではないか。

「……自分が貶おとしめられてるっていうのに、ちゃんと人のことも考えている伐叉羅を、どうしてみんなわかろうとしないんだろう。……本当に悔しい」

　見た目とか超人的な身しん体たい能力だけが注目されて、誰も心を見ていない。

　帝の好奇心のために生かされたような言い方をされたことも、腹が立っているのに。

「ごめん、伐叉羅。あんたが一番悔しいよね」

　顔を上げると、伐叉羅は何かに耐える表情で、両手を体の横に掲かかげていた。

　まるで触れようとした未雲の体から、とっさに手を遠ざけたように。

「……危なかった……」

　伐叉羅は疲ひ労ろう感かんたっぷりのため息をつく。

　なにをしようとしていたのだろう。目をぱちぱちと瞬かせる未雲の前で、伐叉羅はふいに顔を上げた。

「さっきの、俺がどうしてここまでするかって話だがな。逆にこれは俺からの頼みだ。……魔物退治が終わって未雲の命が保証されるまでは、このままで我慢してくれないか」

「え？」

「鬼の俺と、夫婦同然の許嫁だと思われるのは、いやかもしれないが」

　薄い膜まくが一枚、二人の間に張られたような笑顔。

（……同じだ）

　たぶん自分も心の奥でこういうことを、気にしていたのだ。

　こんな気も利きかなくて女らしさも優しさもない、おまけに怒ると手が出る自分と、そういうふうに見られることを、伐叉羅はどう思っているのか。

　本当はいやなのに、恩を返すため「しかたなく」そうしているのだったら、どう接したらいいのかわからない。一人ずもうのような、みじめな思いをしたくない。

（そう思っていたのは、わたしだけじゃなかったんだ）

「……わたし、いやじゃないよ」

　おずおずと言うと、伐叉羅は金の目を見ひらく。

「本当か？」

「お、鬼の嫁には慣れてるから」

「じゃあ……鬼と鬼嫁、復活だな」

　伐叉羅が笑うと、二人の間を遮さえぎる薄い膜はなくなった。

　少し照れくさいけれど、許嫁ではなく鬼と鬼嫁としてなら、昔のように自然でいられる。

　──けれど布団だけは別だ。当然。

「じゃあもう寝ないと。明日早く起きて、魔物捜しをするんだから」

　てきぱきと、くっついていた布団を引きはがしにかかる。

　すると片方の布団の上に乗って邪魔していた──もとい、大きな体を折りたたみ、膝を抱かかえていた伐叉羅がぽつりと言う。

「寝るっていっても、布団が小さいんだよな」

　たしかに。大人おとなの男性にはちょうどいい大きさに思えるが、長身の伐叉羅が寝転がると、足首から下がみごとに布団からはみ出している。

（これじゃ伐叉羅が熟じゆく睡すいできないよね……あ、そうだ）

　いいことを思いついた未雲は、寝ている伐叉羅の布団をわっしと摑む。

「伐叉羅、どいて」

「おわっ？」

　畳の上に伐叉羅を転がして、二組の布団を少し重なるよう縦に並べて、くっつける。

　そして枕を双方の外側に置いた未雲は、ぽかんとしている伐叉羅を振り返った。

「こうすれば、足を伸ばしてもわたしの布団がかかるから、寒くないでしょ」

「それはうれしいが、いいのか？」

「いやならやめてもいいけど」

「！　いやじゃない。金を使わず暖だんを取る方法を編あみ出すなんて、さすが俺の嫁」

「はいはい……。じゃ、明かり消すね」

　未雲は行灯の火に息を吹きかける。

　部屋が真っ暗になり、手て探さぐりで布団をめくって体を横たえる。

　すると、すっかり冷えた足と足が触れ合った。

　冷たい。けれど、不思議とどちらからも離れようとはしない。

　足と足をくっつけて、じんわりと熱が伝でん導どうしていくのを感じると、安心するのだ。

「……怖いか？　未雲」

　暗闇から、伐叉羅の声。

　三日後には生きていないかもしれないという恐怖を、無理やり植えつけられた感はある。

　しかしどこか、そんなことにはならないという妙な確信があるというか、現実的でない気もしている。

　それはたぶん伐叉羅が、自分一人ならいつでも未雲を見み限かぎり、人と決別して生きる道を選べるのに、そうしないで今もこうして一緒にいてくれているからだろう。

「……怖くないよ。伐叉羅もいるし」

「そうか」

　短い返事が聞こえ、それきり静かになる。

（……伐叉羅、もう寝ちゃったのかな？）

　この二日、ずっと未雲についていて、きちんと横になっていなかったのだろう。

（さっきは言いそびれたけど、明日こそお礼を言わなきゃ）

　あんなに寝たはずなのに、目を閉じると眠気がやってきた。

　伐叉羅の言うとおり、体はまだ本調子じゃなかったらしい。

　うとうとと眠りに落ちていく途中、闇の向こうでむくりと、伐叉羅が起き上がる気配がした。

　寝る前には厠かわやに行っておくようにって、むかしあれほど言ったのに。

　ぼやけていく意識の中でそんなことを考えていると、ふいに枕元に手が置かれた。

（えっ……？）

　衣きぬ擦ずれの音がして、洗いたての髪の香りが、夜具に焚たきしめられた甘いにおいに混じる。

　目を閉じてはいるけれど、感じる体温。

　伐叉羅の顔が、頰が触れそうなほど未雲に迫っているのだ。

「…………っ」

　緊張して息をするのも忘れ、体が固まる。

　すると、ふっと吐息を漏もらした伐叉羅の気配が遠のき、かわりに、大きな手のひらが子どもをあやすように髪を撫なでてきた。

「おやすみ、未雲」

「────」

　息を止めている間に、伐叉羅は自分の布団に戻って、横たわる。

　早く寝なければいけないのに。……驚いて胸が、どきどきしはじめたじゃないか。

（なんなの、今のは……）

　寝返りを打っても、触れられた部分に手のひらの感触はまだ、残っている。
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　残された日数はあと二日。

　早朝、内だい裏りを出た未み雲くもと伐ば叉さ羅らは、大おお路じの入り口で待っていた紫し峰ほうと合流した。

　だが未雲は、朝日を浴あびてにこやかに手を振る青年を、一見して紫峰だとは気づかない。

「おはよーお館やかた、未雲ちゃん。よく眠れた？」

　艶あでやかな濃こ紫むらさきの髪。端はし折よった小こ袖そでの上に合かつ羽ぱに似たものを羽は織おった軽装の青年は、声は紫峰のものだが見慣れた女性の姿ではない。

「……紫峰？」

「そうだよ？　あ、そっか。この姿で会うのは初めてだったね。どう？　おれの素顔は」

　華はなやかな美女の化け粧しようを落とし、少し恥はずかしそうに短い髪に手をやる紫峰は、冗じよう談だんぽくその場でくるっと回転する。

　金の瞳ひとみに泣きぼくろ、ほのかに香る色気と整った顔立ちはそのままだけれど、今の紫峰は、少年の面おも差ざしを残した好青年に変身している。

「まさか女の姿で深夜、市し中ちゆうをウロウロするわけにはいかなかったからさ。これでおれが、女の子が好きな、フツーのかっこいいおにいさんだって、わかってもらえた？」

「どうかな……。外見だけじゃ人の内面はわからないものだし」

「それはおれらを差別する人に声こわ高だかに言ってやりたいセリフだけど……って、まだ疑うたがわれてんの、お館とおれ!?」

「おい、その話題に俺を巻き込むな」

　後ろにいた伐叉羅は、心底いやそうな顔をする。

　かっこいいかどうかは、自分に判断されたところで紫峰のよさが失われるものではないと思うから、言わないけれど、心から褒ほめたいことが一つだけある。

　伐叉羅の髪も揺ゆらめく炎ほのおのようで美しいけれど、朝あさ露つゆを帯びた菫すみれの花のように輝く紫峰の髪も、目を奪うばわれるすばらしさなのだ。

「その髪の色、紫峰によく似合ってるね。すごくきれい」

「え？　……うわー、またうれしいこと言ってくれるなあ、未雲ちゃんってば！」

「──紫峰。抱きつくのはなしな」

　感激した紫峰は、女によ官かんの時のノリで未雲に抱きつこうとしたのだが、伐叉羅の鋭するどい視線に負けてすごすごと引き下がる。

「わかりましたよ。なんかお館、朝から機き嫌げん悪いなあ。いいじゃん、ちょっとぐらいおれが未雲ちゃんとじゃれ合っても……昨日は一緒に寝ねたんでしょ？　けち！」

「し、紫峰、それはサギ男の目をあざむくために──」

「けちのどこが悪い。倍になって返ってくるならまだしも、嫁よめも金も気軽に貸せるか」

「ちょっと、それじゃわたしが物みたいじゃない。なんなの、嫁が倍になって返ってくるって」

　自分で言っておきながら演技を忘れてムッとすると、伐叉羅は「ん？」と未雲を見おろす。

「いや、未雲が二人になって返ってきたら可か愛わいいと思ったんだが」

「かわ……っ!?」

　固まる未雲の両肩に後ろから手を置き、紫峰はニヤニヤする。

「朝からのろけるねーお館。あーあ、ゆうべはおれが見回ったせいか、不ふ審しん火びは起きなかったのに、二人の部屋には火が燃え盛ってたんだろうなー」

「……おまえときどき、オヤジくさい冗談言うよな」

「!?　お館ひどい！」

　不審火が起きなかったのはよかった。だが、まだひとけがまばらとはいえ、大路でするような話か。

（それにしても伐叉羅、許いいな嫁ずけの演えん技ぎが板についてるというか、うますぎだよ……）

　まだ動どう揺ようしている胸を押さえながら、未雲はゆうべのことを思い出す。

　一緒に寝たことは寝たと思う。……横ではなく縦に、だが。

　許嫁のふりはしても、これだけははっきりさせておかないといけない。

「紫峰、一緒に寝ただけだからね？　つまり、その」

「鷺宮さぎのみやの思おも惑わくどおり、祝しゆう言げん前の節せつ度どは、守っているということだ」

　伐叉羅が引き継ついでくれた言葉に、今度は紫峰が「ん？」と首をかしげる。

「え、じゃあほんとに一緒に寝ただけ？　なにもなかったの？　マジで？」

（だから、そんな大声で）

　頷うなずきながらも、未雲は伐叉羅に急接近されたことを思い出し、赤面する。

「本当だって言ってるだろ。くわしいことはあとで話すから、未雲をあまり困らせるなよ、紫峰」

「へえー、お館が女の子のことでカタいのは未雲ちゃんがいるせいだと思ってたけど、未雲ちゃん相手でもカタいとは、ほんとにマジメだねえ」

　感心とからかい混じりの、にやけた視線を伐叉羅に送る紫峰の横で、未雲は「そうなんだ」とこっそりつぶやく。

　昨夜彼が言っていた、慣なれていないという言葉は本当だった。

（伐叉羅がそういうことにまじめなのは、ほっとするかも……）

（だって幼おさななじみとして、この五年で伐叉羅がチャラチャラした男になっていたら、やっぱりイヤだし）

　あいもかわらずめんどくさい思考を繰くり広げていると、めざとい紫峰は「はは～ん」と、未雲の顔をのぞき込んできた。

「うれしそうだね、未雲ちゃん？」

「……！　そんなことないよ。べつに」

「ふーん？　まあ、仲よくやってるみたいで、おにいさんちょっと安心したかな。……ところでさ、さっきから気になってんだけど、あの人見てよ。すごくない？」

　なんのことかと大路を見ると、開店したての饅まん頭じゆう屋やの前に一人の若者が立っている。

　輪っかに結った髪と朝ちよう服ふく、という目立つ姿のその人は、蕎そ麦ばどんぶりを手に、買い求めたらしい饅頭入りの袋を店の主人から受け取っている。そうしながらも、視線は隣となりのせんべい屋に釘くぎづけなのだ。

　あぜんとする未雲と伐叉羅の横で、彼を知らない紫峰は苦笑する。

「すっごいなー。あれぜんぶ食べるのかな？　ねえお館、未雲ちゃん……って、あれ？二人ともどうしたの、そんなに肩を落としちゃって」

「天てんさん……」

「えっ、知り合いなの!?」

　蕎麦を一気にすすり、どんぶりを店に返すと、飛ひ天てんはこちらにようやく気づいたようだ。

　リスのように頰ほおを膨ふくらませ、飛天は嬉き々きとした表情でやってくる。

「おはようございます伐叉羅殿、未雲殿。四十年で、市中にはなんとおいしいものが増えているのでしょう！　もう新しもの好きの私、どれから食そうかと目移りしてしまい、迷うくらいならすべて食らうべしと思いまして……おや、そちらの方は伐叉羅殿のお仲間ですか？」

　昨夜に引き続き、不ふ思し議ぎぶり全開の飛天だが、その目の奥には油断のない光がきらめく。

　それに気づいた未雲は、ひやっとした。

　もし紫峰が女官姿のままなら、鬼おにの変装だとばれて、すべてが芝しば居いだと疑われてしまったことだろう。

　飛天のことを知らない紫峰は、気のいい顔で飛天に挨あい拶さつをする。

「なんだ。お館と未雲ちゃんの知り合いだったとはね。おれは紫峰、アンタは？」

「私は、帝みかどにお二人を手助けするよう言いつかって参りました、ちょっと不思議な神じん通つう力りきを使う神しん使し、飛天という者です。市中では普通の人間として同行させていただきますので、どうぞ遊び人の天さんとでもお呼びください」

「帝の使い？　……ってことはおれ、このカッコで大正解？」

　冷や汗ものの紫峰の伺うかがいに、未雲と伐叉羅は無言で頷く。

　今もなお危ない橋を渡っている途と中ちゆうなのだと実感するできごとに、紫峰はあえて男っぽく、飛天の肩を叩たたいた。

「は……はは、遊び人か。じゃーおれと気が合いそうだな。見ての通りおれも人とは少し違うけど、お館ともどもよろしく天さん。……てかあの帝、こんな助すけっ人とを呼んでくれたんだ？　よかったじゃん！」

　いいのか、悪いのか……。

　内裏からはなれ、見張りを気にする必要はなくなった。しかし飛天がついてくるということは、つねに許嫁のふりをしていなければいけない、ということであり。

　しかも彼の主あるじの明神帝は、静しず生おの企くわだてを知ったうえで、二人に子孫繁はん栄えいの営いとなみをけしかけるような人なのだ。

（……前途多難だな）

　とほほと肩を落とす未雲の隣で、飛天はうれしそうに、饅頭入りの袋を抱きしめていた。
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　それから一行は、紫峰の案内で不審火に遭あった被害者宅を、しらみつぶしに回ることにした。

　というのも、神じん祇ぎ官かんの会議から得た情報では、事件現場のくわしいことがなにも語られておらず、魔ま物ものを追う手がかりが少なすぎるからだ。

　途中、ゆうべ知らされた帝の目的と、静生らの企たくらみによる決定を紫峰に教えると、案あんの定じよう、紫峰は憤ふん慨がいした。

「なんだそれ、ひどいな。帝、ぜんぜんいいヤツじゃないじゃん！」

「すみません。本当にすみません」

「いや天さんが謝あやまることじゃ……。でもそっかあ、だからゆうべはなにもなかったワケね」

「まあな。事情は吞のみ込めたか」

「了解。そーいう事情があったなら、あの状況でお館が大人おとなしくしてたことも、納得できるよ」

　苦笑いを浮かべる鬼二人の会話に、驚おどろきの顔で飛天が割って入る。

「えっ、結局あのあと、夫婦の営みは再開されなかったのですか？」

「あ……あたりまえでしょ！　だいたいそんなの初めから──」

「あーっと、未雲ちゃん！　危ないよ、足あし下もとに石がっ」

　紫峰に攫さらわれるように横にやられて、未雲はまた自分が演技を忘れていたことに気づく。

（危なかった……ほんと、気をつけなきゃ）

　紫峰に感謝の視線を投げた伐叉羅は、進むべき道を見み据すえた。

「とにかくあと二日だ。ぐずぐずしている暇ひまはない、急ぐぞ」

　大路を離れ、市中を流れる川に沿そって、すっかり花が散ちった桜並木の土手を南へ向かう。

　風光る陽気のなかを歩いていると、この景け色しきのどこかに魔物が徘はい徊かいしているとは信じられないが、目指すは不審火の被害に遭った、一件目の現場だ。

　だが美び々びしい鬼が二人と、歴史の書物から抜け出てきたような妖よう艶えんな美青年、そして彼らにがっちり周りを囲まれた、小さな普通の少女という一行は、とにかく目立つ。

「あの女の子、どこかで見た気がしない……？」

　ひそひそと後ろ指をさされながらも、未雲は知らん顔で歩き続ける。

　というか歩くことに集中しないと、この集団の歩く速度についていけないのだ。

（みんな脚あしが……長すぎるっ……）

　坂道にさしかかったときには、だいぶ距離が開いてしまっていた。ちょこちょこと必死に脚を動かして追いつこうとすると、前を行く伐叉羅が立ち止まり、振り返る。

「未雲」

「なにっ？」

　息を切らす未雲のところまで戻ってきた伐叉羅は、顎あごに手を当てて、じっと未雲を見おろす。

　なんなのだ。小さいことに文もん句くでもあるのか。

「な……なに睨にらんでんの。ケンカ売ってんの？」

「違うっての。なんでそうケンカ腰ごしなんだよ。……そうじゃなくて、たいへんそうだなと思って」

　伐叉羅は苦笑してかがむと、右みぎ腕うでだけで、掬すくうようにひょいと未雲の体を抱かかえ上げる。

「こっちのほうが楽だし早いだろ？」

「は!?　ばか、やめてよ」

　不安定さに悲ひ鳴めいを上げた未雲は、不ふ可か抗こう力りよくで伐叉羅の首に両手を絡からめる。

「あっ、これは、そのっ」

「やっぱり軽いな、未雲は」

　笑う伐叉羅の顔があまりに近くて、文句を言おうとした口がパクパクと動くだけで、声が出ない。

（……幼児なのわたしは!?）

　じたばたと暴れてみても、伐叉羅はびくともせず。

　そして、恥ずかしいから本気で助けてほしいのに、紫峰も飛天も、もはや突っ込む気はないようだ。

「未雲ちゃんいいなあ。お館、徹てつ夜やで疲れてるおれもだっこして」

「そういうことを言うから誤ご解かいされるんだ！」

「人目もはばからずいちゃつくとは、耶や眞ま土との若者も大だい胆たんになりましたねえ。しかしよいことです。仲よきことは美しきかな。嗚あ呼あよきかな～、よきかな」

「天さん、歌ってないで伐叉羅を止めてよ。耶眞土の風ふう紀きはどこにいったのっ」

　頭が痛い珍道中は、一件目の目的地まで続く。




　宝ほう徳とく町ちようは大内裏からそう離れていない、裕福な家や高級店が多い地域だ。

　そしてここは、二日前に最初の火事が起きたところでもある。

　焦こげた独特の臭においをたどって角を曲がると、元は一軒家だったと思われる建物が、真まっ黒くろにすすけた骨組みを露ろ出しゆつした状態であらわれた。

「全焼……」

　責任を感じて、未雲はいたたまれない思いで焼け跡あとを見る。

　雨もしばらく降っていないし、空気も乾かわいていた。

　きっと、あっという間に火が燃え広がったのだろう。

「子どもが行方ゆくえ不明になっているとは聞いたけど、怪け我が人にんが出たとは聞いていないよね。家の人は無事だったのかな……」

「あそこにいるのがそうじゃないか？」

　伐叉羅の指すほうを見ると、かろうじて立つ土つち壁かべの陰になっているが、焼け跡の片づけをしている若い男女がいる。夫婦だろうか。

「うん。きっとそうだね、話を聞いてみようよ」

「おーい、そこの人ー」

　紫峰が声をかけると、二人はハッと驚いた顔をした。

　焼け出されたにもかかわらず、いい身なりからして、かなり裕福なのがわかる。

　しかしその怯おびえた目が伐叉羅たちに向けられていると気づいたとき、未雲の胸に痛みが走る。

　足を止めた伐叉羅は、赤い髪を隠かくすように被衣かつぎをかぶった。

「未雲、悪いが一人で行ってこられるか？　今は、よけいなごたごたは避さけたい」

「そだね。未雲ちゃん、ごめんね？　おれもこの姿だってこと忘れてたよ」

「……伐叉羅、紫峰……」

　二人とも未雲と一緒にいるせいで、人に傷つけられてきた感覚を、いっとき忘れていたに違いない。

　傷ついた気持ちを隠そうとしている──そんな顔だった。

　世間の鬼への反応はさまざまだ。

　ここへ来る途中に聞こえてきた、好こう奇き心しんに似た陰かげ口ぐちなら、無視すれば問題はない。

　けれどこちらから人に歩み寄ろうとしたとき、その反応が高く分厚い壁となって立ちはだかるのだ。

　痛む心を重く抱えながら、未雲は焼け跡の二人のもとへ歩み寄る。

「こんにちは。この家の方ですか？」

「そうですが……あなた方はいったいなんですか？」

　警けい戒かいして体を寄せ合う二人は、未雲より遠くの伐叉羅を注ちゆう視ししている。

　むかし近所にいた悪たれどものように、攻撃してくるわけでもない。鬼をよく知らず恐れる人たち。

　攻撃されたらやり返せばいい。

　しかし自分が白しら羽は姫ひめになって変えようとしていた世せ間けんとは、こういう人たちのことだ。

　なのに、ただの巴ともえ未雲としてこの人たちの前に立っても、どうしていいかわからない。

　今の自分は、あのころとなにも変わっていない。

「……わたしは……」

「この方は白羽姫様です」

　横から割って入ったのは飛天だ。

　驚く未雲に微笑ほほえみ、彼は懐ふところから黒くろ漆うるし塗ぬりの懐かい剣けんを取り出す。

「帝の御お印しるしの入った姫の懐剣です。これで信じていただけるでしょうか？」

　不審がる二人に彼が見せた小刀の柄つかと鞘さやには、剣、鏡かがみ、勾まが玉たまをあしらった帝の印が彫ほられている。

　これが彫られた物は帝の持ち物、という意味を持ち、民たみが許きよ可かなくこの印を扱えば、たちまち死罪が確定する。

　それを見た夫婦は、顔を見合わせて頷いた。

「本物の御印ですね。実家が御ご所しよに献けん上じようする品を扱う商売をしていますから、よく知っています。……言われてみましたら、二代目白羽姫様のお顔を思い出しました。わたしどもも、あの参さん内だい行列を見物に行っておりましたので」

　ぼうっとしていた未雲は、飛天に脇わきをつつかれてハッとする。

「は──はい。思い出していただけてよかったです」

「白羽姫様は、明みよう神じん帝ていにかわって火事に遭われた方をお見舞いに来たのですよ。あちらの二人のことは心配いりませんから、少しお話を聞かせていただけますか？」

　流ちょうに話しながら、飛天は未雲に自然と懐剣を手渡してきた。

　帝の側近、白羽姫だという証あかしをくれるというのだ。

　その重みを両手に乗せ、未雲は晴れない心で、夫婦に向き合う。

「……火事の夜にお子さんがいなくなったと聞いています。今とても話をする心境ではないとは思いますが、聞かせていただけますか？」

「白羽姫様にお話を聞いていただけるなんて光こう栄えいです。……でも、あの不思議な火事の晩にいなくなった子どもは、わたしどもの子ではないのです」

「えっ？」

「私たち、まだ子どもがいなくて……あ、もうすぐ生まれるんですけどね」

　はにかむ若妻のお腹なかは、臨りん月げつらしくまるく、ふっくらしている。

　帯の位置も、妊にん娠しん中の体を気き遣づかった位置に優しく留とめられているのに、今までどうして気づかなかったのだろう。

「あの日、わたしどもは、この家の前で泣いている子どもを拾ったのです」

「拾った？」

「親に捨てられたのだと思います。一歳ぐらいの男の子でしたが、他人のわたしどもに甘えてくれて可愛い子でしたので、守しゆ護ご官かんへ届ける前に一晩うちで面倒を見ようとしたんです。でもその夜、火の気のないわたしどもの寝室から突然はげしい火が出て、飛び起きたら、あの子の姿はもう見えなくて──」

「？　二人が寝ているときに、火が出たんですか？」

「そうです。おそらく寝ている隙すきに何者かが侵しん入にゆうして、火をつけたのだろうと守護官は言っていました。誰かが部屋に入ってきた気配なんて感じなかったのですが……。その後の調べで、子どもの遺体も、あの子が持っていた玩がん具ぐも焼け跡にはなかったと聞きましたので、その放火犯が連れ去ったのではないかと……」

　悲しげに寄り添う夫婦は、せめて生まれてくる自分たちの子どもは必ず守ろうというふうに、若妻のお腹に触ふれる。

「あの子がいなくなったことも、火事もつらいできごとでしたが、わたしどもは本当の子の誕たん生じようを待つばかりですし、移り住める実家があります。それに火消しのみなさんのおかげで、隣近所に燃え移らずにすんだのが不幸中の幸さいわいでした。……白羽姫様。どうか帝に、感謝していることをお伝えください」

　揃って頭を下げる夫婦に、飛天は少し煩わずらわしそうな顔をした。神使のくせに帝への信心を喜ばないのだろうか。

　それから夫婦と少し話をして、未雲と飛天はその場を離れた。

　待っていた伐叉羅と紫峰に今聞いた話をするあいだも、帯にさした懐剣に触れるたび、未雲の心に垂たれ込めた雲は濃くなっていく。
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　もうじき日が暮れる。

　昨日の日中に起きたという第二、第三の不審火と、三件の被害者宅を回り、すべての被害者の話を聞いてきた一行は河原かわらで休きゆう憩けいをとることにした。

「あ、うまいね。天さんが買ってきたこの餅もち」

　さらりとした餡あんをつやつやの餅が包み、鮮あざやかな緑の葉が映える柏かしわ餅もち。

　それを食べた紫峰が目を輝かせると、飛天は食べ終わったあとの葉を、落ち葉のように膝ひざに積もらせて、さらにもう一つ頰張る。

「モグモグ。噂うわさによると今、市中で一番人気の菓か子しらしいですモグ」

「へえー。帝と一緒になって四十年意識がなかったってわりに、情報早いなあ」

「大内裏から容易に出られない帝に、モグモグ。世間の流行をお伝えするのも神使のつとめですモグ」

「うん、わかったけど天さん、とりあえず飲み込んでから話しなよ……」

　そんな会話が繰り広げられる横で、未雲はもらった柏餅に口をつけられずにいる。

　ここまで話を聞いてきて、気になる情報はいくつかあった。

　そのことを突き詰つめていけば、魔物を追う手がかりは摑つかめそうな気がするのだ。

　しかしそのことともう一つ、気がかりがあって、事件に集中できない自分がいる。

（伐叉羅……）

　竹たけ筒づつに注そそいだ茶を飲んで一ひと息いきつき、未雲は、少し離れた岩に座る伐叉羅を見る。

　川かわ面もを見つめる彼の横顔は気むずかしく、近寄りがたい。

　結局、三件の被害者宅すべてで伐叉羅と紫峰は恐れられ、嫌けん悪おされ、話を聞く役目はぜんぶ未雲が引き受けた。

　五年、伐叉羅と離れていたことで、傷つく痛みを忘れていたのは自分のほうだ。

　白羽姫になって彼らが差別されない世をつくる。

　そのために未雲が、白羽姫の座を手に入れようと奔ほん走そうしているあいだも、伐叉羅はこんな傷を日常的に受けていたに違いない。

　どうせこの耶眞土では、人と鬼はともには生きていけないと、再会した日に伐叉羅は言っていた。

　だから鬼の国を建て、耶眞土の人との関わりを完全に絶たとうとしていたのだ。

　朱しゆ天てん童どう子じ、鬼の国、耶眞土への失望──そういう伐叉羅をとりまくものを、自分はなにも知らない。

（……やっぱり不公平だ。わたしのことは五年も黙だまって見てたくせに）

　自分のことはなにも語らず、せっかく自分が苦労して築き上げた組織を欺あざむいてまで、助けに来てくれた。

　そんな伐叉羅に、未雲はまだお礼さえちゃんと言えていない。

（これじゃだめじゃないの、わたし……！）

　立ち上がり、川で竹筒をすすいだ未雲は、それにあたたかい茶を注ぐ。

　それを持って、未雲は緊張しながら伐叉羅のところに歩いていった。

「伐叉羅、寒くない？　お茶持ってきたよ」

「ああ、ありがとう」

　茶を受け取った伐叉羅は、意外なほど優しく笑ってくれた。

　ありがとうはこちらが言いたいのに。

　どう切り出そうか──

「未雲こそ腹が空かないのか？　せっかく飛天からもらった菓子、食べればいいだろう」

「え、見てたの？」

　てっきり、他のことに気など回っていないと思っていたのに。

　先ほど飛天が「伐叉羅殿のぶんです」と、膝の上に置いていった柏餅を取り、伐叉羅はそれをふた口で平らげる。

「……むかし、空腹をまぎらわすために、神社の境けい内だいに咲いてたツツジの蜜みつを頼っていたことをおぼえてるか？　未雲」

「おぼえてるよ、よく宮ぐう司じさんに怒おこられたもんね。……でも突然どうしたの？」

「こういうものを食べると、たまに思い出すんだ。飢うえることはさすがになくなったが、いまだにあのころに逆戻りしたらと、怯えることがある」

「伐叉羅……」

「だから未雲、食えるものは食えるときに食っておけよ。俺の座ざ右ゆうの銘めいを教えようか？『タダほど高級なメシはない』だ」

「は？」

　まじめな話をしていると思ったら、急になんなのだ。

「……それ、なんか違うと思う」

「そうか？　ま、こんなんだから心配してくれるな。俺は大丈夫だから」

「あ──」

　また気を遣われたのだ。

　悔しい、と赤くなる未雲の前で、茶をひと口含んだ伐叉羅は、紫峰と飛天がいるほうに体を向ける。

「休憩は終わりだ。先に知っていた情報と、未雲が聞いてきた話を合わせて整理していた。──おまえらも同じことを思っているだろうが、聞いてくれ」

　来る途中で少し話はしたが、伐叉羅もやはりこの不ふ審しん火びに魔物がかかわっていると、確信を得たらしい。




　三件の火事の共通点は、被害者は、奥さんが身み重おもの若夫婦であること。

　そして三組の若夫婦は、揃そろって家の前に捨てられていた子どもを助け、そのあとに不審火に遭っていること。

　また不審火の出火元は、すべて寝室であること。しかし不審者の姿は被害者も、近隣の住民も見ていない。

　そしてこれが一番不思議なのだが、火事のあと、助けた子どもが一様に姿を消しているということだ。

　ちなみにその子どもも、一歳前後の男の子で言葉はたどたどしく、張り子の馬の玩具を持っているという特とく徴ちようが一致している。




　一歳程度の子どもに、なにができるのか。

　被害者も守護官も、当然そう思っただろう。

　しかし初代白羽姫、壱い与よに封印されていた魔物が解とき放たれたのを目にした未雲たちにとっては、その子どもがあやしいと思える実証が、揃いすぎている。

　未雲、紫峰、飛天の三人の顔を、伐叉羅はぐるりと見渡す。

「その子どもが魔物だとすると、奇妙な不審火の説明はつく。問題は、そいつの目的はなにかってことと、次に奴があらわれる場所を特定できるかってことだ」

「うーん……目的がなにかはわかんないけど、次にあらわれる場所は、移動した形けい跡せきからあたりをつけられるんじゃない？」

　そう言って紫峰は、落ちていた木の枝で、河原に簡単な都の地図を描いた。

「最初が宝徳町。次は文ぶん応おう町ちようで、さっき行ってきたのがここでしょ。……だんだん南下して郊外に向かってる？」

「上じよう天てん山ざんと真逆の方角ですね」

　食べていた柏餅を口からはなし、飛天も地図をのぞき込む。

「彼らは上天山の頂いただきに空いた『穴』から、こちらの世にやってきました。……とはいえ彼らは、のんびり市中見物する間もなく白羽姫に封じられたので、土地勘があるとは思えません。となると、単に市中のどこからでも見られる上天山から、とにかく離れようとしているのでは？」

「どういうこと？」

　未雲が聞くと、飛天はおや、わかりませんかという顔をする。

「すでに『穴』は封じられて出入りは不可能ですが、もとの魔縁の世界に戻りたくないのでしょう。危険をおかしてでも欲するものがあるゆえに、彼らはここへ来たのですから」

「なるほど、一理あるな。……てことはもし奴が次にあらわれるなら、次は文ぶん亀き町ちようあたりがあやしいってことか」

　伐叉羅は三つ印をつけた地図の、都の南端に近い場所に指を這はわせる。

　しかし、やっぱりだめだとばかりに、腕を組んで唸うなった。

「身重の嫁がいる家って条件だけじゃな……。文亀町のどこか一軒にあたりをつけて待ち構えるのは、効率が悪いし、外して逃げられたら最悪だ。……他になにか、奴が狙ねらう家を絞しぼりこむ条件はないのか」

「逆に、今までの三件で共通していない、異ことなっている点を探せばいいのでは？」

　またしても的まとを射いた意見を言う飛天に、伐叉羅は意表を突かれて閉口する。

「──そうか。初めて、帝があんたをよこした意味がわかった」

「お褒めにあずかり光栄です。食べますか？」

　妖艶に微笑んだ飛天は、きれいに歯形がついた柏餅を伐叉羅に差し出す。

　やっぱり変わった奴だと眉まゆをひそめ、伐叉羅は拒こばんだ。

「食い物をむだにするのは言ごん語ご道どう断だんだが、あんたの食いかけなんぞいるか」

「おや、では私がぜんぶいただきますね。モグモグ」

「そうしてくれ。……にしても異なっている点か。未雲、なにかないか？」

「待って、思い出してみる」

　今のところ、代表して人から話を聞いただけで、自分はなんの役にも立っていない。

　この二日間に、自分たちの命運がかかっているのだ。しっかりしなくては。

（なにかなかったかな、ここは違ったなっていう点）

　あたりまえだが、夫婦四組の境きよう遇ぐうはまったく違った。

　裕福な人から、夫婦揃って奉ほう公こうに出ている人までいたが、そこに規則的なものは感じられない。

　あと違った点といえば、身重の奥さんの見た目だ。

「……そういえば、最初の不審火が出た家から三件目まで順に回ってきたけど。奥さんのお腹がだんだん小さくなってなかった？」

「そうなのか？　……紫峰おまえは気づいたか？」

「まさか！　おれらは遠くにいたしねー。近くに行けても、まじまじと人の奥さん見るわけにいかないしぃ。未雲ちゃんが女の子だから気づけたんだよね」

　そう言われると恥ずかしいが、ありがと、と言って未雲は続ける。

「たしか一件目の奥さんは産み月で、二件目の奥さんは、あとひと月で産まれるって言ってた。三件目の奥さんは七なな月つきって聞いたし、お腹は三人の中で一番目立たなかったよ」

　記憶をたぐり寄せて再確認しても、間違いない。

　妊婦たちの臨月が遠のいていくのは、連続性のある変化だ。

「だんだん小さくなっていく腹か……」

　伐叉羅は立ち上がり、未雲の頭にぽんと手を置く。

「よく思い出してくれた、未雲。これで火をおこす魔物を、先回りして捕つかまえられるかもしれないぞ」

「────」

　くしゃりと髪がみだされる。

　手が離れると、伐叉羅が触れた部分の髪に触れ、未雲は赤くなった。

　昨日の夜、ものすごく近くに感じた伐叉羅の体温や髪の香り、漏れた吐と息いきを思い出してしまったのだ。

　その時間があまりに長かったので、伐叉羅は不安げにささやく。

「今のは叩いたわけじゃないぞ」

「──！　わかってるっ」

　ただうれしかっただけなのに。

　身から出た錆さびだが、どれだけ短気だと思われているのだ。

（撫なでられて怒ったりしないよ、ばか……）

　未雲は足下の小石をこつんと蹴けった。

　石が転がった先には、出発の支し度たくを始めている伐叉羅がいる。頼りになる顔をして。

「行こう。文亀町で、三件目の嫁より腹の小さい妊婦がいる家を探すぞ」

　四人は、夕暮れの道を北へと急いだ。
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　文亀町にさしかかったときには、日はとっぷりと暮れていた。

　小こ路みちを急ぐ四人は、風に混じった異い臭しゆうに足を止める。

「この臭い……」

　袖で口元を覆おおって見上げると、民家の向こうの空が赤い。

　そこに立ち上る黒こく煙えんと悲鳴が、未雲の心臓を凍こおりつかせる。

「火……っ」

「間に合わなかったか！」

　攫われるように、未雲は伐叉羅に抱え上げられた。

　首に腕を絡めると、伐叉羅の目が帯びる光が流れるように線を描き、民家の屋根へと一気に跳ちよう躍やくする。

　そこで見たのは、ひしめく長屋が燃える姿だった。

　山から吹き下りる風が火を煽あおり、炎ほのおの舌先は今にも隣の長屋や、狭い通りを越えた向かいの家にまで届きそうになっている。

「火消しはまだ到着していないようですね」

　いつの間に隣に来たのか、下げ角髪みずらにした髪を熱風に揺らしながら、飛天が言う。

「今までは風がないときだったから、火の回りが遅かったようですが、今夜は風が強いです。このままでは大火を引き起こしますよ」

「お館、どうする」

　続いて屋根に上がってきた紫峰が、伐叉羅に判断をゆだねる。

　火事が起きている家の付近には、野や次じ馬うまが集まり騒さわぎになっているのだ。

　そこへ鬼が行けばどうなるか。

　見上げると、火事を見つめる伐叉羅の瞳ひとみには苦く悩のうが浮かんでいる。

　未雲だって、今日の被害者宅で起きたできごとがなければ、鬼たちのお尻しりを叩いてでも「行こう」と言っていただろう。

　しかし今は迷いが生じている。

（あそこへ行って、また伐叉羅たちが傷ついたらどうしよう）

　どうやって二人を守ればいい？

　明神帝の右腕、白羽姫と証だてる懐剣を使うしかないのだろうか。

　与えられた物でいっとき彼らを救えても、その場しのぎにしかならないのに。

　迷いながら、帯にさした懐剣に触れたときだった。

「人が出てきたぞ！」

　通りでどよめきが起き、なにごとかと見ると、燃える家の玄関から、一人の男が転がり出てくる。

「助けてくれ！　梁はりが落ちてきて、あいつとはぐれちまった……っ！」

「あの身重の奥さん、まだ中にいるのか！」

「昼間拾った子どもがいなくなって、その子を捜すって、奥に行っちまったんだ！」

　その言葉を聞いたとたん、未雲を抱く伐叉羅の腕の力が強まった。

「飛天、未雲を頼む」

「えっ？」

　有う無むを言わさず下ろされた未雲は、「はーい」と返事する飛天に体を押しつけられる。

　そして炎に包まれる家を見据えた伐叉羅は、迷いを捨てたように屋根を駆かけ下りた。

「待ってよお館、おれも行くって！」

　ひらりと跳んだ伐叉羅に続き、慌あわてて紫峰も屋根を蹴る。

　あっという間のできごとだった。

　未雲の胸は驚きと誇らしさ、ふがいなさが入り交じり、整理がつかない。

　炎の熱に髪をなびかせ、二人の鬼は、燃えさかる家の前に降り立った。




　突とつ如じよ、火事場にあらわれた鬼に人々は騒そう然ぜんとなる。

「なにしに来た、鬼！」

　罵ば声せいを浴びせる人がいれば、石を投げる人もいた。

　火を前に気が昂たかぶっているのだろう。未雲には、火事を起こす魔物より今の彼らのほうが、よほど恐ろしいものに見える。

　しかし伐叉羅は怒いかれる人々には見向きもしなかった。

　消防用の水を張った桶おけに被衣を浸ひたしたかと思うと、それをかぶり、彼は躊ちゆう躇ちよなく炎の中に飛び込んでいく。

「お館気をつけてよー！　……アンタ、見てるだけで使わないなら、それ貸して！」

　見物人が持っていた鳶とび口ぐちを、奪うように手にした紫峰は、まだ火が回っていない壁にそれを突き立てる。

　長屋の住人だろうか、それを見た女性が甲かん高だかい悲鳴を上げる。

「やめて、なにするの!?」

「なにするのって、今のうちに壊しておかなきゃ、火が隣に燃え移るでしょーが！」

　石つぶてが飛び、火の粉がかかるのもいとわず、紫峰はその細腕に似合わぬ怪かい力りきで、安やす普ぶ請しんの壁を引き倒した。

　それを未雲は、屋根の上に隠れるようにして見ている。

　伐叉羅は心配だし、紫峰も一人じゃたいへんに決まっている。

　手伝いに行くべきだと、わかっているのに足が動かない。

　──また伐叉羅たちが誤解されて、傷つくのを目の前で見るのが怖くて。

　ふいに、未雲に降る火の粉が、やわらかな朝服の袖で払われた。

「未雲殿、あなたが白羽姫になろうと思ったのは、伐叉羅殿のためらしいですね」

　見上げると、隣に並んだ飛天は優ゆう雅がに笑う。

「可愛いらしい人ですね。しかし未雲殿、まさか天あま児がつの役目が待っているとは知らなかったのでしょうけれど、あなたは白羽姫になって、どうやって鬼と呼ばれる彼らを救うつもりだったのですか？」

「それは……」

　帝から神通力を授かり、帝の右腕という立場を利用するつもりだった。

　耶眞土の人間の中で一番の権力を得て、帝にも信頼される人になって。

　そして鬼と呼ばれる人々を受け入れるよう、世に広めていこうとしていた。

　一生をかけて、できるかぎりのことをしようとしていたのだ。

　けれど、飛天から与えられた懐剣に触れて、気づいた。

　この懐剣を使って、いっとき伐叉羅たちから人々の注意をそらすことと、白羽姫の名が放つ威い光こうで世を変えようとしていたことは、同じなのだ。

　どんな名を与えられようと、中身はちっぽけで無力な巴未雲なのに。

「……帝のそばに上がっていい働きをすれば、いつか帝にも、伐叉羅たちを差別する世がおかしいってことが伝わって、なんとかしてもらえると思ってた。……本気で」

　そう考えていたのは本当だが、今はなかば自や棄けだ。

　神使相手に本音をぶちまけるなんて、どうかしてる。

「それはそれは……気の長い話ですね。帝の性格がとんでもなく悪かったら、どうする気だったんですか？」

「耶眞土を千年守ってきた方だよ？　おまけに神通力まで与えてくれるって話だったし、とにかく人じゃない、神様なんだって──性格があることすら考えもしなかった。あんな、人を実験台扱いする変人だってわかってたら、神殿には行かなかったよ」

「変人ですか？　ははっ、あなたは本当に正直で愉ゆ快かいですね。……ですが、自みずから死というものを味わってもいいと思うほど、壱与を犠ぎ牲せいにしてまで守った耶眞土を、愛しているんですけどね。帝は」

　聞き返したくなるひねくれた言い回しだ。

　だがその言葉に深い悲しみを感じるのは、なぜだろう。

「未雲殿。酷こくなようですが、借り物の力を使って訴うつたえたことなど人は受け入れません。それは千年この国の人々を見てきてはっきりしています。あなたが本当に大事な人を守りたいのなら、自分の言葉で、行動で訴えていかなければ」

「でも天さん、今わたしが出ていっても──」

「それができるのは、伐叉羅殿をえらんだ、許嫁のあなたしかいないのでは？」

「────」

　白羽姫は「与えられた」身み分ぶんだ。

　しかし伐叉羅の許嫁は自分で「なった」ものだ。

（そうだ。今のわたしは鬼の嫁なんだ）

　帝の御印を振りかざす白羽姫では、伐叉羅たちを救えない。

　ここで見ているだけでは、自分の気持ちだってまた、五年前に逆戻りだ。

　揺れる炎を見据え、未雲は顎を上げる。

「──わたし、行ってくる」

「おや、ようやくあの威い勢せいのいい未雲殿に戻りましたね。帝の前で伐叉羅殿を叩いた未雲殿、かっこよかったですよ～」

「それはもう忘れてっ」

　瓦かわらの上を慎重に下りていくと、未雲の頭を越え、目の前にふわりと飛天が舞い降りる。

「ここぞというときの、ちょっと不思議な神通力を使う神使、飛天です。──未雲殿、私が下まで送りましょう。ささ、お手をどうぞ」

「ありがとう、天さん」

　そばに寄ると、飛天は未雲の手を摑んで浮かび上がった。

　闇やみと煙けむりに乗じて野次馬の後ろへ降り立つと、あいかわらず伐叉羅と紫峰を中ちゆう傷しようする声と、火が燃え広がるのを嘆なげく声しか聞こえてこない。

　しかし屋根からは、そばに小川が流れているのが見えたのだ。

　未雲は、消防用に置かれた大量の桶に目をつける。

「……これ、借りますっ」

　未雲は桶のひとつを引っ摑むと、小川へ突進していく。




　火の中に飛び込んだ伐叉羅は、もうもうと立ちこめる煙に苦く戦せんしながらも、倒れている女性を発見した。

「おい、大丈夫か！」

　行く手を阻はばむ梁にも火はついていたが、濡れた被衣で払って飛び越える。

　倒れていた女性は、伐叉羅が抱き起こすとかすかに身じろいだ。

「……誰だれ……？　あんたなの……？」

「しゃべるな、煙を吸い込むぞ」

　頭から被衣をかぶせてやると、伐叉羅は腹に注意して女性を抱き上げた。

　あとは急いで外に出るだけだが、火の勢いが強くて、もう同じ道は戻れない。

　どうする──。

　迷う気配が伝わったのか、女性はうっすらと目をひらく。

「……どなたか知りませんが、あたしはいいから、お腹の赤ちゃん……助けて……」

「ばか、そんなのは表に出てから産さん婆ばになんとかしてもらえ」

　自分一人なら、そのあたりの壁を蹴り壊して強行突破するのだが、建物の強度がどれほど保もつかわからない。

　身重の女性を抱えていては、無茶できないから迷っているのだ。

（どうする……火の中を駆け抜けるか……？）

　火が背中に迫せまるのを感じたそのとき、煙の向こうでみしみし、めきめきと壁が唸うなった。

（なんだ!?）

　壁が外側にべりべりと引きはがされ、煙が一気に流れ出す。

　外の景色とともにあらわたのは、鳶口を手にした紫峰だ。

「けほっ……。お館、こっち！」

「紫峰か、でかした」

　燃える木片を越え、伐叉羅は女性を抱えたまま、燃える家から脱出した。

　外に出た伐叉羅に、女性の主人と産婆らしき中年の女性が駆け寄ってくる。

「おまえっ、大丈夫か！」

「……あんた……？」

　まだ目がよく見えていないのか、女性の手がむなしく宙をかく。

　その手を握りしめた主人は、伐叉羅をキッと見上げた。

　──また、理り不ふ尽じんな責めを受けるのか。

　覚かく悟ごして心を閉ざした伐叉羅だったが、主人の反応は予想とは違った。

「助けてもらっちまって、ありがとう！　あんた鬼だけど、俺の家族の命の恩おん人じんだ！」

「…………えっ」

　ぽかんとする伐叉羅の腕に、今度は産婆がねぎらうように手をかける。

「赤鬼さん、その子を下ろしてあげな。今、容よう態だいを見るから」

「あ、ああ」

　ふわふわした気持ちのまま、ゆっくり女性を地面に下ろす。

　六ろく尺しやく四よん寸すんの背丈の鬼に向かって、産婆は力強く微笑んだ。

「あとは任まかせておきな。なあに、お腹の子は六む月つきも母親の腹にいるんだ。安定しているし、大丈夫のはずだよ」

　言うなり産婆は妊婦の口元に顔を寄せ、小声で問もん診しんを始めた。

　なにが起きたのか、よくわからない。

　これまで亡なき母と未雲、仲間以外に誰が自分に「ありがとう」と言ってくれただろうか。

　誰が、攻撃する以外の手で触れてくれただろうか。

　しばらく放心していたが、伐叉羅はよろめくようにその場を離れた。

「お館、ぼーっとしてるけど大丈夫？　おーい？」

　目の前で紫峰が手を振り、やっと他の景色が見えてきた。

　いまだ燃える家では、壁を引き倒した紫峰をまねて、男おとこ衆しゆうが長屋の端を破壊している。

　そして女子どもは長い列を作り、水の入った桶を次々に手渡し消火活動をしている。

　その先頭にいて、建物に水をかけているのは、未雲だ。

　屋根にいろと言ったのに──。

　驚く伐叉羅の横に、顔を煤すすだらけにした紫峰が並ぶ。

「お館。未雲ちゃんね、たった一人で川から水を汲くんできて、消火を始めたんだ」

「未雲が？」

「うん。周りの人間は、そんなことしても火は消えないって止めたんだけど、『なにもしないよりは火の広がりを抑えられる』『あなたたちが鬼と呼んでいる人たちは、あんなにがんばってくれてる』って、未雲ちゃんが檄げきを飛ばしたら、みんな急に手伝いだしたんだよ」

　自じ慢まんの玉たま肌はだを汚し、着物もよれよれになった紫峰は、エヘヘと鼻をこする。

「おれ、変装なしの素の姿で人とまともにしゃべったのって、何年ぶりだろう……。いつもは、人間のくそったれ、そっちが滅べばいいのにって思ってたけどさ」

　紫峰の声は、少し涙声になっている。

　気のせいではないはずだが、たしかめるのは同じ男としてはばかられる。

　黙って手て拭ふきを差し出すと、紫峰は照れくさそうにそれを受け取った。

「……なんか、うれしいよね」

　人々を先せん導どうし、煤だらけになって消火をする未雲が、これまでになく輝いて見える。

　生まれて初めての気持ちだ。

「ああ、そうだな」

　このあたたかな、裏切られなかった喜びは、未雲がもたらしてくれたものだ。
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　その後守護官や火消しも駆けつけ、消火は一気に進んだ。

　居い合あわせた人々が力を合わせて根気よくがんばったおかげで、火事は長屋を一軒燃やしただけでおさまったのだ。

　みんなくたくたになり、疲つかれ果てて家路につく。

　そんななか、未雲はくすぶる火に最後の水をかけた。

（終わった──）

　ふらふらになって天を仰あおぐと、急に桶を持つ手が力を失う。

「あ、れ……？」

「未雲！」

　桶を抱えてよろめいた未雲を、すんでのところで伐叉羅が支える。

　満天の星空を背にあらわれた伐叉羅の顔に、未雲は目をぱちくりさせた。

「伐叉羅」

「……お疲れさん。大丈夫か？」

　大きな桶をひょいと取り上げ、伐叉羅は苦く笑う。

「チビのくせに、このでかい桶で水をぶっかけてたのか？　火事場のなんとかって言葉はあるが、無理しすぎだっての」

「チビって言うなっ。……必死だったんだよ」

　自力で体を起こし、ふいと横を向く。

　しかしそこで気がついた。

　もしかしたら、助けてもらった今が、ありがとうと言う絶ぜつ好こうの機会だったのでは？

（……なにやってんの、わたし……！）

「未雲がここにいた奴らに言ってくれたこと、紫峰から聞いた」

「え？」

　自分のひねくれぶりに本気で落ち込む未雲のそばに、伐叉羅は片膝をつく。

「ありがとうな。やっぱり未雲は俺の英えい雄ゆうだ」

　そんなふうに、まっすぐに見つめられて言われると恥ずかしい。

（英雄だなんて）

　子どものころはたしかに、伐叉羅を守って闘たたかう正義の味方のつもりでいた。

　けれど無敵だったあの感覚は、今はもうないのだ。

「……大げさだよ。それは子どものころの話でしょ」

「大げさなんかじゃない。今でも俺はそう思ってるよ」

「また、そーいう……っ!?」

　真顔で見つめてくる伐叉羅から、逃げるように視線をはずしたときだった。

　突然、未雲の体を強烈な悪お寒かんが走り抜ける。

（……な、に、これ……）

　ざわざわと肌が粟あわ立だち、髪が逆立つ感覚が、未雲の表情をこわばらせる。

「どうした？」

　立っていられずしゃがむと、心配そうに伐叉羅が顔をのぞき込んでくる。だが答える余裕がないくらいに気持ちが悪い。

「具合が悪いのか？　未雲、しっかりしろ！」

「えっ、どうしたの未雲ちゃん!?」

　紫峰も駆けつけてくれたが、とにかく自力で動けないのだ。

　片膝をついた伐叉羅に寄りかかり、ぐったり目を閉じていると、しばらく姿を消していた飛天がそばに降り立った。

「どうやら、未雲殿も感じているようですね。この気配を」

「飛天！　今までどこに行ってた」

「すみません伐叉羅殿。未雲殿が消火にはげんでいるあいだ、少しズルをして、風を弱めていました。火が燃え広がらなくてよかったですね」

　言い訳が壮そう大だいすぎてよくのみ込めないが、とにかく協力はしていたらしい。

　未雲はうろんげに顔を上げる。

「天さん……これ、なんなの……？」

「その感覚は、魔物がそばにいるという証です。天児交こう換かんの儀ぎは失敗したけれど、未雲殿は、魔物を封じていた壱与と一瞬ではあったが交わった。それを機に魔物の気配を感じやすくなったのでしょう」

「じゃあ、この近くに魔物が……？」

　未雲の言葉に、一同に緊張が走る。

　焼け跡の黒く焦げた木が落とす影。人が去ったあとの辻つじ。

　あらゆる暗がりに神経が逆立つ。

　だが伐叉羅は、顔色が抜けていく未雲を一番に心配した。

「それはわかったが、未雲の具合はなんとかならないのか、飛天」

「はいはい。こんなこともあろうかと、あの懐剣を渡しておいたのですよ」

「懐剣？　これか！」

　伐叉羅は未雲の帯に見慣れぬ懐剣を見つけ、素早く抜き取って飛天に渡す。

「いやはや。さすが未雲殿のこととなると、伐叉羅殿は目の色が変わりますねえ。……未雲殿。この剣は帝が清めの呪まじないをかけた剣です。握にぎっていれば気分がよくなりますよ」

　言いながら飛天は未雲の両手をひらき、それを握らせる。

　清めの効果はすぐにあらわれた。

　ぞくぞくと体を震ふるわせていた吐はき気と悪寒が、じょじょに薄うすれていく。

「……少し楽になってきた……ありがとう天さん」

「どういたしまして。ただ──儀式のあとにあなたが意識を失ったのも、壱与との交わりが原因だと思います。一度にあれだけの数の魔物に近づいたせいで、魔ま障しようを引き起こしたのでしょう。もしかすると、他にもなにか影響が出てくるかも……」

「なんだそれ。未雲は大丈夫なんだろうな？」

　ぼんやりと目を開けた未雲は、怒る伐叉羅の顔を見上げる。

（もしかして、壱与様の夢を見たのも、交わったせい……？）

　視線を通りのほうへ移した未雲は、はっとした。

　半分に欠けた月と、星明かりにほの蒼あおく照てらし出された道。

　そこに小さな黒いものがいて、地面に濃い影を落としている。

　小さいが人の手足を持った黒いものは、未雲の視線に気がつくと、ふいに出現した四つ足のなにかに跨またがった。

　そしてなにかに跨がった黒いものは、通りの奥へと、すごい速さで駆けていく。

　そこまで見届けてから、未雲は慌てふためいた。

「ば、伐叉羅、あれだよ、子どもの魔物！　追ってっ」




　伐叉羅と紫峰は、急いで魔物のあとを追っていった。

　まだ動けない未雲は、飛天とともにその場で待つ。

　じりじりと二人が戻るのを待っていると、しばらくして、伐叉羅と紫峰は首をかしげながら帰ってきた。

　彼らの超人的な速さをもってしても、魔物を見つけることはできなかったのだ。
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　飛天は、空から振ぶりで戻ってきた二人に目を丸くした。

「ええっ、あなた方は二人がかりで追って、魔物にかすりもしなかったんですか？」

　悪気があるのか、ないのか。

　なぜ取り逃がしたのかと興きよう味み津しん々しんの顔で迫る飛天に、紫峰はぐっと悔くやしそうに顎を引く。

「あいつ小さいから、狭いところに逃げ込まれたらお手上げっていうか……途中で見失っちゃったんだよ。でも、おれはともかくとして、お館ほどの脚きやく力りよくを持ってる人はなかなかいないんだよ？」

「でも、取り逃がした……と。その魔物なかなか手て強ごわいですねえ」

「くーっ、天さんの意地悪！」

　紫峰が悔しがるのはわかる。

　これまで自分たち以外の存在に、脚で負けたことなどなかったのだろう。

　しかしどんなに悔しがっても、残りはあと一日しかない。

　せっかく体調は回復しても、頭の痛い問題は残ったままだ。

「伐叉羅が追いつけないなんて、どうやって捕まえれば……」

「先回りする作戦はいいと思ったんだがな」

　腕を組む伐叉羅もやはり、むずかしい顔だ。

「あのう、お話し中にすみません。よろしいですかい？」

　声をかけてきたのは、伐叉羅が火の中から救った女性の主人だった。

　後ろに控ひかえている奥さんも具合がよくなったらしく、煤だらけのまま進み出てくる。

「赤鬼さん、みなさん、助けていただいて、本当にどうもありがとうございました！」

「おかげさまでこいつも腹の子も無事だ。火を消してもらったことも、なんて礼を言ったらいいのか……鬼だって関係ねえや、一生恩おんに着るよ、ありがとう！」

　夫婦そろって頭を下げられ、全員、顔を見合わせて照れてしまう。

　伐叉羅はこそばゆい顔で、首を振った。

「いいんだ。腹の子が無事でよかったな」

　そのとき未雲は初めて、奥さんのお腹を注視した。

　言われなければ身重だと気づかないほど、ほとんど目立たない。

「はい、おかげさまで。でも昼間に助けた子がいなくなってしまって……連続不審火の話は聞いていましたけど、あの子もその放ほう火か犯はんに攫さらわれたんでしょうか」

　相手は魔物だからご心配なく、とは言いにくい。

　しかしもしかしたら、本当の捨て子だった可能性もあると思い、未雲は聞いた。

「その子、一歳ぐらいの男の子で、馬の玩具を持っていませんでした？」

「そうです。どうしてご存じなんですか？」

「あー……その子ならちゃんと逃げてますよ。普通の子じゃないので」

「普通の子じゃない？　やっぱり！」

　合が点てんがいったという顔をしたのは、奥さんだ。

　魔物はこの人の前で、なにか不審な行動を取っていたのだろうか。

　今までの夫婦からは聞かれなかった新情報なら、あの魔物と再び接せつ触しよくするための、手がかりになるかもしれない。

「あの。やっぱり、って？」

「あたし今夜は寝つきが悪くて、床とこに入ってからしばらく起きていたんですけど、あの子寝ているあたしのお腹に、何度も頭を押しつけてきたんです。その後すぐに火が出たんですが、その直前に聞こえたんですよ。『これもダメか』っていう子どもの声が」

「これもダメか？　……って、その子が言ったんですか？」

「ろくにしゃべれないものだと思っていたのに、そのときだけはっきりそう言ったんです、あの子。……気味悪かったけど、子どもを見捨てるなんてできないでしょう？　だから助けようと、家の奥に──」

　大事な命を守るようにお腹を押さえ、女性は身み震ぶるいする。

　無理もないだろう。もう少しで自分の子まで失うところだったのだから。

　奥さんの肩に手を置いた主人も、複雑な心境のようだ。

「こいつからその話を聞いて驚いてさ。……あの子がいなくなったのは心配だけど、少しほっとしてるよ。こいつと腹の子になにかあったらたいへんだからな」

　それから、夫妻はひとまず親しん戚せきの家に身を寄せると言って再度頭を下げ、焼け跡を離れていった。

　これもダメかとは、どういうことだろう。

　お腹に頭を押しつける行こう為いが示す意味は？

「……未雲。あの人の腹は、前の不審火に遭った夫婦の嫁より、小さくなっていたか？　六月になると言っていたが」

　伐叉羅の問いに、未雲は頷く。

「今までで一番目立ってなかったと思う。……これもダメかって、もしかしてあの魔物は、火をつけることが目的じゃなくて、奥さんたちになにかするつもりなのかな」

「……それ、当たってたらやばくない？」

　紫峰のひと言に、水を打ったようにしんとなる。

　体をいたわらなければいけない、子を宿した女性が危険に晒さらされているとすれば、今まで不幸が起きなかったことが奇跡に思える。

　すると、じっと思し案あんしていた伐叉羅が顔を上げた。

「俺も魔物の目的は妊婦だと思う。狙う目的はわからないが、今までは、その目的が叶かなわなかったから、逆さか恨うらみか、もしくは自分が突然消えても不自然じゃないよう、火をつけて逃走しているんじゃないか」

「じゃあ、もし目的に叶う妊婦さんに当たったら──」

　どうなってしまうのだろう。

　わからないが、なにかあればお腹の子の親は、特に母親はきっと死ぬほど悲しむ。

「……伐叉羅、わたし」

「奴が狙う家の条件はわかった。残り一日、今度は自分たちがおとりになって、向こうから来るのを待つ作戦に変更しよう」

　言おうとしていたことを伐叉羅が先に言ってくれたので、未雲は目を瞬しばたたく。

「それって、わたしが妊婦さんのふりをするってことだよね？」

「頼めるか？　未雲」

「もちろん。わたしもそれが一番いいと思う」

「そうか。だったら、この作戦は成功間違いなしだな」

　小さく微笑む伐叉羅からは、強い自信が感じられる。

　そう言われると未雲もなんだか、成功するような気がしてくるから不思議だ。

（でもどうして成功間違いなし、なんだろう）

　首をかしげると、それまでずっと黙って会話を聞いていた飛天が、真顔で言った。

「ふりだなんて生ぬるい。お二人とも、どうせならこれを機に子を成すつもりで、許嫁から本当の夫婦になってしまえばいいじゃないですか」

「……！」

　未雲は固まり、紫峰はあちゃあ、と顔を押さえる。

　ときどき忘れそうになるけれど、あの帝の使いというだけはある。

　大まじめな顔で答えを求める飛天に、伐叉羅はふっと金の眼めを細めて笑う。

「それはだめだ。俺たちは祝言を挙あげていないからな」

「夫婦になって幸福かどうかは、祝言を挙げたかどうかは関係ないでしょう。今どきの若者が、そんな形式上のことを気にしてどうするのです？」

「そんなんじゃない。ただ祝言ってのは、世間から認められて祝福された二人が夫婦になる、通つう過か儀ぎ礼れいみたいなものだろ。それが叶わないうちは、あってはいけないんだよ。未雲と俺が本当の夫婦になることはな」

「────」

　鬼が人と結ばれても、誰も責せめたりおかしな目で見たりしない。そんな世にならないと夫婦にはなれないと、伐叉羅はそこまで考えていたのか。

（設定が細かいな……でもそれなら、夫婦にならずにいる理由として筋がとおってるよね）

　あくまでフリなので他ひ人と事ごとのように感心していると、横から紫峰が割って入る。

「お館それはないよ。未雲ちゃんを守ろうとしてるんだろうけど、それを条件にしてたら、二人は永遠に夫婦になれなくない？　ほ、ほら、攫ってまで未雲ちゃんをお嫁さんにしようとしてたこと、思い出して!?」

　紫峰はかわいそうなぐらい冷や汗をかいている。心を見み透すかすような飛天の視線を受け、伐叉羅はあきれた顔をする。

「……気が変わったんだよ。白羽姫になった未雲の気持ちが最優先だ。それに永遠もくそもあるか。明日じゅうに魔物をなんとかできなければ、俺たち二人は死ぬんだぞ」

「そうだよ。今は明日のことに集中しないと」

　冷静な口調で伐叉羅を援えん護ごすると、伐叉羅はふっとさびしげに微笑む。

「未雲ならそう言うと思った。……だが、少しはさびしがってくれないのか？」

「え？　どうして？」

「どうしてって」

　少し驚いた顔の伐叉羅は、あきらめたように短くため息をつく。

「よくも悪くも、未雲はまだあのころのままなんだな」

　なんだそれは。

（だって、それでいいんだよね？　鬼と鬼嫁復活だって言ったじゃない）

　伐叉羅の考えは、わかっているつもりだ。

　人と鬼が祝言を挙げて夫婦になる──それが現実になったときこそ、この世は鬼にとって、住みやすい世になっているはず。

　もしいつか、人と鬼が寄り添うのが自然になって、そこから夫婦がいくつも生まれれば、それはなんて素敵なことだろう。

　……なんて、まずは明日の大役をこなせるかどうかを心配しなければ。

　そもそも妊婦さん役って、いったいどうすればいいのだ？
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　翌日。

　市し中ちゆうを吹き抜けた強い風が、裸になった桜の梢こずえを揺らす。

　米と野菜を育てる農家が人口の大半を占め、ゆうべ隣となりの文ぶん亀き町ちようで火事があったことは、半はん鐘しようの音と赤く染まった空を見上げて知った程度。

　そんな都みやこの辺へん土どに暮らす民たみたちは、春の日の朝を平へい穏おんに迎えた──はずだった。

「ごめんくださーい」

　集落のなかで一番大きな家の戸口が、勢いよく叩たたかれる。

　迷めい惑わくな来客に起こされたその家の妻は、しぶしぶ戸を開けた。

「はいはい、誰だれですか、こんな朝早くに……ッ!?」

　妻は、驚おどろきのあまりあんぐり口をひらいた。

　戸口の外には、世にも奇き妙みような紫むらさき色の髪の鬼おにと、頭の横に輪っかをぶら下げたキテレツな髪型の美び丈じよう夫ふが、にこにこしながら立っているのだ。

「おはようございまーす。すみません、隣の空あき家やっておたくのですか？」

　おそろしく白い歯を出して笑う紫の鬼が指し示すのは、夫の祖父母がむかし住んでいた離れのことだ。今は二人とも亡なくなっているので空き家になっている。

　鬼の足あし下もとにある、布のかかった櫃ひつのようなものが気になる妻は、声を震ふるわせた。

「そ、そうだけど……なんなの、あんたたち……」

「あの家を、売ってほしいのですよ」

「は？」

「実は私たちの主あるじが、あの家を気に入ってしまいまして。だんな様は、奥様がご懐かい妊にんされたので、静かな環境で過ごされたいとご所しよ望もうなのです」

　紫の鬼とキテレツ美丈夫は、うやうやしく頭を垂たれながら体を横にずらす。

　前列の二人だけでも衝しよう撃げき的てきだったので、気づかなかった。

　そこには普通の人間の──花刺し繡しゆうの入った桃色の着物を着た、まだ十四、五歳ほどの小柄な少女と、背が高く攻撃的な赤い髪の鬼が、寄り添って立っていたのだ。




　玄関に出てきた女性が侮ぶ蔑べつと疑うたがいの目で、二人を凝ぎよう視しする。

「夫婦？　人と鬼が？　しかもその娘さん、懐かい妊にんしてるのかい？」

　完全に疑われている。

　じろじろとお腹を見られ、未み雲くもは伐ば叉さ羅らの着物の袖そでをきゅっと摑つかみ、うつむく。

（や、やっぱり、わたしみたいな女らしさのかけらもない、色気なしのちんちくりんじゃ、妊にん婦ぷさんには見えないんじゃ……）

「大丈夫だ、未雲」

　そっとささやいた伐叉羅は、本当の妊婦をいたわるように優しく肩に触ふれる。

（伐叉羅……）

　彼自身も緊張気味だったにもかかわらず、伐叉羅は戸口の女性と向き合った。

「突然押しかけてすまない。無ぶ礼れいは承しよう知ちだが、嫁よめのためにあの家を譲ゆずってくれないか」

「いやだと言ったら、あんたら鬼は、うちを襲うつもりなんだろう」

「そんなことはしない。ただ俺の嫁はこう見えて、つわりがひどくなると手がつけられないくらい暴れるんだ。そんなわけでさっさと決めてくれると助かる」

（なにがそんなわけでだっ）

　真顔で噓うそを言うなと、未雲は伐叉羅の腰こしに、げしっと一発拳こぶしを入れた。

「……だっ!?」

　顔を歪ゆがめる伐叉羅と、ぶすくれた未雲を見くらべた女性は、疑ぎ惑わくの表情を消さない。

「あやしいねえ。このあいだも白しら羽は姫ひめ様が鬼に拐かどわかされる事件があったっていうし、その女の子、あんたらが無理やり攫さらってきたんじゃないの？」

「そんなことないです。わたしはこの人の、お、おっ……奥さん！　です！」

　言葉で、行動であらわさなければと、未雲は笑顔で伐叉羅の腕うでにしがみつく。

　しかしその芝しば居いは、昨晩紫し峰ほうが演技指導してくれた「あまあま」な雰ふん囲い気きとはほど遠く、子どもが大人おとなの腕にぶら下がっているようにしか見えない。

（しょうがないでしょ、わたしには色いろ恋こい沙ざ汰たに関する才能がないんだから！）

　苦笑する紫峰を非難の目で振り返ると、ふいに、しがみついていないほうの伐叉羅の腕が、未雲の背中に回された。

「え。……えっ？」

　気づいたときには伐叉羅に抱き寄せられ、未雲は彼の胸にすっぽりとおさまっていた。

「……っ」

　逞たくましい胸に、頰ほおが触れる。

　慌あわてて顔を離し伐叉羅を見上げると、彼は穏おだやかな口調で、戸口に立つ女性に言った。

「攫ったとは人聞きが悪い。俺は子どものころから、彼女を妻にすることだけを夢見てきたんだ。どぶのような境きよう遇ぐうを生き抜いて、ようやく念願叶かなったっていうのに」

「──え？」

　未雲が驚いたせいで、女性の目はさらに厳きびしくなる。

「その子、今初めて聞いたって顔してるじゃないか」

「俺も今初めて言ったんだ。嫁は極度の照れ屋なんでね」

　ぽかんとしていると、横から紫峰の「未雲ちゃんが驚いてどーすんの！」と焦あせる声が聞こえた。

　はっとして、そうか、これは芝居なのかと思い出す。

（でも、伐叉羅のは演技じゃなくて本気に見えるんだもの！　……一瞬、信じそうになっちゃったじゃない……！）

　恥はずかしい間違いに気づいて、目元を赤らめて伐叉羅を睨にらむ。

　微笑ほほえんだ伐叉羅は、演技とは思えない愛いとしさのこもった動きで、未雲を抱き寄せた。

「すでに子どもまで授さずかっているのにな。……では奥方はどうしたら、俺たちが夫婦だと信じてくれる？　二人が愛し合っている仲だという証しよう拠こが必要なら──」

　ふいに伐叉羅の指が顎あごにかけられ、未雲はぐぎっと上を向かされる。

　いきなりなにをするんだと思った瞬しゆん間かん、彼のおそろしく整った顔が、くちびるが触れ合うほどに迫せまっている。

（……っ、証拠って、そういうこと!?）

　かぁぁっと全身が燃えるように熱くなり、未雲は必死に逃げようと試こころみる。

「……ちょ、ちょっと伐叉羅、なにしてんのっ」

「なにって、いつもしていることだ。あの家が欲しいんだろ？」

　伐叉羅が目の奥でにやりとするのを感じた。

（もしかして伐叉羅、わたしをからかって楽しんでる!?）

　戸口に立つ女性は赤面しつつしっかりこっちを凝ぎよう視ししているし、紫峰も少しは同情してくれていそうだが、止めてくれる気配はない。

　飛天にいたっては「いいぞやれ、もっとやれ」と、ものすごく小さな声で声援を送ってくるしまつだ。

　顔から火が出そうなくらい恥ずかしかった。
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　なのに、涙目になる未雲に、赤い睫まつ毛げを伏せた伐叉羅の顔はゆっくりと近づいてくる。

（い……いくらなんでも、これはやりすぎだってば……！）

　痛みを覚かく悟ごするように、ぎゅっと目を瞑つぶったときだった。

「どうしたんだよ、朝っぱらからうるせえな──ってうわああっ、鬼!?」

　この家の主人の登場に、未雲はすかさず、伐叉羅の顔をむぎゅっと手で押しのけた。

「あ、あんたっ。この鬼が、うちの離れを売ってほしいって」

「なんだと!?　鬼に売るモンはねえぞ、帰れ、帰れっ！」

「いてて……まあそう言うな。──紫峰」

　半はん眼がんで妖あやしく微笑んだ紫峰は、足下に置いていた櫃の布を、するりと取り払う。

　蓋ふたの開いた櫃の中には、艶つやめく絹きぬの反たん物ものや鮮あざやかな青い硝子ガラスの洋杯、細やかな金きん細ざい工くの小こ函ばこなど、舶はく来らい品ひんとおぼしき宝が山と積まれている。

　夫妻の顔が欲に緩ゆるんだ。

「そこまで言うなら……。ま、まあどうせいつか壊す予定だったし？」

　あっさりと、交渉は成立した。




　外に出ると、垣かき根ねの外に集まった村人たちが、興味と恐怖が入り交じった目でこちらの様子をうかがっている。

　鬼の夫婦が越してきたという噂うわさは、すでに出回りはじめているようだ。

（作戦は今のところ成功……か。あそこまでしたんだから、当然といえば当然だけど）

　抱きしめられた感覚を思い出して赤面した未雲は、キッと伐叉羅を見上げる。

「さっきのはやりすぎだからね、伐叉羅。ほんとびっくりしたんだから」

　戒いましめを込めて言うと、伐叉羅は「そうか？」とそらとぼける。

「人前ですることはないだろうが、あれぐらい、夫婦なら普通にみんなやってる」

「世間の普通がわたしに通用すると思う!?　言ったでしょ、初心者だって！」

「開き直りかよ……。じゃあ、これならどうだ。初心者向けだろ？」

　そう言って伐叉羅は、すっと手を差し出す。

「転ぶといけないからな。ほら」

　手をつなげと。

　垣根の外からの視線が、伐叉羅の差し出す手に突き刺さっている。

（夫婦なら……これぐらい普通なんだよね）

　人前だからとか、恥ずかしがっている場合じゃない。

　おずおずと手を伸ばして、指先で触れると、大きな手のひらがぎゅっと未雲の手を包み込んだ。

「小さいな、未雲の手」

「……だんな様の手が大きすぎるんです」

　恥ずかしくてうつむくと、外でひそひそと、話し声がさざめいた。

　針のむしろの状況は落ち着かないが、こうして、存分に噂を広めてもらうのだ。

　今日一日であの魔ま物ものを確実におびき寄せる。

　そのためにはゆうべ狙ねらわれた、六む月つきになる子を宿やどした妊婦よりさらに、子を宿して日が浅い妊婦がここにいると、盛せい大だいに吹ふい聴ちようしてもらわないと。

　どこかにひそむ魔物の耳に届くくらいに。そして同じ条件の候こう補ほが他にいたとしても、是ぜが非ひでもこちらを気にして、えらんで襲ってくるように。

　だがそれだけ、鬼と人の少女の夫婦を見る視線は厳しい。

　それはわかっていたのだが──。
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　簡単に掃そう除じと食事を済ませると、昼を過ぎていた。

　紫峰と飛ひ天てんは再び出かける支し度たくをして、戸口に立つ。

「じゃあおれと天さんは、挨あい拶さつ回りがてら、この村に他に妊婦がいるかどうか見てくるよ」

「ああ。頼んだぞ」

「気をつけてね、二人とも」

　手を振ると、ことさら飛天は張り切っていた。

「はい、頼まれましたし気をつけて行って参ります」

　正直、神しん使しをここまで付き合わせていいのかと迷う。

　ふと考えてしまうが、飛天が手伝うと言ってくれているのだし……。

「ささ紫峰殿、押し込みの打ち合わせをしましょう。今度はどんな連れん携けいで攻めますか？」

「押し込みって天さん、強ごう盗とうやってるんじゃないんだから」

　……どうやら心配はいらないようだ。

　手を振りながらあぜ道に出ていく二人を見送って、未雲と伐叉羅は家に入る。

　そしてすぐに戸に隠かくれて、外の様子をうかがった。

「いる？」

「ああ。さっきより増えてるな」

　垣根の外には朝よりも人が集まっていて、家の中をのぞこうと必死だ。

　紫峰と飛天はぬかりなく、その人たちにも「つまらないものですが」と近づきの品を差し出していく。

　若葉色の小さな包みには、絹の手て拭ふきと金こん平ぺい糖とうという舶来菓が子しが入っている。

　伐叉羅の財さい布ふだよりの買ばい収しゆう行こう為いだが、もらった人はまんざらでもなさそうな反応だ。

「あいつら、こんなもので買収されるかって顔して、物だけはしっかりもらっていくな」

「伐叉羅？」

「──魔物のことさえなけりゃこっちから願い下げだけどな。この程度で心を動かされるような人間、近づきになんかなりたくもない」

　カタン、と戸から手を離し、伐叉羅は土ど間まの奥へ入っていく。

　未雲だって本当はこんなこと、したくない。

　物で釣つった気持ちなど、本物ではない。白羽姫の座を手に入れても、人の気持ちを変えるのは困難だと知った今なら、それがいかに虚むなしいことかはわかっている。

　しかし命をつなげるかどうかの猶ゆう予よは、今日一日しかないのだ。

（効果的に魔物をおびき寄せるため、これは必要なことなんだ）

　作戦が決まってから何度目かになる暗あん示じをつぶやくと、紫峰と飛天と入れ替わるように、戸口に家主夫妻があらわれた。

「あ、今け朝さの。……どうしたんです？」

　未雲が出ていくと、夫妻は「おまえが言えよ」「いや、あんたが」と発言を押しつけ合う。そして結局は亭主のほうが、決まり悪そうに言った。

「あんたらやっぱり出ていってくれないか？　もらったもんは全部返すからさ」

「えっ？」

「あのあと村むら長おさたちが文もん句くを言いに来たんだよ。このままじゃ鬼に家を売ったおれらが、村むら八はち分ぶにされちまう。だから」

「──そんな、一度約束したのに！」

　夫妻に詰つめ寄った未雲は、後ろからふわりと回された伐叉羅の腕に、抱き込まれる。

「どうした未雲。怒おこると体にさわるだろう」

　優しく言われ、自分は妊婦役をしているのだったと思い出す。

　つい、鬼の存在を否定されたことにカッとなってしまった。

「……ごめん」

　落ち込む未雲の肩を軽く叩き、伐叉羅は夫妻に向き直る。

「くれた物は返さなくていいから、今日一日だけここを貸してくれ。そうしたら俺たちは明日には消える」

「ほ……ほんとか？　じゃあ頼むぞ、約束だからな」

　身勝手で現金なことを言う相手に、伐叉羅は金の眼めをすっと細める。

「俺は約束は必ず守る。あんたらと違ってな」

「ひいっ！」

　転がるように逃げていく夫妻に、伐叉羅は魔ま縁えんに落ちろと親指を逆さにする。

「ふん。俺の自じ慢まんは、支払い期日を送らせたことが一度もないってことなんだよ」

　本気で脅おどす気のない脅し文句を言ったあと、伐叉羅は苦笑を浮かべた。

「悪かったな未雲、俺といると面倒ごとばかりで、つらい思いをさせる」

　未雲は必死に首を横に振る。

（つらくなんかない。そうじゃなくて）

　いつからか変なのだ。無む謀ぼうなくらいの行動力で白羽姫にまでなった自分が、今までなら迷いなく対たい抗こうできていたことに、傷ついたり迷ったりしてしまう。

「なんだか弱ってるな、ひーちゃん」

　伐叉羅の指摘に、どきりとした。

「前はこういうとき、なに言ってるって頭突きの一発も食らわしてきたもんだが。なにもしてこないってことは、本当につらい思いさせてるんだな」

「つらくなんか……。でも今のはひどいでしょ。伐叉羅が人を見み限かぎるんじゃないかって、不安になって」

「ゆうべ火事から助けた家族や、産さん婆ばの姐ねえさんみたいな人間もいるんだ。見限ってなんかいないさ」

「でもあんなたいへんな思いをして、伐叉羅のことをわかってくれたのは三人だけだよ？」

「三人もいたじゃないか」

　照てれくさいのか、伐叉羅はそらとぼけたふうに明後日あさつてのほうを見る。

「俺は、むしろ希望を持ったけどな」

「──変わったね、伐叉羅」

　なんだか、再会したときと立場が逆だ。

　あれだけ人への信頼が冷め切っていた伐叉羅が、こうも言ってくれるなんて。

　すごくうれしいはずなのに、心が晴れない。

「わたしはどうしたんだろう。叶えたいことは自分の言葉で、行動で示していかなければと思うのに、すぐ気持ちがくじけるの」

　きっと世を変えてみせると意気込んでいた、あのころの自分がすごく子どもに思える。

　世を変えるって、とてもたいへんなことだ。

「こんなことばっかりで……本当に鬼と人が通じ合う日は遠いんだなって」

「──。それ、もしかしてゆうべ俺が言った祝しゆう言げんの話を気にしてるのか？」

「え？」

　顔を上げると、そわそわとした伐叉羅の視線とかち合う。

「俺達が祝言を挙あげられる日が来るかどうか、心配してるのか？　と聞いてる」

「そ、そんなわけないでしょーが！　ばかじゃないの！」

　早口でまくし立て、未雲はぱっと身を翻ひるがえして板いた間まに上がった。

（ああ、びっくりした……）

　伐叉羅に背を向けて座り、胸に触れてみるとまだ心臓がどきどきしている。

　きっと今、自分はすごく変な顔をしているに違いない。

（伐叉羅がいきなり変なことを言うからっ。……そりゃ、人と鬼が夫婦になる日が来ればいいとは思うけど。でもわたしと伐叉羅はただの鬼と鬼嫁で、本当の許嫁いいなずけじゃないのに、なんでわたしが祝言を挙げられるかどうかなんて、心配しなきゃいけないの！）

　だんだん思考がこじれていき、そして最後には自分でも、なぜ怒っているのかもわからなくなる。

　しかし、必要以上に言い方がきつかったのはたしかだ。

　ちら、と振り向くと、伐叉羅はゆうべのようなさびしげな顔でこちらを見ている。

（体は大きいくせに、そんな子犬みたいな目で見ないでよ……）

　たちまち罪悪感が膨ふくらんで、未雲は立ち上がる。

「あの、伐叉羅、ごめんね。わたしそこまできつく言うつもりは……」

「いい。なんとなくわかったから」

　未雲の言葉を遮さえぎって、伐叉羅は表情を和やわらげる。

「無反応よりは何倍もマシだと思えるのも、未雲に鍛きたえられたおかげだな。……あいかわらずわかりやすいよ、未雲は」

　なんとなくしゃくにさわる言い方で、未雲はムッとする。

「わたしがなにを鍛えたって？　だいたいどうして、わたしのことがわかるの？」

「そんなの、ずっと見ているからに決まってるだろ」

「────」

　どうだ、という顔で平然と返された。

　そうとう恥ずかしいことを言っていると、伐叉羅は気づいていないのだろうか。

（なんか言い切ってるけど。五年も黙だまって見てるって、変へん態たいと紙かみ一ひと重えなんだから）

　……でも、胸に広がるこのあたたかさはなんだろう。

　板間のふちに立った未雲の前に、伐叉羅が歩み寄る。

　段差のせいで目線が並ぶ。首を傾かたむけずに伐叉羅を見るのは、初めてではないだろうか。

（これ、恥ずかしいな……）

　子どものころなら気にしなかったけれど、大人になってこんなにまじまじと向き合うのは、照れくさい。

　意外な睫毛の長さにまでとまどい、あわあわする未雲の手を、伐叉羅は力強く握にぎる。

「心配するな。未雲が弱ってるなら俺が守る。気持ちがくじけそうなときは、俺が引っ張るから、大丈夫だ」

「伐叉羅……」

　なぜそこまで言ってくれるのだろう。

　どれだけ、恩を感じてくれているのだろう。

「……もうたくさん守ってもらったよ。魔物捜しだって伐叉羅がどんどん引っ張ってくれて、今だって明日には命がないかもしれないのに、愚ぐ痴ち一つ言わずに励はげましてくれて……。ありがとう伐叉羅、今まで本当に」

　やっと言えた。すごく自然に。

　握られた手が、熱い。

　なんだか目の奥まで熱くなって、鼻の奥がつんとしてきた。

　泣くのかわたしは……。

　他ひ人と事ごとみたいに考え、しかし意い地じでそれを止めようとしている自分が涙と闘たたかっている。

　伐叉羅は金の眼を大げさに瞬しばたたいた。

「やけに素す直なおだな。たまには素直なのもうれしいが、そんな明日死ぬみたいな言い方、未雲らしくないぞ」

「……だよね。わたしが始めた闘いなのに、わたしが弱気になってちゃだめだよね。……でも感謝の気持ちだけは、本当だよ……」

　突然、未雲は伐叉羅の肩口にこてんと顔を埋うずめた。

　梅ばい花かの香りがする黒髪がさらりと胸に触れ、伐叉羅は困こん惑わくする。

「未雲？」

「……………………おえっ」

　いきなりえずいた未雲に、伐叉羅は衝しよう撃げきを隠しきれない。

　だがすぐに異い変へんに気づいた。握ったままの未雲の手が、なにかを訴うつたえるように動いている。

　──魔物が近くにいるのだ。

　伐叉羅は顔を青くした未雲の帯から、清きよめの懐かい剣けんを抜き取り握らせる。

　そしてそのまま体を引き寄せ、周囲に視線を走らせた。

「来たか」

「たぶん。でも、こんな急に……」

　急速に気分が悪くなった原因はすぐに判明した。

　声を潜ひそめた二人の足下に、その魔物はいたのだ。

「とーたんっ！」

　幼児独特の甲かん高だかい声、舌足らずな言葉。

　ぎょっと見おろすと、そこには赤ん坊と幼児の中間──のような小さな子どもが、伐叉羅の着物の裾すそをぎゅっと摑んで立っていた。
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　開け放しておいた玄関から入ってきたのだろう。

　大きくて濡ぬれた目はどんぐりのようで愛らしく、頰ほおも体も丸くぷっくりとして、まるでもちもちの大福だ。

　真っ白なおしめ姿の裸の子どもは、もう一方の手で馬の人形を引きずり、驚いて声も出ない偽にせ夫婦に、邪気のない笑顔を向けてくる。

「かーたん……？」
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　おかしい。

　これまで話を聞いてきた被害者夫婦の話では、消えた子どもは言葉もろくにしゃべれなかったというが、この子はまだ立ち歩きもおぼつかないような見た目のくせに、言葉が達たつ者しやすぎる。

　普通の子ではない──それだけはわかる。

　屈くつしてはいけないという意地で睨んだが、きょろん、と丸い目で見返されて惨ざん敗ぱいだ。

（……これが、魔物!?）

　悪お寒かんにやられて、未雲は伐叉羅の肩に突っ伏し、彼にすべてを託たくす。

　伐叉羅は未雲を土間に座らせると、子どもと目線を近づけた。

「どうしたぼうず、どこから来た？　名は？」

「どこ？　名は、きえんじ」

　奇き焰えん子じ。青くなって座り込む未雲の頭に、そんな字が浮かぶ。

　もしかしたらこれも、壱い与よと交わった影響かもしれない。

「迷子になったのか。親が迎えに来るまで、うちにいるか？」

　変に媚こびたりしない、淡たん々たんとした伐叉羅の言葉は自然だ。

　しかし伐叉羅が触れようとすると、奇焰子はするりと体たいをかわし、未雲へ手を伸ばす。

「とーたんイヤ。かーたん、だっこ」

「わたしがいいの？」

「残念だがその人はおまえの母ちゃんじゃない、未雲は俺の嫁だ」

　両手を挙げて未雲の抱ほう擁ようを請こう奇焰子を、後ろから伐叉羅がひょいと抱き上げる。

「！　やだ、かーたんがいい！」

「だめだ、未雲は今具合が悪いんだ。……ん？　なんだこいつ、よく見ると背中に留とめ具ぐみたいなのがついてるぞ」

　伐叉羅が未雲にも見えるように、奇焰子の背中を「ほらな」と示す。

　たしかにそこには肌はだの色と同じ、丸い留め具のような物が背骨に沿そって並んでいる。

「ほんとだ、なにこれ……？」

　たしかめようと顔を近づけると、突然奇焰子は態度を豹ひよう変へんさせた。

「と、とーたん、ボクとーたんと遊ぶっ！」

「ああいいぜ。なにするんだ？」

「おにごっこ」

　そう来たか。

　にやりと挑ちよう発はつ的な表情を浮かべる奇焰子に、伐叉羅は受けて立とうと、彼を土間に下ろす。

「……鬼ごっこか、なつかしいな。どっちが鬼をやる？」

「おには、とーたん、でしょ？」

　こうも相手への的てき確かくな皮ひ肉にくを言える一歳児がいるものか。

　今の奇焰子に、普通の子のフリをするつもりはないらしい。

（もしかして、わたしたちのこと試ためしてる……？）

　ゆうべ会った奇焰子は、こちらからは影にしか見えなかった。

　しかし奇焰子からは、未雲たちがはっきりと見えていたとしたら──。

（そうでなくても、追ってくる人間がいたことは認識しているはず）

　奇焰子がなぜ妊婦を狙うのか、理由がまだわかっていない。

　これだけの皮肉が言える頭脳を持っているのだ。魔物の本性もあらわさないうちは、捕つかまえても言い逃れられて、逆にこちらが窮きゆう地ちに立たされかねない。

　だから伐叉羅も、その挑戦を受けざるを得ない。

「よし、じゃあ俺が鬼をやってやる。目を瞑って十数えるうちに逃げろ、ただしあまり遠くへは行くなよ。いいな」

「はーい」

　奇焰子が元気に上げた腕は、ぷにぷにしていて、針で突いたらはじけそうだ。

　目を閉じた伐叉羅が、数を数えはじめる。

　遊びとは思えない決けつ闘とうの緊張感。

　その勝負を座ったまま見守ろうとした未雲は、ふと家の中の様子が気になった。

　掃除はしたが、家具らしきものはなにも置いていないこの家。そのせいであやしまれたのだろうかと一瞬油断したら、どすんと、なにかが胸にぶつかってきた。

（えっ）

　首に巻きつく、ぷにぷにの赤ん坊の腕の感覚。

　なんと奇焰子が、胸にしがみついているではないか。

「……っ！」

　口元に指をあて、首をかしげる姿はたまらなく可か愛わいく、未雲の庇ひ護ご欲よくと母性をぐさぐさと突き刺してくる。

　しかし彼が魔物だという証拠に、未雲は強いめまいに襲われて、ぐらんと視界が揺ゆらぐ。

（倒れる……っ）

　ばたん、と未雲が板間に倒れた音に、伐叉羅もはっと目を開けた。

　板間に横向きに倒れた未雲だが、奇焰子は未雲の腕にしっかりと抱き留められ、床に放り出されることはなかった。

　おかげで自分は肩を強くぶつけたけれど。

「大丈夫か、未雲」

「いたた……大丈夫、わたしは平気」

　二人を引きはがそうとする伐叉羅を止めて、目をぱちくりさせて見上げてくる奇焰子に、青い顔で未雲は笑う。

「奇焰子は大丈夫？　どっかぶつけなかった？」

　ぽうっと頰を染めた奇焰子は、未雲の胸に抱かれながらぶんぶんと頷うなずく。

　魔物だとわかっていても、こんなに小さいのだ。ぶつけたら怪け我がをするかもしれない。

　深く考える暇ひまもなく、とっさに庇かばっていた。

　濡ぬれた黒目を輝かせた奇焰子は、ぎゅうっと未雲の胸にしがみつく。

「……決めた。ボク、おまえの子になる！」

「おいこらちょっと待て！」

　捕まえようとした伐叉羅の手を避よけ、奇焰子は未雲の体の上を這はい下りる。

　そして彼は、未雲の腹に頭を押しつけた。

（あっ、これが、ゆうべの奥さんが言ってた──）

　その部分から、かげろうのような、夕焼け色の炎ほのおがパッと燃え上がる。

「未雲！」

　熱くない。着物も燃えていない。

　だが炎と同じ、半はん透とう明めいになった奇焰子が未雲に入り込もうとした瞬間、彼の強い欲望が頭に流れ込んでくる。





《愛サレタイ……愛ガ欲シイ……愛サレタイ！》






　悲ひ痛つうな叫びを感じた。

　はっと身を起こすと、腹から顔を上げた奇焰子と目が合う。

　その絶望的な表情には、怒りと憎にくしみがありありと浮かんでいた。

「おまえ、母親じゃないな？」

　子どもの甲高い声が言うと、ぞっとする。

　犬のような牙きばをむいた奇焰子は、伐叉羅にむんずとおしめを摑まれ、未雲の体の上から引きはがされた。

「クソガキめ。本性あらわしたな！」

「あっ、このヤロなにすんだテメー。おしめ摑むなんて卑ひ怯きようだぞ、離せバカ！」

　ばたばたと短い手足を動かし宙を泳ぐ、その小さな体をぶらんと持ち上げた伐叉羅は、本当に鬼のような顔をして、奇焰子の頰をぶにっと摑む。

「もう逃がさねえぞ。今、未雲になにをしようとした」

「子どもと同化して、おまえらの子として生まれてやろうとしたんだよ！」

「なに……？」

　伐叉羅は困惑した顔で未雲を見る。

　偽にせの妊婦ではあるが、実際、未雲は奇焰子が自分に入り込んでくるのを感じた。

　だから噓ではないと思う。

「奇焰子、わたしの前にも、何人かの妊婦さんで同じことを試したでしょう」

「まぁな。四回試したが、子どもの体が育ちすぎてると自我も育ってて、ボクを受け入れないとわかった。だから今度こそと思ったのに！」

「だからどんどん、腹の小さな妊婦に狙いを変えていったのか……。だがもしおまえにその同化とやらをされたら、子どもの、もともとの中身はどうなるんだ」

「そんなの知るか」

　くわっと、奇焰子は目を剝むく。

「人の世で一番弱い存在は、子どもだろ。人の子の皮をかぶって人の世に行けば、魔縁界いち弱くて醜みにくいボクでも愛されると思った。……でもこの姿は人の子みたいに成長はしない。子どもを欲がっている人間はたくさん見つけたけど、この世で誰が、ずっと同じ姿のままの不ぶ気き味みな子どもを受け入れる？　愛されるにはなァ、成長する体が必要なんだよ！」

「奇焰子……」

　愛情を欲する悲痛な声に、心がぐらつく。

　彼は未雲と伐叉羅が天児あまがつ交こう換かんの儀ぎを失敗させ、世に放ってしまった魔物だ。

　身勝手な欲で四件もの火災を引き起こし、さらには人の子を犠ぎ牲せいにしようとした、とんでもない奴だ。

　そして今日は、自分たちの不ふ始し末まつは自分たちで贖あがなうために、帝みかどに直じか談だん判ぱんをして──もしくは神じん祇ぎ官かんの静しず生おらにだまされて手に入れた三日の猶ゆう予よの、最後の一日なのだ。

　なのに彼の愛されたいという声に、切なくて悲しい気持ちになってしまう。

「これで確定だな。都で次々に不ふ審しん火びを起こす魔物はこいつだ」

　迷いはじめた未雲とは違い、すらりと太た刀ちを抜いた伐叉羅は、その白はく刃じんを奇焰子の首にぴたりと当てる。

　奇焰子は「ヒェッ」と息を吸い込むような悲ひ鳴めいを上げた。

「お、おまえのことは知ってるぞ！　鬼っつーんだろ？　そうとう嫌きらわれてるらしいじゃねえか。誰にも必要とされていない者同士、情はわかないのかよ！」

「今日初めて会った奴に、情などわくか」

「初めてじゃないだろ、ゆうべ会っただろ！　白はく状じようするよ、鬼のおまえとならけっこううまく親子をやれると思ったから、わざと近づいたんだよ！　おまえの嫁も、優しくていいにおいがするし……」

　もじもじと指を胸の前で突き合わせ、奇焰子は未雲をちらりと見る。

　伐叉羅はその姿を未雲の視界から排はいするように、奇焰子をつまみ上げたまま、背中を向けた。

「なにを言ってもむだだ、魔物。俺たちには時間がない。文句を言うなら猶予を引き延ばせなかった帝に言え」

「帝？　おまえ明みよう神じん帝ていの命令でボクを追っていたのか!?　なんであんな野郎の言うことを聞くんだよ。おまえを、ボクを受け入れない世を作った奴だぞ！」

「帝の命令だからやってるんじゃない。これは、俺の意志でやってるんだ」

「……ははぁん、なにか弱みを握られたんだな？　だったら話は簡単だ。帝を殺せばいい」

「なんだと？」

「おまえには欲があるだろう？　欲のない赤ん坊と違って、似た欲を持つ人間になら同化してやることができるんだよ。おまえの身しん体たい能力とボクの魔縁の力が合わされば、帝にだって勝てる。そしたら握られた弱みもチャラだし、おまえにとって住みやすい世になるんじゃねえのか。……どうだ、いい話だろ？　一緒に帝を殺そうぜ。そしておまえが天下を取ればいい！」

「伐叉羅！」

　二人だけでどんどん進んでいく会話に不安になる。

　世に受け入れられない鬼の伐叉羅と、愛されない魔物の奇焰子には、通い合う部分があると思うから。

　だからたぶんこんなに、奇焰子に心が揺さぶられているのだ。

　伐叉羅は目だけこちらに向けて、大丈夫だと頷く。

「鬼の中には、その誘いに飛びつく奴はたくさんいるだろう。だが俺は帝を殺そうとか、力でどうこうしようとは考えてないんだよ」

「なぜだ！」

「なぜかって。俺は迷ったときは、この世で一番尊そん敬けいしている人ならどうするだろうかと考え、いつもそれを判断基準にしてきたからだ。だから優しいだけじゃ生き残れない鬼の世でも堕おちずにいられた。──受け入れない相手を攻撃するのは、大事な人を守るときだけだと、そこにいる未雲が、身をもって教えてくれたからだ」

「────」

　突然そう言われて、未雲は握りしめていた懐剣をぱたりと落とす。

　まさか自分のことを言っているなんて思わなかったから。

　困惑する未雲から視線をはずし、伐叉羅は奇焰子に向き直る。

「話は終わりだ。魔物、おまえに個人的な恨うらみはないが、覚悟を決めろ。──おい？」

　ぐったりと首をうなだれた奇焰子を、伐叉羅は揺さぶる。

　すると突然、異変が起きた。

　奇焰子の背中の留め具らしきもののあいだが、怪しく蠢うごめく。

　そして次の瞬間、そこから黒く長い、先端に人の五指のような突起がついた何十本もの腕が、ぞわっと飛び出す。

「なに……!?」

　関節のないぐねぐねと動く腕は、目にもとまらぬ速度で伐叉羅の体をとらえる。

「伐叉羅！」

　ぐるぐる巻きにされた伐叉羅の体は強く振り回され、壁かべに激突する。

　土壁がぱらぱらと崩くずれ落ち、まるで奇焰子の小さな体を食い破って出てきたかのような、えげつない数の黒い腕は、ぎりぎりと伐叉羅を締しめ上げる。

「……くっ……！」

《ほらなやっぱり、同化すればわかると思ったんだよ。赤鬼ィ、おまえ、心の中身は欲まみれじゃねえか……》

　黒い腕たちの根ね元もと──奇焰子の背中の、留め具の隙間からおそろしく低い声がする。

（もしかしてあの中に、奇焰子の本来の姿がおさまってるの!?）

　人の子の皮をかぶってとは、文字どおり、着物を着るように人の皮を着たということか。

　だがそれより今、奇焰子は「同化」と言った。

　無理やり、伐叉羅とするつもりなのだ。

「伐叉羅をはなして！」

　懐剣を拾った未雲は、恐怖でもつれる足で土間に飛び降り、刀身を鞘さやから抜き放つ。

　だが生き神が造り上げた争いのない世に生まれ、ましてや役人の家庭に育った未雲に、武器を手にする機会などなかった。

　ゆえにその構かまえは、自分でも泣けるほど不ぶ格かつ好こうだ。

《未雲……》

　まるで初めて知ったように名を呼ばれ、未雲は宙づりにされた伐叉羅を見上げる。

《へえ、なるほどなあ。おまえらまだ夫婦じゃないのか》

「!?　奇焰子」

　生気が抜けた表情の、伐叉羅の目が赤く光っている。

　──彼の口を動かしているのは、伐叉羅に同化した奇焰子だ。

《ククッ、おもしれー。未雲、伐叉羅は心の中でおまえに『もっと大人になってほしい』って思ってるぜ。それから『明日、命がつなげるかどうかってときに言うことじゃないから黙っているが、本当は俺のほうが、二人が祝言を挙げられる日が来るかどうかを気にしてる』だってよ。バッカだなー、その欲望は帝を殺せば一発で叶うだろっつーの》

「────」

　残ざん酷こくな子どもの口調で語られた伐叉羅の心の内に、未雲は無防備に立ち尽つくす。

　同化され、奇焰子に乗っ取られた伐叉羅の顔が、悲しくこわばっている。

　意識が奪われていても、こんなかたちで知られたくなかったと、体が拒こばんでいるように見えた。

　どうか、奇焰子の虚きよ言げんであってほしい。

　伐叉羅の心の奥にある大切な気持ちを、こんなふうに知りたくはないのだ。

「……待ってて、今、助けるから……」

　震える脚を叱しつ咤たして、未雲は、えげつない腕の魔物に懐剣を振り上げかかっていく。

　すると奇焰子の馬鹿笑いはぴたりとやんだ。

《しょうがないな、伐叉羅の欲望はボクが叶えてやるよォ！》

　伐叉羅の赤い眼がかっと見ひらき、その体から紅ぐ蓮れんの炎が立ち上る。

「きゃあっ！」

　熱風の衝撃で、未雲は玄関から外へ放り出された。




　紫峰が家に戻ると、大金を投資して買い上げた家が、とんでもないことになっていた。

「な、なんだこれ……？　お館やかたは？」

　垣根の外に集まっていた村人たちは、押し寄せた熱波に悲鳴を上げ、しゃがみ込む者、逃げ出す者と大混乱に陥おちいっている。

　庭で倒れている未雲を見つけ、紫峰は人をかき分けて彼女のもとへ走った。

「未雲ちゃん大丈夫!?　これ、いったいどーなってんの」

「紫峰！　伐叉羅が奇焰子に──魔物に体を乗っ取られたの」

　助け起こした未雲の目は、涙に潤うるんでいる。

　今まで弱さを見せようとしなかった彼女の素直さが、一瞬垣かい間ま見えて、紫峰はどきりとした。

「泣かないでよ、未雲ちゃん。もっとくわしく……っ!?」

　涙に気を取られているあいだに、未雲の背後からは、不気味なものが迫っていた。

　黒い腕に巻きつかれた、覇は気きのない表情の伐叉羅だ。

「お、お館？」

　目をこすると黒い腕は消え、燃えだした家の前には伐叉羅が一人で立っている。

　異様に光る赤い眼。

　いつものお館じゃない──。

　警けい戒かいした紫峰の頭上を、伐叉羅はふわりと越えていく。

「お館！　未雲ちゃん!?」

　紫峰の腕を飛び出した未雲は垣根をかき分け、あぜ道に出ていく。

　水を張る前の田の上を跳び、伐叉羅は市し中ちゆうの方角へ向かっている。

　その姿を目で追いながら、未雲は叫さけんだ。

「──紫峰ごめん、ここお願いっ！」

「いっ!?」

　言いながら未雲はもう駆かけだしていた。

　あんな状態の伐叉羅を追うのに未雲一人では不安だ。

　紫峰もついていこうとしたが、燃えさかる炎の勢いに後ろ髪を撫なでられ、踏みとどまる。

　家賃に当たる金はじゅうぶんすぎるほど払ってあるし、どうせ壊す予定だったと言っている家なのだから、ほうっておいてもかまわないではないか。

　そう思ったが、火に包まれる家のすぐそばには大家夫妻の家があって、燃え移らないとも限らない。

　そうなれば朱しゆ天てん童どう子じの「害を与えず富を生む」方針にも逆らうことになる。

　──どーすればいーの!?

　困り果てた紫峰の背に、ふいに心強い声がかかった。

「助けが必要かい？」

　迫る気配に、紫峰はまさかと振り返る。





[image: ]






　伐叉羅を見失わぬよう、未雲は懸けん命めいに足場の悪い道を走る。

　そこへ突然、空から飛天が舞い降りた。

「未雲殿、そのままでは伐叉羅殿に追いつくのはむずかしいでしょう」

　空から見ていたのだろうか。飛天は前置きもせず、驚く未雲の前で白馬の姿に変へん化げした。

「急ぎましょう。どうぞ乗ってくださいウマー」

「──ありがとう、天さん！」

　妙な語ご尾びのことはこの際突っ込むまい。

　風のように走る白馬にしがみつき、未雲は叫ぶ。

「天さん。魔物は伐叉羅に帝を殺させるつもりなの。だから行き先は御ご所しよだと思う」

「了解ウマ。でも今の大だい内だい裏りには魔物の侵しん入にゆうを拒こばむ、帝の結界が張られていますから、御所までは入れないはずですウマ」

　それならいいのだが──

「ところで未雲殿」

　大内裏へばく進しながら、飛天は神しん妙みように言う。

「深刻な話をしているときはこの語尾、普通に戻していいでしょうか？」

　あれはわざとだったのかと、未雲は飛天という神しん使しの難解さを思い知る。

　だがそれからは二人ともしゃべらなくなり、語尾を気にする必要はなくなった。

（伐叉羅……二人が祝言を挙げられる日が来るかどうか、気にしてるって……）

　奇焰子によってあばかれた、伐叉羅の心の内の本ほん音ね。

　それが本当なら、彼は未雲と、本物の夫婦になってもいいと思っているのだ。

　考えると、恥ずかしさで叫びだしそうになる。

（…………ばか。恩おんを感じてくれてるにも、ほどがあるよ）

　いくら未雲がモテないからといって、そこまで面倒を見てほしいとは思っていない。

　自分にだって、多少の矜きよう持じというものはあるのだ。

　ただ、そこまでつるんでくれる気があるのは、素直にうれしい。

（だってわたしも、伐叉羅といたいもの）

　そのために五年も一人で闘ってきた。

　伐叉羅の過ごした五年のことは知らなくても、伐叉羅のことを五年考え続けた。

　離れていても、自分が世を変えることで幸せになってもらえたらいい。そんなふうに意い固こ地じになっていたけれど。

　伐叉羅はちゃんとわかっていてくれた。

　未雲が伐叉羅を、他者を攻撃してでも守りたい「大事な人」だと思っていることを。

（わたしみたいなひねくれ者にとって、そういう人、貴重なんだから！）

　なくしたくない。

　だから、急がなければ。
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　市し中ちゆうを駆かけ抜けた飛ひ天てんは、大だい内だい裏りの堀ほりのそばでようやく足を止めた。

　てっきり騒さわぎになっているものと思ったが、堀の周りは静かだ。

　その奇き妙みような静けさに無言になると、白馬の飛天が横目で振り返る。

「すみません未み雲くも殿どの。読み誤あやまりました。伐ば叉さ羅ら殿は結界を破って侵しん入にゆうしたようです」

「……！　じゃあ、伐叉羅はもう中にいるってこと？」

「そのようです。もう帝みかどのいる清せい涼りよう殿でんに近いようです」

　未雲と、人の姿に戻った飛天は御ご所しよへと駆けた。

　御所は広い大内裏の中で、一番奥まった場所にあるのだ。

　飛天の先せん導どうで、いわゆる禁きん裏りと呼ばれる御所の敷地に入ると、何人もの神じん祇ぎ官かんらが慌あわただしく走っていくのに遭そう遇ぐうする。

「清涼殿で鬼が暴れているそうだ、急げ！」

　伐叉羅のことだ。

　柱に隠かくれて彼らをやり過ごした未雲の横で、飛天は顎あごに指をかけ、フムフムと唸うなる。

「この数日で何体かの魔ま物ものを退しりぞけた感覚はあったのに、伐叉羅殿と同化した魔物には結界が効きかない……か。鬼おにとは実に興味深い存在ですね」

　まるで帝みたいなことを言う。

　神しん使しだからか。いや神使だからこそ、帝の心配が最優先ではないのだろうか？

「天さん、伐叉羅が結界を破ったってことは、帝が危ないんだよ？」

「おや、帝の心配をしてくれるのですか？　未雲殿には、てっきり恨うらまれていると思っていましたが」

「……人を実験台みたいに考えるひどい人だとは思うけど、帝は鬼に偏へん見けんを持っていないでしょ。それに伐叉羅とわたしに挑戦する機会をくれて、天さんを遣つかわせてくれた人でもあるから……感謝はしてるよ、本当に」

「そうですか。今の言葉を聞けば帝の心もきっと晴れるでしょう。三日という制せい限げんからお二人を守れなかったことを、気にしていましたから」

「本当に？　そんな殊しゆ勝しようなこと、考えてるかな」

「意外と過去を引きずる性格なのですよ、帝は」

　ひとけが消えたのを見計らい、二人は殿てん上じようの間まの庭に回り込んだ。

　建物の中が騒がしいが、伐叉羅はどのあたりだろうか。

　廊ろう下かへ上がる階きざはしの前に、何人かの神祇官が固まっている。

　静しず生おへの反感から、未雲を白しら羽は姫ひめに推すい挙きよしてくれた、老神祇官たちだ。

（あの人たちなら、伐叉羅の居場所を知っているだろうけど、今見つかったら面倒だな）

　庭石の陰に身を潜ひそめると、彼らの会話が聞こえてきた。

「あの赤鬼め、魔物取りが魔物にとりつかれるとはな。……帝の目も曇くもったものよ」

「二代目白羽姫に選んでやった小娘は、根性のある面つら構がまえだと思ったがのう。鬼とねんごろとは誰だれも思わなんだから、推挙したわしらにおとがめはなかろう」

「あの鬼を帝が倒されたら、娘に魔物を封じて、帝も祈き禱とう状態に入る。さすれば鬼などに情をかける者もいなくなり、また平和な毎日に戻るだろうよ」

　鬼を擁よう護ごした帝さえも疎うとむなんて。

（……こんな人たちに、わたしは利用されようとしてたんだ）

　壱い与よのようになるのはごめんだ。

　だが天あま児がつになるのを再度拒こばめば、未雲は処しよ刑けいされ、代わりの誰かがその役目を引き継つぐ。

　そして帝がその誰かに魔物を封じて、祈禱状態に入れば、再び彼らが国の祭さい祀しを司つかさどることになる。

　人の心に強い影響を与える祭祀を、だ。

　そんなことになれば、鬼が差別されなくなる日は、永遠に来ないだろう。

「……また祈禱状態になんか入ってもらったら、困る」

　つぶやくと、飛天が隣となりでわずかに顔を上げた。

「困りますか」

「それにわたしの代わりに誰かが白羽姫になるのも、考えると胸が悪くなる。壱与様みたいな死に方をすると知らせずに、役目に就つかせるのは最悪のサギだよ。鷺宮さぎのみや様以外の神祇官も、みんなサギ男だ」

「サギ男！　……いや愉ゆ快かい愉快。やっと、未雲殿らしくなってきましたね」

　くつくつと、飛天は笑い声を嚙かみ殺す。

「未雲殿。考えようによっては、魔物の狙ねらいが帝にすり替わったのも、結界が破られたのも、未雲殿にとっては好機かもしれませんよ。あなた方を死罪にしようとしている、彼らの前で魔物を退たい治じできれば、これほど心強い証人は──おっと」

　簀すの子こ廊下の先でなにかが壊れる音がして、未雲は緊張に身を硬かたくした。




　大おお幣ぬさや剣を手にした若い神祇官らが、束たばになって庭へ逃げ込んでくる。

　廊下の角を曲がってやってきたのは、赤い髪を波打たせ、炎ほのおに包まれた伐叉羅だ。

《姿をあらわせ明みよう神じん帝てい！　こざかしい壁かべなんか作りやがって》

「伐叉羅！」

　その姿を見つけた未雲は石の陰から、ついに腰こしを浮かす。

　大おお股またで殿上間の前まで来た伐叉羅は、逃げ遅れた神祇官を衝しよう撃げき波はで吹き飛ばす。

　悲ひ鳴めいが重なり、高こう欄らんにぶつかった者、庭に落とされた者らはことごとく気を失った。

　すべての追跡者が、今の一撃だけで倒されてしまい、ここで食い止めるべき老神祇官らはすっかり腰が引けている。

「ええいっ、これでは我らの面めん目もくが立たん。鷺宮長官さぎのみやのかみはどうした？　帝のお手を煩わずらわせる前に、あの青二才に食い止めさせろ！」

「もう来ています」

　神具を手にした部下を従え、庭に入ってきた静生は、未雲を見て立ち止まる。

「巴ともえ、未雲……」

《未雲!?》

　伐叉羅も、老神祇官らも未雲に気づいて驚おどろいた顔をしている。

　しかし静生はすぐに、おまえなど役に立つかという顔をして、未雲に見切りをつけた。

「ご老人がた、文もん句くもありましょうが今は術にご協力を！」

　一いつ瞬しゆんうろたえて隙すきができた伐叉羅の周りを、静生の合あい図ずで神祇官らが取り囲む。

　陰かげ口ぐちを聞かれた老神祇官らも引け目を感じたのか、黙だまって術の詠えい唱しように加わった。

「やめて！　伐叉羅は奇き焰えん子じに──魔物に操られているだけなの！」

　飛天を置いて、未雲は階の下まで駆け寄った。

　だがその訴うつたえも届かず、陣じん形けいを組んだ静生らは、呪まじないを唱えだす。

《……？　また、なんかの術か》

　はじめは怪け訝げんな顔をしていた伐叉羅だが、術の効果はたしかにあった。

　床板に足が縫ぬい止められたかのように、伐叉羅は前へ進めなくなっているのだ。

「魔物め……ここで調ちよう伏ぶくしてくれる」

　術の合間に、睨にらみ上げてくる静生に、伐叉羅はニヤリといやな笑みを返す。

《兄ちゃん、デカい口叩いてっけど、オマエ超弱よえぇーらしいな。伐叉羅の心の内から読み取ると、自尊心ばかりが強くて実力が伴ともなわない類たぐいの人間だな。どーだ、図ず星ぼしだろ》

「おろかな。……魔物の言葉になど、耳は貸さん。──方々も、真に受けぬように！」

《ふーん。……で、足止めのつもりか？　これで》

　その表情は余裕で、蝿はえでも追い払うよううるさげに顔をしかめただけだ。

　術はあまり効いているようには見えないが、呪いを唱える静生らは無防備だ。

　未雲のこめかみを、冷や汗が流れる。

《効かないんだよ、バーカ！》

　怒声とともに、伐叉羅が身にまとった炎ははげしく燃え上がった。

　衝撃と熱波に襲われた静生らは全員、高欄の外まで吹っ飛ばされ、老神祇官らの体も宙に浮いて木に激突する。

　難なんを逃れた神祇官らは、戦意を失い遠巻きに見ている。彼らはもともと武ぶ官かんではないうえに、悪意を持つなにかと「たたかう」ことなど初めてなのだ。

「奇焰子、や……やめなさい」

　未雲は震ふるえる脚で階を上り、伐叉羅の前に立った。

　燃えさかる炎を身にまとった伐叉羅は、きょとんと未雲を見る。

《どうして。伐叉羅の心を読んで知ってるぜ？　未雲だってこいつら鬼のためにシラハヒメってのになって、世を変えようとしたんだろ？　んな回りくどいことしなくても、ボクが帝を殺して、こいつを天下に押し上げて、今すぐ変えてやるよ》

　美しい貌かおに残ざん酷こくで無邪気な笑顔を浮かべて、伐叉羅は難なく広間へ入っていく。

　廊ろう下かに倒れていた静生は、帝の影が映る奥の御み簾すに向かい、よろよろと手を伸ばす。

「帝、防ぎきれず……申し訳ありません……」

「──大たい儀ぎであった鷺宮長官。あとは私に任まかせなさい」

　御簾の内から、落ち着いた帝の声がした。

　ここで帝に、伐叉羅の体に入ったままの奇焰子を退治されてしまったら、伐叉羅は無ぶ事じでいられるのだろうか。

　それ以前に、帝の結界も、神祇官たちの呪いも効かなかったことを考えれば、もしかしたら帝でさえ、今の奇焰子に敵かなわないかもしれない。

　そうなれば帝殺しの罪は、その体を提供した伐叉羅に科かされてしまう。

（……伐叉羅はそんなこと望んでないし、そんなこと絶対にしない）

　彼は言ってくれたのだ。

　受け入れない相手を攻撃するのは、大事な人を守るときだけだと。

　それを身をもって教えた未雲を尊そん敬けいしていると。

　キッと伐叉羅の背中を見み据すえた未雲は、あとを追う。

「巴未雲、おまえになにができる、やめろ！」

　背中に静生の声がかかる。

　だが未雲は、御簾を引きちぎった伐叉羅の胸に飛び込み、しがみついて止めた。

《な……っ!?》

　伐叉羅の腕うでから燃え移った炎が、体を包み込む。

「……っ！」

　皮ひ膚ふや髪が焦こげるわけではない。胃を溶かされるような吐はき気と、冬の池に落とされたような寒気で、感覚がぐちゃぐちゃになる。

　後ろで、帝が立ち上がる気配がした。

「新たなる白羽姫。その炎は人の体に魔ま障しようを及およぼす。離れなさい」

《未雲やめろ、離せよ！》

　困こん惑わくする伐叉羅──いや、奇焰子が未雲の体を押しのける。

　だが未雲は、手離しそうになる意識を必死につなぎ止め、よろけながら帝を庇かばう。

「伐叉羅っ！」

　ぶん、と拳こぶしを振り上げると、奇焰子は条件反射で頭を抱かかえ、跳とび退すさる。

《なんだ？　体が勝手に……!?》

　とまどう奇焰子を見て、やっぱりと思った。

　伐叉羅の意識は、奇焰子に抑えられているけれど、ちゃんと存在するのだ。

　ただ腕を振り上げただけで、とっさに避よけたということは、見えているし聞こえているのだ。

　それなら、届くかもしれない。

　未雲は振りあげた腕を下ろし──その拳を、伐叉羅の胸にとんと押し当てた。

《──な、なんだ？》

「伐叉羅。わたしだって、傷つけた相手も痛い思いをするからって、なにをされても絶対に手を出さなかったあんたを、尊敬してた。あんたは『俺みたいの』なんて言うけど、わたしは伐叉羅がいてくれたから、自分を嫌きらいにならずにいられたんだよ。……わたしの英えい雄ゆうを、『俺みたいの』だなんて言わないで」

　彼がそれを口にするたび、傷ついていた。

　聞こえているかどうかは、わからないけれど。

　顔を上げ、未雲は奇焰子の表情をした伐叉羅の、赤い眼めを見つめる。

「五年間、離れていても支え合って生きていたんだもの。一人でなら無理だけど、二人でならきっと変えられるよ。鬼と人が通じ合える日まで……がんばろうよ。みんなに祝福されて、鬼と人が堂々と祝しゆう言げんを挙あげられる日まで、がんばろう伐叉羅。──魔物にいいようになんてされないで！」

　あまりにはげしい寒気と吐き気の波に、意識が押しつぶされる前に。

「一緒にいよう、伐叉羅……！」

　心からの願いをぶつけ、未雲はふっと意識を手放した。

　すると、大人おとなの話についていけなかった子どものころを彷ほう彿ふつとさせる、あどけない困こまり顔をしていた奇焰子が、急に表情を歪ゆがませる。

《……？　……や、やめろ、なにかが変だ……っ》

　頽くずおれた未雲の体を支える伐叉羅の胸の下で、心臓が大きく脈みやく打つ。




　──未雲！




　そう叫んだ声は、奇焰子に乗っ取られたままの体の外には、出ていかない。

　暗く息が詰つまる場所に押し込められている伐叉羅は、必死にあがく。

　──いいかげん俺を出せ。この体は、いまわしい赤い髪と金の目がくっついちゃいるが、ぜんぶ俺のものだぞ！

　叫ぶと、目の前にぱっと、泣いた奇焰子の姿があらわれる。

《どうしてボクを受け入れてくれないんだよぉ。せっかくビビってるおまえの代わりに、帝を殺して天下を取らせてやるって言ってるのに、伐叉羅も未雲も、怒おこってばっかだ！》

　──は？　もしかしておまえ、俺たちにかまってほしくて帝を殺そうとしてんのか？ふざけやがって……！

　逃げようとする奇焰子をむんずと摑つかんだ伐叉羅は、その小さな体を、お尻しりを前にして脇わきに抱えた。

　そしてモコモコしたおしめを、ずるりと引き下ろす。

《!?　な、なにすんだッ！》

　──決まってんだろうが。悪ガキには、お仕置きが必要なんだよ！

　それは未雲がかつて、近所の悪たれを追い回し、仕返しするときに言っていた決めぜりふだ。

　剝むき出しにした奇焰子の桃のようなお尻を、伐叉羅は容よう赦しやなくひっぱたいた。




　はっ、と気がつくと伐叉羅は腕に、気き絶ぜつした未雲を抱いていた。

　戻ったのか、と手の中の感覚をもっとたしかめようとするが、まだ意識が混同する。

《いてーじゃねえかよ、なにすんだ、伐叉羅ァ！》

　口が勝手に奇焰子の言葉をしゃべる。

　こいつを完全に追い出すにはどうしたらいいんだ。

《ばーか、ボクを追い出そうなんて、無理に決まってるだろ！》

　考えもすべて読み取られるのか。ならば──

　なにも考えないようにして、未雲の体に回した手を正面へすべらせる。

　帯の上に突き出た硬いものに指が触ふれたとき、腕の中の未雲がうっすらと目を開けた。

「……？　伐叉羅？」

　──よかった。気がついたんだな。

　伐叉羅は指先に触れたそれを──清きよめの懐かい剣けんを摑み、未雲をそばの床へ横たえる。

　そして鞘さやからすらりと剣を抜き、鋭い剣先を自みずからの胸へと向けた。

「なにするの奇焰子！」

　未雲は飛び起きた。

　奇焰子は、自分で自分の胸に剣を突きつけた格かつ好こうで、じりじりとあとずさる。

《や、やめ──》

　──いいかげんにしろ、奇焰子！

　伐叉羅は叫び、帝の呪いが込められた剣で、自分の胸を突く。

《うわぁぁぁぁっ!!》




　未雲の目の前で、伐叉羅の体から黒い影が飛び出す。

　影はすぐに小さな人のかたちに形成された。──奇焰子だ。

　板間に四し肢しをつき、ぜえぜえと息をきらした奇焰子は、ばっと頭を抱えてうずくまる。

「こ、降参だ！　もう絶対悪いことしないよ。許ゆるしてくれぇっ！」

　わんわんと泣く姿は、とても伐叉羅を乗っ取った魔物とは思えない。ただの子どもだ。

「どうなってるの……？」

　つい今しがたまで続いていた体調の悪さが、噓みたいに晴れた。

　そして伐叉羅から奇焰子が出てきたということは、もしかして。

　期待を込めて伐叉羅を見上げると、その表情はしっかりと意識を持っている。

　感覚をたしかめるよう、両の手を凝視する瞳の色は──金だ。

「……っ、泣いたら許されると思うなよ！　あやうく帝を殺すところだったんだぞ」

「伐叉羅、戻ったの!?」

　そばに行くと、伐叉羅は未雲に微笑ほほえもうとして、顔を歪める。がらんと音をたて、彼の手から落ちた懐剣には、赤いものがべったりと付着していた。

「……っ、大丈夫!?　伐叉羅」

　よろめく伐叉羅を支えると、破られた御簾の向こうで、帝が涼すずやかに言う。

「誰か、医師くすしを呼ぶのだ。伐叉羅の治療を」

「いらねえよ、生き神の助けなんて……っ」

　伐叉羅が傷口を強く押さえると、流れ出した血が、着物を赤々と染めていく。

「未雲の声が俺を呼び戻してくれたんだ。俺も、同じ気持ちだ……っ」

「返事なんかいいから、動かないで」

　白くなった顔で、伐叉羅はそれでも未雲を安心させようと笑ってみせる。

　未雲は着物を豪ごう快かいに破り、それで傷口を縛しばってなんとか応急処置をした。

　指先が震える。

　昔から伐叉羅の怪け我がには慣れているが、こんなに深い傷は初めてだ。

　だがそのとき、廊下にうずくまっていた静生が、この場を収拾しようと立ち上がる。

「帝！　魔物はまだ生きています。その鬼は魔物を退治すると言って、結局は魔物にとりつかれたのです。一度ならず二度も御所に侵入し、二度目には帝の命までもおびやかした。この罪は重い。魔物とともに殺すべきです」

「……結局おまえらは、俺を、鬼を悪わる者ものにしたいだけか」

　呆あきれる伐叉羅の言葉に、静生はさっと顔を背そむける。

　伐叉羅は泣いて謝あやまる奇焰子に、とどめを刺そうとはしない。

　それに、自分たちの術はまったく歯が立たなかったことを棚たなに上げて、すべて都合のいいほうへ持っていこうとする静生たちの、あげあしを取ることもしない。

「…………」

　未雲は、泣いている奇焰子と同じ目線にしゃがむ。

「奇焰子。本当にもう悪いことはしないって約束するんだね？」

「する。するよっ。お願いだから信じやがれぇ！」

　愛されたいという強い欲を持つ魔物は、嫌われることを心しん底そこ恐れてぶんぶんと首を振る。

　その顔を着物の袂たもとでぬぐってやると、未雲は奇焰子の小さな体を引き寄せた。

「わかったよ。おいで、ほら」

　抱き上げると、奇焰子は泣きやみ、ぐすぐすと安あん堵どした息遣いになる。

　すっかり血の気が失せた伐叉羅も、それを見て微笑んでくれた。

「俺の嫁よめは、さすが変わった奴の扱いがうまい。……っ！」

　傷口を押さえて堪こらえる伐叉羅から、扇で顔を隠す帝に向き直り、未雲は言う。

「魔物を退治しろとは言われたけど、殺せとまでは言われてません。だから──」

「帝！　ああして二代目白羽姫も魔物退治を放ほう棄きしているのです。決断してください。鬼の処刑と、解き放たれた魔物を白羽姫に封じる、天児の儀の決行を！」

　静生の勢いに押されて未雲は黙った。

　帝は扇の後ろで、はて、と首をかしげる。

「なぜそうする必要があるのかな？　私は今この目で見ていたが、伐叉羅はとりついた魔物を自みずからの手で追い払い、戦意を喪そう失しつさせたじゃないか」

「あのような危険な方法は評価できません！　自らを剣で刺すなど、普通の人間には不可能です！」

「彼の頑がん強きような体だからできたことだよ。やり方はどうあれ、事実伐叉羅と二代目白羽姫は、ああして魔物を降参させ、不ふ審しん火びの被害を食い止めた。鷺宮長官、神祇官の諸しよ君くん。はたして君たちに、同じことができただろうか」

「──帝。あなたは古こ来らいより血を続かせる民たみよりも、ご自分のいぬ間に誕たん生じようした鬼の台たい頭とうを、お望みなのですか！」

　歯ぎしりが聞こえてきそうな、静生の苦く言げんに帝は明めい確かくに答える。

「望む望まないの問題ではなく、鬼と呼ばれる彼らはもう存在しているし、力を持つ者を、皆が無視できなくなるときが来ると思うから言うのだよ。……不利な条件のもとで、自分たちに解決させてほしいという、約束をなしとげた誠せい実じつな鬼と、困こん難なんを承しよう知ちで彼のために世を変えようとする娘に、当たった私たちが幸か不幸かは、考える余地もないと思うけどね」

「……では、この二人を無罪放免にするとおっしゃるのですね。巴未雲の代わりとなる娘を召しよう喚かんすることも、ないと」

「鷺宮長官。四十年前、壱与が白羽姫の役目を引き受けたのは、彼女が少し変わり者だったからだよ。いかなる場合も、国のために犠ぎ牲せいになれと民に強要するのは、私の本意ではない。二代目白羽姫のように、だまして役に就かせることは可能だろうが、君まさかそんな、耶や眞ま土と男だん子しの風かざ上かみにも置けないサギ男のようなこと、もうしないだろうね？」

　その言い回しに、未雲は妙な既き視し感かんを覚える。

　生き神にまでサギ呼ばわりされた静生は、床を拳で叩いた。

「…………では！　解放されて世をうろつくほかの魔物はどうするのです！　帝、あなたが封じなければ誰が魔物を──」

　現げん役えき神祇官長官の意義を問う、自滅的な発言と同時に、静生の目が大きく見ひらかれる。

　その質問は、おそらく帝がなにより静生の口から言わせたかったものだ。

　まんまと誘ゆう導どうされたと気づき、静生は奥歯を嚙んで悔くやしがった。




　──誰が魔物を？

　伐叉羅の手が未雲の手を、ぎゅっと握る。

「俺たちがやる。──俺たちしかいないだろ」

　その力強い言葉に、寄りそうように未雲も頷く。

　使命を自覚した二人を前に、帝は顔を隠していた扇を、ゆっくりと下ろしていく。

「今ここに、四十年前にはいなかった、私の代わりに魔物と対たい峙じできる者が誕生したことを、言こと祝ほごうではないか、諸君」

「あっ！」

　帝の素顔に、未雲は息も止まらんほどに驚いた。

（そういえば、伐叉羅を止めに入ってから夢中で忘れてたけど、まさか、そんな──）

　目尻に赤い粉を刷はいた、咲きこぼれる花のようなかんばせ。

　しぃっと唇くちびるに指を立てるしぐさもそのまま。御座おましに鎮座する生き神、明神帝は、ちょっと不ふ思し議ぎな神じん通つう力りきを使う神使──飛天その人だった。
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　夕日が傾かたむくツツジ庭園のあずまやから、黒い烏からすが飛び去った。

　それまで楽しそうに、烏に突っ込んだりつつかれたりして、非常に声をかけづらい雰ふん囲い気きをかもし出していた帝みかどは、並んで立つ未み雲くもと伐ば叉さ羅らに向き直る。

「わかりましたよ。彼が言うには、伐叉羅殿どのが金にものを言わせて買い上げた家は、すっかりきれいに燃えてなくなったようですが、延えん焼しようは起こさずすんだようです。紫し峰ほう殿も無事で、こちらに向かっているそうですよ」

　本物の神しん使しである烏は、伐叉羅を追って御ご所しよへ来た未雲がもっとも気がかりだった、紫峰のことを帝に知らせにきてくれたのだ。

「そ、そうですか」

　ほっとすると同時に、未雲は恐きよう縮しゆくしてよそよそしく距離を取る。

　正直、帝にどう接していいかわからないのだ。

　こちらも偽にせ許嫁いいなずけを演じていたが、まさか欺あざむき返されるとは……。

　だが未雲よりも、一度は帝を組み敷くまで接近していた伐叉羅のほうが、衝しよう撃げきは大きかったらしく、帝の好意で医師くすしの治療を受けさせてもらっても、ずっと不ふ機き嫌げんなままだ。

　彼いわく、「顔は似ているが気配がまったく違うから、同一人物とは思わなかった」そうだ。

「おい、今ので、本当にそれだけの情報が交換されていたのか？」

「ちょっと伐叉羅。天てんさ──帝、すみません、わたしたちずいぶん失礼なことを……」

「未雲殿、人払いをかけてありますから、今までどおり天さんでけっこうですよ」

　クスッと笑った帝は、飛ひ天てんとして、長なが椅い子すに腰こし掛かける。

「ですが、飛天のことはどうか内ない密みつにお願いしますね。みんなにばれたら、遊び人の天さんとして、市し中ちゆうをほっつき歩けなくなってしまいますから」

「ほっつき……」

　いいのだろうか。神様がそのへんをほっつき歩いて。

　大変な秘密の片かた棒ぼうを担かつがされたにもかかわらず、緊張感もないし、どうしたものか。

「せめて視し察さつと言えよ。俺たちが考えてた生き神様とぜんぜん違うな、あんた」

「期待はずれでしたか？」

「最初から期待なんぞなにもしてない。ただおかしな奴やつだなと……いてっ！」

　いいかげんにしなさいと伐叉羅の足を踏ふみつけ、未雲は弁べん解かいする。

「意訳すると、変わった人だなってことだからね」

「ははは。私たち天てん道どう人じんは、人に憧あこがれて人の姿を模も倣ほうし始めたくらい人愛好者なので、変人らしくふるまえているとすれば、それは最高の褒ほめ言葉ですよ、未雲殿」

　やっぱり、変な人だ。

　奇き焰えん子じを降こう伏ふくさせたことで、命をつないだことにほっとしたのもつかの間。

　伐叉羅の治療が終わってすぐ、こうして二人で飛天に呼び出されたわけだが──おそらく今後の話をするのだろうと身構えているものの、なかなか本題に入らない。

（まさか本当の許嫁いいなずけじゃないって、ばれたんじゃ……）

　びくびくしていると、伐叉羅はようやく機き嫌げんをなおしたのか、「それで？」と腕うでを組む。

「俺たちに協力するのは、俺と未雲の可能性をたしかめたいからだ、とかなんとかいろいろ言っていたが、結果、満足したのか」

「大満足です。……期待していた以上の結果に、うれしくてたまりません。伐叉羅殿と未雲殿は、私の希望──いえ、私と壱い与よの分身になってくれましたから」

「分身？　壱与様と、天さんの……？」

　つぶやいてみて、未雲ははっとする。

　白しら羽は姫ひめになったことに揺ゆらいでいるとき、帝について飛天が語った言葉を思い出したのだ。

　──自みずから死というものを味わってもいいほど、壱与を犠ぎ牲せいにしてまで守った耶や眞ま土とを愛しているんですけどね。帝は。

　あのとき飛天から感じた深い悲しみは、壱与を亡なくしたことへ向けられていたのでは。

　そして夢の中で、壱与が訴うつたえてきた「帝を守って」という願い。

　もしあの夢を未雲に見せたのが、命尽つきてもなお残る壱与の強い思し念ねんだとすれば、それは単なる白羽姫としての使命感ではなく──

（恋人同士……だった？　生き神と、人が……）

　そうだとすれば二人は四十年間、互たがいに術者と器として魔ま物ものを封じながらも、心は結ばれていたことになる。

　振り幅最大限ともいえる異種間の愛で。

　なんともいえない、切ない気持ちになって見つめると、飛天は思い出を嚙かみしめるように目を細めた。

「私の耶眞土への愛と、国を守り導みちびく使命への献けん身しんは、これからも変わりません。ですがどうしても、伐叉羅殿と未雲殿にはかつての自分を重ねてしまう。……帝としては許ゆるされない、偏かたよった愛情でお二人を庇かばったのも、そのせいです」

　だから希望で分身なのか。

　未雲と伐叉羅が愛し合っているかどうか、本当に許嫁同士かどうかをあれほど確認したのは、神である自分と壱与が果たせなかったことを、託たくすため──。

「でももし、あなた方が許嫁同士でなければ、私は冷静な判断をくだしていたでしょうね」

「冷静な判断……？」

「天あま児がつの儀ぎを行うために未雲殿を説得し、伐叉羅殿には、鷺宮長官さぎのみやのかみらの顔を立てて処しよ刑けいを申し渡していたと思います。──おや、なにを怯おびえていらっしゃるのです。これはあくまでお二人が許嫁同士じゃなかったらの話ですよ？　ふふ……」

　用意された抹まつ茶ちやをすすった飛天は、柔にゆう和わに微笑ほほえむ。

　だがしかし、この邪じや悪あくな念の押しよう。

（……本当はうすうす気づいているんじゃないの!?）

　引きつった笑顔を浮かべる二人を前に、飛天は胸を張って言った。

「しかし私は自分の判断に後こう悔かいはしていません。どうしても二人の愛が生むものを見てみたいですからね」

「あ、愛って」

「あなた方がご自身で、愛し合う二人でならできると証明したのです。ああ、鷺宮長官たちのことは心配しないでくださいね。未雲殿が白羽姫として、伐叉羅殿とともにどんどん民に顔を売っていけば、彼らは簡単にはあなた方に手出しできなくなりますから」

　サギ男より上を行く策さく士しがここにいる。

　この人が敵じゃなくてよかった。心の底からそう思っていると、飛天はすっと立ち上がり、未雲の手をとる。

「どうか残りの魔物退たい治じも頼みますよ。……二代目白羽姫、これは明みよう神じん帝ていからの正式な仕事の依頼です」

　とても重いものを託された気がした。

　鬼おにと呼ばれて偏へん見けんの目で見られ続けてきた伐叉羅が、これからは帝のお墨すみ付つきをもらって、世の役に立つ仕事をすることができるのだ。──それも自分も一緒に。

　鬼が認みとめられる世へ、明るい未来へ、ようやく前進し始めた。

（それは、願ってもなかったことなんだけど……）

　問題がひとつだけ残っている。それは──

「飛天。ちょっと向こうで二人で話をしてきたいんだが、いいか」

　突然、伐叉羅がそんなことを言い出した。

　今、話をするなんてあやしまれるんじゃないか。そう思ったが、飛天は「ああ！」と言って未雲の手をはなす。

「これは気が利きかずにすみません。昼間の事件収束のあと、二人きりになる時間などなかったですものね……愛し合うお二人のこと、さぞや我が慢まんされていたでしょう」

「えっ、あの天さん、そうじゃなく……っ！」

　伐叉羅の人さし指がぴたりとくちびるに当てられ、未雲は言葉をのむ。

「そうだ。俺たちはまだ、無事だったことを喜び合えてもいない。ものごとには、けじめってものが必要だろう？」

「まったくもってそのとおりです。私と話をしているあいだも、一いつ刻こくも早く二人きりになりたくてしかたがないその情熱。どうぞ木陰にでも行って、存分に発散させてきてください。さあさあ、ご遠えん慮りよなく！」

「待ってよ木陰って……むぐっ」

　今度は口を手で覆おおわれた。

　想像力が豊かすぎる帝に、未雲は目を白黒させる。

（仕事を引き受けたら、こんなのがずっと続くの……？）

　残された問題の大きさを実感して伐叉羅を見上げると、彼は任まかせておけというふうに未雲の手を握にぎる。

（あっ……）

　許嫁のふりをするようになって、手をつなぐのはこれで何度目だろう。

　何度触ふれても、この緊張感に慣なれることはない。

「長くはかからない。ただ気は遣つかってくれよ。いいか、のぞくなってことだぞ」

「わかっていますよ、私はのぞいたりしません。……ただ待っているあいだあまりに退たい屈くつだったら、白しろ鼠ねずみの姿でそのあたりを散歩しているかもしれませんが、おかまいなく」

「「かまうに決まってるでしょ（だろ）！」」

　それから二人は大人おとなと子どもほど身長差がある、でこぼこの影を連れて、あずまやをあとにした。
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　あずまやが見えなくなると、二人は花々の陰に飛び込むように隠かくれる。

　赤、白、桃色の花の壁かべに囲まれたそこは、秘密の緊急作戦会議にはもってこいだ。

　しかし置かれた状況が状況だけに、どう切り出せばいいのやら──。

　向かい合ったまま、気まずい見合いのような沈黙が流れ、ふいに伐叉羅は、白いツツジの灌かん木ぼくから漏ろう斗と型の花を摘つみ取った。

「最近、話をしたばかりだな。これ」

　その花か片へんの下をぱくりとくわえた伐叉羅は、苦い顔で笑う。

「……最悪の極ごく貧ひん時代の味がする。未雲もやるか？」

　もう一つ赤い花を取って渡されて、未雲はそれをぱくりとくわえる。

　なつかしい、甘い蜜みつの味。

　子どものころ、お腹なかが空くとよくこうして、伐叉羅と二人でツツジの蜜を頼っていた。

　食うに困る時代を思い出して、伐叉羅にとっては苦いものかもしれない。しかし未雲にとっては、緊張を解といてやろうという彼の気持ちが伝わってくる、優しい味だ。

「……ただ鬼と人だからめずらしくて、っていうんじゃなかったんだね。天さんがわたしたちに協力してくれてた理由」

「完全に個人的な夢を押しつけられたけどな」

　二人ともすでに親は亡くしているけれど、不ふ思し議ぎと、子どもに過か剰じような期待をする困った親の話をしているようだ。

　とんでもないことを託されたのに、憎にくめない。

　そういう気持ちはあるのだが──

「しかし、あんなことを言われたらもう、本当の許嫁じゃないとは言えないよな」

「やっぱり伐叉羅もそう思う？」

　二人でなしとげたことは本当なのだから、許嫁でなくてもやれると証明したも同然だ。

　しかし許嫁同士でなければ、飛天が情を傾かたむける価値はなかったということになる。

「どうしたものか……うーん」

　腕を組んで考え込むと、伐叉羅は花を取り、にんまりと顔を寄せる。

「悩む必要はないだろ。『一緒にいよう伐叉羅』って言ってくれた、ひーちゃん」

「………………!!」

　なぜそれを声に出して言う!?

（しかもわざわざ、わたしのモノマネまでしてっ……）

　顔を真まっ赤かに染めた未雲は、全体重を乗せた体当たりを、伐叉羅にぶちかます。

「うぉっ!?」

「そんなことわたしは言ってないっ！」

「言ってただろ、『わたしの英えい雄ゆう』だとか、うれしいことたくさん」

「……言った！　でももう恥はずかしいから忘れてっ」

「どうするかな。俺、記憶力はいいほうだしな」

　楽しそうに攻めてくる伐叉羅に押され、未雲はあああと落ち込む。

　こっちのほうがどうしようだ。最悪の弱みを握られてしまった気がする……！

　すっかり陰気な顔つきになった未雲の髪に、ふいに伐叉羅が触れた。

「え、なに……？」

「お詫わび」

　さわってみると、手のひらにやわらかな花びらの感触。

　花を、挿さしてくれたのだ。

「悪かった。でも忘れろなんて言わないでくれよ。大事な言葉としておぼえておきたいんだ。だって俺たち、魔物退治の大事な相あい棒ぼうだろ」

「……！　う、うん……！」

「じゃあ許嫁のふりも続けるってことで、いいよな？」

「うんっ」

　こくりと素す直なおに頷うなずくと、伐叉羅は「よしっ」と、少年のような笑みを浮かべる。

　今まで見たこともない、うれしそうな顔だ。

　未雲には『もっと大人になってほしい』だなんて、勝手なことを思っているくせに、自分だってまだまだ子どもの顔をするんじゃないか。

　急にすっと胸が軽くなった未雲は、地面に両手をついて伐叉羅に近づく。

「じゃあわたし、伐叉羅のこともっと知りたい」

「俺の？」

「好みも知りたいし、嫌きらいなものも知っておきたい。わたしなにも知らないから……、離れていたあいだのことも朱しゆ天てん童どう子じのことも、いろいろ教えて。だって許嫁だし、知らなきゃ変でしょ？」

「未雲──」

　ぽんぽんと未雲の頭に手をやった伐叉羅は、やわらかく微笑む。

「女の好みだけは自力で当てるっていうなら、話をするのはいつでもいいぞ」

「が……がんばるよ」

　自信なさげに意気込む、うららかな春の夕暮れ。

　朱あかく染まった景け色しきの中、二人が飛天のもとに戻ろうとすると──

「こらァ！　ボクに内ない緒しよで二人でかくれんぼなんてずるいぞ！」

　突然、小こ径みちからひょっこり姿をあらわしたのは、張り子の馬に跨またがる奇焰子だ。

　魔ま縁えんの力なのか、馬は生きているように四本の脚あしを動かし、器用に前進してくる。

（か……可か愛わいい……！）

　その妙みように堂々とした騎き馬ば姿すがたに、伐叉羅は笑いを堪こらえきれなかったらしい。

「ぷっ、おいなんだそりゃ。それがあの晩、俺から逃げ切った馬の正体かよ」

「ボクの白はく兎と馬ばをバカにするのか!?　そう来るなら、おまえと未雲が本物の許嫁じゃないって、帝にバラしてやんぞコラ」

「……そんなことをすれば、おまえのその中身が、とんでもなくえげつないモノだってこともバラすからな、着ぐるみ野郎が……！」

　伐叉羅が餅もちのような頰を両側から引っ張ると、奇焰子はビェーと泣いて未雲に飛びつく。

「うわーん未雲ー！　伐叉羅がいじめるー！」

「伐叉羅やりすぎだよ、奇焰子のほっぺた、元に戻らなくなっちゃってるじゃない」

「俺が悪いのかよ!?」

「最初に笑ったのは伐叉羅でしょ。奇焰子も、男のくせにすぐ泣くんじゃないのっ」

「ハーイ」

　ちゃっかり未雲に抱かれ、ニヤリと振り返る奇焰子に、伐叉羅ももはや敵てき意いを隠そうとはしない。

「未雲、こいつがそばにいるのに、具合が悪くならないのか？」

「……そういえば、前みたいな気持ち悪さはぜんぜん感じない」

　清きよめの懐かい剣けんも握らず、平然と奇焰子をだっこしているのだが。

　するとそこへ、ツツジの茂みをかき分け、飛天までがやってきてしまう。

「それは未雲殿が奇焰子の気配に慣れたのと、奇焰子自身の強い欲が、お二人と一緒にいることで薄うすれているせいでしょうね」

「天さん！　どうしてこっちに」

「……来るな帝、来るな帝、来るな帝……あっち行け……！」

　奇焰子が青い顔でがたがたと震ふるえはじめる。

　未雲にとっては魔物の気配が不調の原因だが、奇焰子にとっては飛天の神しん気きが、不調の原因になるようだ。

「おや奇焰子。いくらおまえが、壱与が封じていた中でダントツ最弱の魔物で、ビービー泣いて降こう伏ふくしたとはいえ、あまり一人で出歩いてはダメですよ？　ここには、こわ～い神じん祇ぎ官かんのおじさんたちがウロウロしてますからね」

「おっ、おまえが一番怖こえぇーんだよボケナス！」

「こらっ奇焰子！」

「しょうがねえな、ほらこっち来い」

　がたがた震える奇焰子をひょいとつまみ上げた伐叉羅は、なるべく飛天から遠ざけるように、肩に抱え上げる。

「うわあ……高い……！　で、でも礼なんか言わねえからな！」

「耳元でわめくなっ。いいから大人しくしてろ」

　まるで親子のような三人の様子に、飛天は満足げに目を細める。

「押しかけてすみません。あちらで待っていたんですけれど、お二人に別の客人が来てしまったようなので、私のほうの用事を早くすませようと思いまして」

「客人？」

　飛天が指さしたのは、大だい内だい裏りの正門──朱雀すざく門へと続く道だ。

　夕日に赤く染まったその道を、紫し峰ほうが駆かけてくる。

「おーい、お館やかたー、未雲ちゃーん」

「紫峰！」

　神使の烏が伝えてくれたとおり、火事を消し止めて戻ってきたのだ。

　走る紫峰は元気そうで、怪け我がもしていないようだ。

　ほっとして、彼を迎えに出ようとする未雲と伐叉羅に、飛天は最後に問う。

「未雲殿、伐叉羅殿。……私の依頼を、引き受けてくださるんですよね？」

　二人は、長く影が伸びる小径で振り返る。

　飛天の立ち姿はとても不安げで、儚はかなげだ。

　人に憧れて、人の姿をとって人の世に降りた天てん人じん──。

　彼がかつて壱与とともに魔物を「封じる」ことで、愛する耶や眞ま土とを守ったのも、大事なものを守りたいという、とても単純な気持ちがそうさせたのだ。

　むずかしく考えないことだ。

　二人は「許嫁らしく」手を握り合う。

「やります」

　はっきりと口にすると、隣となりで伐叉羅が微笑んだ。




　いやがる奇焰子を「あずかります！」と張り切る飛天に奪うばい取られ、未雲と伐叉羅は紫峰と再会した。

　だが顔を合わせるなり、紫峰は二人の空いている手をぐいと引っ張る。

「お館、未雲ちゃん、こっち来て、早く！」

「えっ？　でも紫峰、話したいことが山ほどあるの。火事場を一人で任せちゃったお詫わびじゃないけど、そのぶん喜んでもらえることが……」

「一人じゃないよ。あのあと、みんなが来て消火を手伝ってくれたんだ」

「みんなって？」

　状況がよく飲み込めない。

　だが伐叉羅はなにごとか想像がついたようだ。

「朱天童子の連中のことだ。──あいつら、来たのか」

「うん、最初はお館の単独行動を知っておかんむりだったけど、お館に許嫁がいたって教えたら、みんなすっかりお祭り状態なんだ。門の外で待ってるから、話はあとにしてとにかく早く行こう」

「めんどくさいのを引きつれてきてくれたな、おまえ」

「だってしょーがないじゃん！　あいつら短気なんだよ」

　引っ張られて門につくと、そこには朝ちよう廷ていの役人たちが大勢集まっていた。

　もしかしたら兄がいるかもしれないと背伸びをしてみたが、紫峰にぐいぐいと引っ張られて、きちんとたしかめられない。

　そういえば兄に報告しなければ。

　白しら羽は姫ひめに無事なったけれど、もう一生俗ぞく世せに出ない、神しん秘ぴの存在ではなくなったのだと。

（むかしから、わたしと伐叉羅のことで心臓が鍛きたえられているとはいえ、ぜんぶ話したら、さすがの兄上も驚おどろくだろうな）

　未雲たちに気づくと、人々は慌あわてて道を空け、門まで広い空間ができた。

　門の向こう──堀ほりにかかる橋の上には、花よりも色とりどりの髪に、異国風の着物をまとった鬼が、三十人ほど傅かしずいている。

　その美び々びしさ、絢けん爛らんさたるや百ひやつ花か繚りよう乱らん。

　息をのむ未雲だけに聞こえる声で、伐叉羅はささやく。

「俺が守るから心配しなくていいぞ」

「心配？」

　意外な言葉に、未雲は明るく笑った。

「してないよそんなの。すごくきれいだなって思っただけ」

「……さすが、鬼の嫁よめ」

　その仲なかむつまじい会話が漏もれ聞こえていた紫峰は、うれしさを抑えきれない。

「──お館様と、われらが姫様のお帰りだ！」

　いっせいに頭こうべを垂たれる鬼の前へ、二人はゆっくりと進み出ていった。





（完）
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　こんにちは、緑みどり川かわ愛あ彩いです。

　久しぶりの新作なので少々緊張しています。まずは皆様、「千代の春に風かざ花はな舞う　かりそめ夫婦に白しら羽は立つ！」をお手にとっていただき、ありがとうございます！

　千代の春とは、このお話の舞台である耶や眞ま土とに流れている時間をさし、晴天の日に、山からの風に乗って舞い落ちる雪──風花は、主人公たちをあらわしています。

　なぜ二人が風花なのかは……本編を読んで想像してもらえるとうれしいです。




　このお話、和風退魔ファンタジーと銘めい打うっていますが、最初は「人生激変、神の嫁よめから鬼おにの嫁へ。鬼（の）嫁とばさらの鬼の、和わ印いん折せつ衷ちゆうめおと戦記」とかいうプロットをつくっていました。

　和洋ではなく和印というところが謎なぞのポイントですね。そして戦記と書いていますが、いったいなにと戦う予定だったのか……。

　とりあえず、退魔もののつもりではなかったのです。そして伐ば叉さ羅らは最初、かの有名な酒しゆ吞てん童どう子じそのものになる予定でした。

　しかし私のつくった設定が、実在の人物（酒吞童子は伝奇上の大妖怪ですが）を扱うにはあまりにもトンデモオリジナルすぎて、自分で自分の首を絞しめていたため、最初のプロットを直すことに決めました。

　結果、ヒーローは酒吞童子ではなく、朱天童子という鬼の集団の頭領、という設定におさまったわけですが……今考えると、まずは鬼ありきで、それじゃあ鬼の相手役はどんな女の子だろう、という連想ゲームのようなことから始まった本作。

「いつか鬼の嫁になる子だから、鬼嫁だな」

　と、あっさり主人公が決まりました。

　見上げるほどでっかくて美しく、やさしい鬼と、チビだけど気が強くて友だち思いの少女。

　少女のほうが立場が強くて、鬼を手のひらで転がしている──ようでいて、実際は鬼のほうが強くて一枚上うわ手て。幼おさななじみで親友だった二人が、夫婦同然のフリをしなければいけなくなったらおもしろいな、という思いから、このお話を作りました。

　でも鬼嫁というと、みなさん某ぼうプロレスラー夫妻（ナイスカップル！）を思い浮かべますよね。私も一瞬、あの夫妻をモデルにと考えたのですが、乙女おとめ小説の世界にあそこまで肉体派コンビだと……どうですか？

「ほとばしる汗！　うねる筋肉！　乙女よ、これが肉にく弾だん戦せんラブだ！」

　とか、そっちのほうがよかったのだろうか……。

　いや、それだと私が戦闘シーンに燃えすぎて、ラブ要素がぐんと減ってしまうので、今の二人をよろしくお願いします（笑）。




　赤と白。お祝いわい事に使われ、対抗する二組をも表し、生と死さえ連想させる色合い。

「鬼と鬼嫁、選ばれし夫婦（？）の物語」を書くと決めてイメージしたのが、その紅白カラーをまとった未み雲くもと伐叉羅でした。

　二色が混ざり合って、桃色になっていくのを楽しんでいただけたら幸いです！




　イラストを担当してくださった増ます田だメグミ様。ご多た忙ぼうのなか、すばらしい作品を仕上げてくださり、ありがとうございます。赤が美しいカバーイラストには悶もん絶ぜつしました！

　担当様、いつも苦労かけます。でも今回も、無事完成まで導みちびいてくださったことに感謝！

　それでは、また。──読者の皆様と、再会できることを願って。





緑川愛彩










著者
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Ai Midorikawa




３月６日生まれ、うお座のAB型。

つつじの蜜の味が思い出せず、とある神社の「つつじ祭り」に行ってきました。

しかしさすがにそこで花を無邪気にぶっちぎることはできず、蜜は蜜でも天然氷の

かき氷店でイチゴミルク味の蜜を堪能して帰ってきました。……あれ？

紅白カラーでめでたい夫婦（？）の退魔幻想、お楽しみいただければ幸いです！










イラスト

増田メグミ

Megumi Masuda




久々の和風です。

しかも、今回の青年は初めての赤髪です。表紙の色を塗るのが楽しかったです。

世間はそろそろ暑くて衣替えが大変ですね。今年は人生初めて京都の鴨川で川床初体験する予定です。

料理は美味しいし風が気持ちいいと聞いているので楽しみです。
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